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      　鳳ほう仙せん花か由ゆ亜あはおれの母の兄の娘、つまりはいとこである。

　学年はおれより一つ下で、アイドルよりもアイドルみたいな顔をしているから、むかしから男子に人気があった。

　極細の髪の毛を長く伸ばし、右の高いとこだけリボンで結んでいる。ドクロのパッチがついたカーディガンはミニチュアなからだにはちょっと大きい。ニーソックスは片方だけてろーんとずりさがって、足もとでくしゅくしゅになっている。

　で、その由亜がおれの前で、ちっこいからだをがんばって大きく見せるように背伸びをしている。

　甲高い声で由亜は言った。

「どうしてくれるんですか、葉は山やま先輩。死んでお詫わびしてくださいっ！」

　ひどいやつだ。

「おれのせいみたいに言うなよな」

「葉山先輩のせいじゃないですかっ！」

「そういう仮説もあるにはあるが」

「仮説じゃないですっ！」

　由亜は猫パンチでおれを殴った。

「いいか、由亜」

　ぽん、と由ゆ亜あの細い肩に手を置く。

「誰かを責めたい気持ちはわかるけど、それじゃあ本当の問題は解決しないんだ」

「いいセリフっぽく言ってもダメです」

　じっとりした目をしながら、由亜はおれの手をさっさと払いのける。

「ダメか」

「ダメです」

　ここは軽音楽部の部室としてあてがわれた第二視聴覚室である。

　ホッケーマスクをかぶった嬉うれし野の南な雲ぐもさんは、由亜とおれのやりとりを見ながらおろおろしているし、部長の七なな瀬せ甘あまるりは長い髪をわしゃわしゃとかきまわして「きぃいい」と叫んでいる。髪傷むぞ、と思ったけど、今はそっとしておく。

「まあ、あれだよ、連帯責任ってやつだよ」

「意味わかんないです。ちょっとスワヒリ語で言い直してください」

「それこそ意味わかんないんだけど」

　スワヒリ語ってケニアとかそっちの言葉だっけ？

「なんだよ、急にスワヒリ語って。そもそも、おまえしゃべれるのかよ」

「タナカ・ソレ・ロボジャナイ」

　由亜はうすっぺたい胸をはりながら謎なぞの言葉を発した。

「なに今の？」

「スワヒリ語です」

「ほんとかよ……。で、どういう意味だよ？」

「葉は山やま先輩はアホですね」

「先輩に暴言を吐くのはこの口か？　え、この口か？」

　由亜のほっぺたをひっぱってしゃべれなくしてやる。

「……ダ、ダメだよ、葉山くん。由亜ちゃんいじめちゃ」

　嬉野さんがそう言ったけど、今は無視する。

「はにゃせ、はにゃせっ！」

　由亜はじたばたと細い手足をふりまわし、それから、「がうっ！」と、おれの手に食いつこうとする。

　おれは慌てて由亜を解放した。

「猛獣め」

「はんっ、葉山先輩なんて、恋愛シミュレーションゲームの途中でテレビ画面にキスしようとしてるところを家族に目撃されてしまえばいいのに」

「そんな場面を目撃されたら一生立ち直れないだろうな」

　あと、静電気でバチッてなりそう。

　おれは、はあ、と大きなため息をついた。

　なんで、おれは由ゆ亜あにぼろくそに言われなければならないのか？

　どうして、七なな瀬せはさっきから「きぃいい」と奇声を発しているのか？

　すべてはこの校内放送からはじまった。



『二年六組、葉は山やま一いつ樹きくん。至急、生徒会室まできてください。くりかえします。二年六組、葉山一樹くん。至急、生徒会室まできてください』



　　　　　◆◇◆◇◆



「ちょっと、どういうことよっ！」

　そのとき七瀬は激怒した。

　長い黒髪をふりみだし、鬼の形相で声を荒らげた七瀬甘あまるり、軽音楽部部長。

「十文字以上三十二文字以内で答えなさいよ、菫すみれ子こ！」

「落ちつけ、七瀬」

　と、おれは七瀬をなだめた。が、頭に血がのぼっていた七瀬は、おれの胸ぐらをぐいっと掴つかんで、乱暴にひき寄せた。

「これが落ちついていられるものですかっ！」

「いや、あの……」

　つるりとした眉み間けんに、しわが寄っていた。

　七瀬なりに精一杯怖い顔をしていたのだろうけど、おれはそれよりも「あの事件」のことを思いだして、からだが固まってしまった。

　七瀬とおれは、事故とはいえ、唇と唇とを接触させてしまったわけで……。

　しかし、七瀬の頭の中では、そんなことはもうきれいさっぱり消えていたらしかった。

「なに、きみはあたしと敵対しようってつもりなの？」

「そういうわけじゃないけど」

「じゃあ、黙ってて。許可をだすまでは、えら呼吸以外禁止だから」

「おれは魚類じゃない。えら呼吸なんてできない」

「果たしてそれはどうかな？」

「意味がわからん」

　まあ、七瀬の心情に寄り添ってみれば、わからないでもなかった。

　七瀬はずっと軽音楽部の存続に力を注そそいでいて、それが一段落ついたと思ったのも束つかの間ま（あくまでもおれは認めていないのだけど）、生徒会室に呼びだされて、いきなりこう告げられたのだから。



「軽音楽部は次の部長会が開かれるまでの間、活動を休止してもらいます」



　言ったのは美み鈴すず菫すみれ子こ生徒会長だった。

　美鈴会長は、「生徒会長」と書かれた腕章をつけて、姿勢よくイスに腰かけていた。細くて形のいい眉まゆと切れ長の瞳ひとみが印象的だったけれど、そこに表情らしい表情はなかった。艶つやのあるきれいな髪をうしろで束ねていた。

「菫子、ちゃんと説明しなさいよ！」

　おれの胸ぐらから手をはなした七なな瀬せは、再び美鈴会長につめ寄った。

　けれど、美鈴会長は七瀬のことなんてまるで眼中にない、という感じであった。

　というか、美鈴会長の視線は、七瀬を飛び越えて、おれに注そそがれていたような……。

「軽音楽部がおこなった無届けの演奏に対して目安箱に投書がありました」

　すずりで墨をするかのごとき平へい坦たんな声で美鈴会長は言った。

　たぶん、おれに。

「はあ……えっと、ちなみに内容は？」

「騒音に対する苦情」

「ああ……」

　由ゆ亜あの言葉を借りればチェーンソーみたいなギターと公害レベルの歌を披露したわけだ。新入部員の勧誘どころか苦情がきてしまったらしい。

「生徒会としては無視するわけにもいかないでしょう？　次の部長会で軽音楽部の処分について検討するので、それまでは活動を休止とします」

「そうッスか」

　軽音楽部の活動の休止とは、次の三つを意味するそうだ。

　一、活動場所である第二視聴覚室の使用禁止。

　二、学校の備品である楽器類（ドラムセットなど）の使用禁止。

　三、私物による校内での楽器演奏の禁止。

「っていうか、あたしを無視すんなっ！　こっち見てしゃべれ！」

　そこでまた、七瀬が大声をあげた。ばんっと机を叩たたいて、「くうっ」とうめいてもいた。強く叩きすぎて手が痛かったらしい。

「あら、いたの、甘あまるり。気づかなかった」

　美鈴会長は平坦な声で言いはなった。

「いたでしょ！　さっきからずっと！」

「あら、そう？」

「あら、そう？　じゃないわよ！　なんで、部長であるあたしに言わないで、この男子Ｂみたいなやつに説明してるのよ」

　この男子Ｂ、と七なな瀬せはおれを指さした。

「男子Ｂとか言うなよ」

「うるさい、許可してないのにしゃべんな！」

「おれがしゃべるのに、おまえの許可などいらん」

「なによ、偉そうに」

「どっちがだ」

　とはいえ、実際のところ、軽音楽部の今後を伝えるのなら、部長である七瀬に言えばいい。そうするのが適切ではあった。

　だから、どうしておれが呼びだされたのか不思議でならなかった。

「そもそも、生徒会にそんな権限あるわけ？　職権乱用なんじゃないの？」

　七瀬は美み鈴すず会長に向き直った。

「心外ね。軽音楽部のためを思っての行動なのに」

「どこがよ？」

「目安箱への投書だけでなく、あなたたち、もう少しで職員会議にかけられるところだったのよ？」

「「え？」」

　そこで、七瀬とおれの声がかぶさった。

「生徒会長であるわたしが、生徒だけで解決したいと出で口ぐち先生にかけあってあげたのに」

　出口先生は二年の学年主任をしている男性教師だ。すごく怖い。

「感謝されこそすれ、非難されるなんて心外ね」

　美鈴会長の言葉に、七瀬は忌々しそうに唇を曲げた。

「あんたに感謝するくらいなら、停学になったほうがましよ」

「いや、おれは、停学はまずいな」

　そう言ったら、七瀬がまたおれを睨にらんだ。

「権力に屈するな！　プライドを持ちなさいよ！」

　おれのプライドは、普段、七瀬にめちゃくちゃに踏みつけにされてるんだけどな、と思ったが言わないでおいた。

「少年よ大志を抱け！」

「なんだ急に」

「ボーイズ・ビー・シド・ヴィシャス！」

「それが言いたかっただけだろ」

　というか、なんなんだ、この二人は、とおれは困惑するばかりであった。

　どうやら、七瀬と美鈴会長は顔見知りであるらしい。ただ、言葉や態度の端々から険悪な空気がにじんでいた。

　生徒会室には、ほかにもちゃんと生徒会の人が控えていたのだけれど、みんなこちらを見ようともしなかった。それぞれが忙しそうに事務仕事をこなしていた。単にそういうふりだったのか、本当に忙しかったのかはわからなかった。

　おれは「書記」という腕章をつけた吉よし川かわリナさんにそっと「ヘルプ・ミー」と視線で合図を送ったのだけど「がんばってね」という生温かい目でかえされてしまった。

　美み鈴すず会長はふんっと鼻を鳴らした。

「そもそも、甘あまるりのことなんて呼んでないんだけど？」

　お呼びでなくってよ、みたいな感じで美鈴会長は言った。

　対する七なな瀬せは、ずばんっとなにかの紙を机に叩たたきつけた。

「夏合宿のためにセミナーハウスの使用申請書を提出にきたのよっ！」

　セミナーハウスというのは学校の敷地内にある講堂のことだ。まだ建設されてから数年しか経たっていないらしく、近代的な設備が整っていた。

「夏に合宿なんてするのか？」

　おれは七瀬に訊きいてみた。

「当然でしょ」

「聞いてないんだけど」

「そりゃそうよ、ついさっき決めたんだもの」

「そこはみんなに確認とろうぜ？」

「きみ以外には確認した」

「なぜおれだけハブる？」

　傷つくじゃないか。

「思う存分音が出せるところって言えば学校でしょ。スタジオと違ってタダだし。セミナーハウスは早めに申請しとかないとほかの部で埋まっちゃうのよ」

　などと、おれと七瀬がやりとりをしていたら、美鈴会長は七瀬が叩きつけた申請書をつまみあげて、それをそのままシュレッダーに投入した。

　ずばずばずばっ。

　申請書は細長い紙きれと化した。

「ぎゃあっ！」

　七瀬が奇声を発した。

「あら、ごめんなさい。手が滑ったの」

　手が滑ったって……、とおれは戦せん慄りつした。

「美鈴菫すみれ子こ、殺す。長年温めてきた密室トリックで殺す。まずは館やかたを建設するっ！」

　七瀬がこぶしをふりあげて美鈴会長に突進しようとしたので、おれは慌ててうしろから羽交い締めにした。

「どうどう、落ちつけ」

「はなせっ！　うう、はなせっ！」

　七なな瀬せがおれの腕の中で暴れた。美み鈴すず会長を前に正気を失ったのか、お尻しりでおれを弾はじき飛とばそうとしやがった。これはこれで、なんかあれだったが、とりあえずは、それどころではなかった。これとか、あれとか、それとか。

「落ちつけ、七瀬。館やかたものの密室トリックは家の構造を知っているやつが犯人だ」

　というか、こぶしにものを言わせようとしているようにしか見えなかった。

「じっちゃんの名にかけて絶滅させる」

「七瀬のじいさんはなにしてた人だよ」

「なによ、きみは菫すみれ子この味方するの？」

　厄介なことに、矛先がこちらに向いた。

　七瀬はおれにうしろをとられたままでも手を伸ばし、おれのほっぺたを掴むと、ぐにぐにとひっぱった。

「こうしてくれる。えいっ、えいっ」

「ぼ、暴力反対」

　おれはたまらず七瀬を解放した。頬ほおがひりひりした。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなこんなの間も、生徒会の連中は誰一人こちらに目を向けようとしなかった。こんなことには慣れている、という感じでもあった。触らぬ神にたたりなし。

「甘あまるりってほんと野蛮」

　美み鈴すず会長はぼそっと呟つぶやいた。それから音もなく立ちあがり、髪を払って、おれの前に立った。七なな瀬せとは違って、きっちりと制服を着ていた。

　ひりひりする頬ほおを撫なでながら、おれは美鈴会長と向かいあった。

　美鈴会長は、にこりともしないので、感情が読みとりにくい。

　なんとはなしに気まずかった。

「えっと……」

「大丈夫、葉は山やまくん？」

　甘い花みたいな香りがした。会長は細い指を伸ばしておれの髪に触れた。

「動かないで。ほこりがついてる。ごめんなさい、生徒会室ってほこりっぽいから」

「あ、ああ、どうもありがとう……」

　美鈴会長は綿ぼこりを手のひらにのせて、七瀬のほうに向き直った。それから、ふっと、綿ぼこりに息を吹きかけた。

「ふわ……くちゅんっ、くちゅんっ」

　七瀬はほこりを吸って、くしゃみをした。

「なにしゅ、くちゅんっ」

「あら、ごめんなさい。生徒会室ってほこりっぽいから」

　美鈴会長は表情一つかえずに冷淡に言った。

　七瀬は目を三角にして会長を睨にらみかえした。でも、くしゃみを挟むので微妙に迫力はなかった。

「おい、大丈夫か、七瀬？」

「許すまじ、菫すみれ子こ。くちゅんっ。全校生徒の前であられもない姿でだっふんだと言わせてやる。くちゅんっ」

　七瀬はずびずびと鼻をすすった。

　とりあえず、二人の仲がよくないことはわかった。それから軽音楽部が活動休止なのも理解した。七瀬は不服だっただろうが、おれはそうでもなかった。

　次の部長会？

　待つともさ。

　それまで演奏するな？

　願ってもない。

　そんなことより、そのときは七瀬をそこから連れだすことのほうが優先だった。ほっとくと、いつまでもケンカをつづけそうだったし、なんとなく、美鈴会長のほうが一枚上手のようだったし。

「落ちつけよ、七なな瀬せ。ほら、もう戻ろうぜ」

　おれは、七瀬のパーカーのフードを掴つかんだ。第二視聴覚室に嬉うれし野のさんと由ゆ亜あを待たせていた。早く戻って事情を説明してあげなければならなかった。

「この恨みはらさでおくべきかっ！」

　まだそんなことを言っていた七瀬を、おれはずりずりとひきずった。

「えっと、それじゃ、失礼しました」

　そうして生徒会室をでようとしたところで、

「待って、葉は山やまくん」

　と、美み鈴すず会長がおれを呼びとめた。

　勘弁してくれよ、と思いつつ、ふりかえった。

「まだなにかあるの？」

「ええ」

　美鈴会長の切れ長の目がおれをとらえていた。おれはかすかに寒気を覚えた。ヘビに睨にらまれたカエルみたいな気分だった。

「軽音楽部には活動休止期間中、生徒会奉仕活動に協力してもらうことに決まりました」

「生徒会奉仕活動？」

　耳慣れない言葉だった。

「具体的な内容は中間試験終了後にお伝えします。学生の本分は勉強。そのことも忘れないように」

　軽音楽部もボランティアとして、老人ホームで交流会をやっている。おれも一度だけ見学したことがあった。そういったものだろうか。

「なお、参加は強制です。騒音によって全校生徒並びに地域のみなさまにも迷惑をかけたのだから当然でしょう？　一人でも不参加の場合は、部長会を待たずに軽音楽部は廃部となります」

　美鈴会長はあくまでも平べったい口調でそう言い、「だからあたしに言えー」、と七瀬は叫んだ。



　とまあ、これが一週間ほど前の出来事である。

　こうして軽音楽部は生徒会奉仕活動とやらに参加することとなった。

　由亜が怒っていたのはそういうわけだ。

　しかしこのときのおれは、まだ美鈴会長の真の恐ろしさに気づいていなかったのだ。



    

  
    
      

１章　「カ、カギがない」



　　　　　◆◇葉は山やま一いつ樹きは誘拐されます◇◆



「――はい、そこまで。うしろから集めてきてください」

　チャイムが鳴るのと同時に、小波先生の声が響き渡った。

　うがー、ぎあー、という怪獣の雄お叫たけびみたいな声が教室のあちこちからあがる。

　水曜日からはじまった三日間の前期中間テストが、今まさに終わったところだ。

　おれは前の席の渡辺さんや吉よし川かわさんの答案用紙を順番どおりに回収していく。普段は席順なんて関係ないけれど、テストのときだけは名前の順に並ばなくてはならない。

　うちの学校は三年間クラス替えというものがなく、入学時にふられた番号がそのまま卒業まで持ちあがるというシステムになっている。おれは二年の四月から途中編入したために、「葉山」ではあるのだけれど、最後尾の渡辺さんよりもうしろの席になっているというわけだ。

「どんな塩あん梅ばいだったよ？」

　答案用紙の束を提出して席に戻ると、ふらりと高たか梨なし洋よう平へいがやってきて言った。

「おれは過去はふりかえらない主義なんだよ」

　と、答えておく。

「都合が悪くなるとすぐそれだ」

「あ、問五の（２）の四択って答えｂにした？　おれ、ｃとかなり迷ったんだけど」

　チャイムが鳴るぎりぎりまで悩んでいた問題の答えを訊たずねると、洋平は苦いものでも食べたような顔をする。

「おれは過去はふりかえらない主義なんだよ」

「都合が悪くなるとすぐそれだ」

　すると、おれと洋平のやりとりが聞こえていたらしく、吉川さんがひょいと顔をのぞかせる。

「問五の（２）はわたしもｂにしたよ」

「よっしゃ」とおれ。

「バカな」と洋平。

　吉川さんがｂを選んだのなら、正解はｂだろう。

「このカスが、死ね」

　洋平は恨めしげな目でおれを見た。

「いきなりやさぐれたな」

「そもそも試験期間中に女子と勉強会とかやってる時点で、きさまなど犯罪者に等しい」

「ひどい言われようだ」

「逮捕されろ。極刑がふさわしいわ」

「国家権力を乱用さすな」

　とはいえ、この一週間、勉強会というかなんというか、確かにそんなようなこともあるにはあった。でも、それは洋よう平へいが言っているような心躍るものではなかったけど。

　むしろ、思いだしたくない。

　おれはゆっくりと七なな瀬せのいる席に目をやった。

　最近はすっかり暖かくなってきて、七瀬は制服のブレザーは着ずに、ただのパーカー姿でいることが多い。今日もそうで、長い黒髪がフードにこぼれている。

　七瀬も近くの席にいる女子と答えあわせをしているみたいだった。ふと、おれの視線に気づき、不愉快そうな表情を浮かべる。ぷいっと顔をそむけた。

「なんだよ……」

　この一週間、七瀬の機嫌がよくない。

　おれのことを美み鈴すず会長に寝がえった裏切り者とでも思っているらしい。

「はーい、みんな席についてー。ホームルームやっちゃうよー」

　小波先生が言って、みんな自分の席に戻っていった。

　もうすぐ修学旅行なので、それに関するプリントが配られた。あとは校内で猫を見かけてもエサをやらないように、という注意をされた。どうも学校の敷地内に猫が居ついているらしい。おれは見たことないけど。



　ホームルームも終わり、解散となる。テストが終わったので、部活にいく者や、遊びにいく者で校内が賑にぎわいだす。

　おれは重い腰をあげて、七瀬のところへいく。

「なあ、七瀬。生徒会室いくだろ？」

　おれが呼びかけると七瀬は、ひよこみたいに唇をとがらせた。

　イスの上であぐらをかき、パーカーの前のファスナーを開けたり閉めたりしている。短いスカートから伸びる足に一瞬目がいってしまった。

　女子がスカートはいて、あぐらとかかくなよな。目のやり場に困るだろうが。

　テストが終わったら、生徒会室にいって生徒会奉仕活動とやらの説明を受けなければならない。そういう約束だった。

　一人でもサボったら軽音楽部は即廃部だ。

　それなのに七瀬は自分の席を立とうとしない。動かざること山のフドウという感じだった。

「なんだよ、テストそんなに悪かったのか？」

「愚問ね。テストなんて教科書見ながらでも解けるわ」

「それはカンニングだ」

　解けて当たり前だ。

「あたし、午後バイトなのに」

　もごもご、と七なな瀬せは言う。

「菫すみれ子この命令に従うというのがそもそも気に食わない」

「部長がサボりとかまずいだろ。廃部だぞ」

「官憲の横暴には断固として抵抗する」

　七瀬はこぶしをふりあげた。

「官憲て……おとなしく従っておいたほうがいいと思うけどな。いろいろと面倒だし」

　とはいえ、おれが七瀬を誘うというのも変な話ではある。そもそもおれは、軽音楽部が潰つぶれるなら、それはそれで仕方がないと思っているのだから。

　まあ、そうは言っても、おれだって責任を感じていないわけじゃない。軽音楽部が活動休止になったのはおれのせいと言えないこともないし。

　だから率先して協力しようと申しでているのに、こいつときたら。

「ほら、印象よくしとけば部長会とかで有利になるかもしれないしさ」

「なにを日ひ和よったことを。見損なったわ！」

「おれは基本的にことなかれ主義なんだよ」

「この軟弱者め！」

　ぺちんっ、と、七瀬の平手打ちがおれの頬ほおをとらえた。

「な、殴ったね。猪木にもビンタされたことないのに（ＣＶ：‥古谷徹ふう）」

「微妙に似ているところが腹立たしい」

「和むかと思ったのに、そんなところでクレームをつけられるとは思わなかった」

　七瀬は、むむむ、とおれに顔を寄せてくる。

　おれは自然と、七瀬の唇に目がいってしまった……。

「なんだよ？」

「裏切り者め」

「なんでだよ」

「きみはあの女の本性を知らないのよ」

　あの女というのは、つまり、美み鈴すず会長のことだろう。七瀬は会長を毛嫌いしており、会長も七瀬に対してドライアイスのように冷たい。

　ふんっ、と七瀬は鼻を鳴らす。

「まあ、あたしも部長である以上、きみみたいにわがままばかり言ってられないことくらい、わかってるわよ。廃部とかやだし」

　イスのうえであぐらをかいていた七なな瀬せは、大儀そうに立ちあがった。

「ほら、さっさといくわよ」

「七瀬の言い方だと、まるでおれが、すごくわがままなやつみたいに聞こえる」

「ぐずぐずしないでちょうだい、また菫すみれ子こに難癖つけられたら、たまらないわ」

　七瀬は一人ですたすた歩きはじめた。

「まるでおれが、今まで生徒会室にいくことを拒んでいたように聞こえる」

　おれはため息を吐きだし、七瀬のあとにつづいた。七瀬は道場破りにでもいくかのような足どりでずしずしと廊下を進み、おれはそのうしろをしずしずとついていく。

　七瀬はなにかぶつぶつと文句を口にしていた。矛先がおれに向いても面倒なので話しかけないでおく。

　窓の外は気持ちのいい晴れ模様だ。空が青い。

　昨日は夜遅くまでテスト対策にとり組んでいたので、眠気がそろそろとのぼってきた。でかいあくびがこぼれる。

「にしても、生徒会奉仕活動ってのは、いったいなにすっ――い」



　　　　　◆◇嬉うれし野の南な雲ぐもは人間凶器です◇◆



　本日、金曜日。

　二年生に進級して最初の中間テストも無事に終わった。

　教室をあとにした南雲は生徒会室へ向かっていた。本当なら、今日から部活動に専念できるはずだったのだけれど、軽音楽部は次の部長会が開かれるまでの間、活動休止を命じられている。

　先日のゲリラライブが問題視されたためだ。

「……でも、葉は山やまくん、一生懸命だったし……カッコよかったのに」

　一人呟つぶやいて、南雲はふにゃふにゃと表情を緩める。もちろん、ホッケーマスクをしているので誰に見られることもない。

　演奏中だと、ドラムの位置からでは一いつ樹きの顔を正面から見ることはできない。

　それでも、一樹の真剣な横顔が、南雲の頭に焼きついている。

　確かにギターの音は乱暴だったと思う。

　歌声も音程だってめちゃくちゃだった。

　でも、すごくまぶしかった。なにかに挑むような一樹の顔は緊張してこわばっていたけれど、その瞳ひとみはどこまでもまっすぐだった。

　だから南雲の心にはちゃんと響いた。

　世界で一番へたくそな「マイノリティ」だったけど、それがカッコよかった。

　南な雲ぐもは、自分が周囲から浮いていることをよく知っている。人づきあいがへたな上に、ホッケーマスクのせいで誰も近づいてこない。

　小学校の遠足ではいつも一人でお弁当を食べた。休み時間は図書室で一人、本を読んでいた。クラスのみんなが知っている学校の怪談を自分だけが知らなかった。

　南雲には友達がいなかった。

　長い間、ずっと一人ぼっちだった。

　だから、甘あまるりは南雲にできたはじめての友達だ。ホッケーマスクをしている自分をそのまま受け入れてくれた女の子。かわいくて、カッコいい。甘るりみたいになれたらいいなと憧あこがれる。

　そして、一いつ樹きもそのままの南雲を受け入れてくれた男の子だった。南雲の話をきちんと聞いてくれて、正面から自分を見てくれる。正面から自分を……。

　そのことを意識すると、急に恥ずかしくなってきた。南雲は女子トイレに駆けこみ、洗面台の前に立つ。それから右を見て、左を見て、誰もいないことを確認する。

「……よ、よし、誰もいない」

　南雲はマスクをはずしてみた。鏡に自分の顔が映る。ちょっと頬ほおが赤い。

　葉は山やまくんはどんな女の子が好みなのかな？

　少なくともホッケーマスクをかぶった女の子ではないはず。

「……なんでわたし、こんななんだろ」

　呟つぶやいた声はなんとも頼りない。南雲は小さくため息をついた。

　リボンの位置を直して、困ったみたいにたれさがった眉まゆの端っこを持ちあげてみる。無理してちょっと笑ってもみる。笑顔って難しいな、と思った。

　再来週には修学旅行もある。

　二年生の、いや高校生活の一大イベントだ。

　一樹や甘るりとはクラスが違うから同じ班での行動はできないけれど、それでもいろいろなところで一緒になる機会はあるはずだ。

　甘るりは夏休みには合宿をするとも言っていた。そしたら、もっともっと仲良くなる機会が増える。

「……よ、よし。がんばろう」

　ぐにっとこぶしを握りしめてから、ホッケーマスクを装着する。クラスの派手めな女の子たちがつけまつ毛をつけるようなものだ。気合いが入る。

　そうして南雲は女子トイレをでた。

　と、それは突然のことだった。

　あまりに突然すぎて危うくそれを投げ飛ばすところだった。

「ひゃっ」

「むぎゅっ」

　なにか小さなかたまりが南な雲ぐもの胸に突進してきて、埋もれている。

　南雲はそのかたまりを見おろした。長い髪の片方だけをちょこんと結んで……いない。ドクロのカーディガンを羽織り、右のニーソックスだけてろんとたれさがった……あれ、今日は右側、裸足はだしだ。

「……ゆ、由ゆ亜あちゃん？」

　小さなかたまりは軽音楽部の後輩、鳳ほう仙せん花か由亜だった。小さくて細っこくて、とげとげしているので、ああかわいいな、持ちあげたり、ひっくりかえしたり、転がしたりしたいな、と南雲は常々思っていた。ホッケーマスクなんて顔につけている自分とは大違いだ。髪もさらさらだし、肌はぷにぷにだし、羨うらやましかった。

　由亜はへむあっと息つぎするみたいに南雲の胸から顔をあげた。

「く、うう、おそるべき人間凶器です。なに食ったらこんな危険物に……」

「……あ、あの由亜、ちゃん？」

「あ、南雲先輩」

「……あの、どうしたの由亜ちゃん、そんなに慌てて。飛びだしたりしたら危ないよ？」

「はっ、そうでした。南雲先輩」



    

  
    
      



    

  
    
      　由ゆ亜あは背伸びするみたいにして南な雲ぐもを見あげてくる。大きな宝石みたいな瞳ひとみをしていた。

「ニャンコ先生を見ませんでしたか？」

「……ニャンコ先生？」

　なかなかどうして心躍るキーワードではないか。



　　　　　◆◇七なな瀬せ甘あまるりは見逃しています◇◆



「まったくやってられん」

　甘るりは廊下をずんずん歩きながら口の中で呟つぶやいた。中間テストも終わり、本当なら部活が再開できるところなのに、向かっているのは生徒会室である。

「これからが大切なのに」

　甘るりの頭の中では軽音楽部の今後の活動予定がみっちりぎっちり組みあげられていた。

　夏休みの合宿もその一つだ。九月には文化祭だってある。

《キャラメルアンデッド》として文化祭のステージに立つには一いつ樹きを早急に鍛えなければならない。猛特訓が必要だ。

　先日のライブなんてひどいものだった。

「うたえてないし、ギター弾けてないし、ドラムとベースのリズムを聞きとれてないし」

　頭の中にあのときの一樹の姿が思い浮かぶ。

　あの日、ホームルーム終了と同時に一樹が教室を飛びだしていくのを甘るりは見ていた。

　――おまえは戦力外だ。

　甘るりにそう言ったきり一樹は話しかけてこなくなった。

　なによ偉そうに、と甘るりは思っていた。

　ぜったい口なんかきいてやらない、とも。

　甘るりが抜ければ軽音楽部は廃部だ。いや、甘るりがいても廃部は決まっていた。ずっと悪あがきをしていただけだ。そんなのちゃんとわかっていた。

　一樹が教室をでてから、甘るりも帰り支度をすませた。なんとなく重い足どりで昇降口まで向かい、ローファーに履き替えていたところで。

　不意に声がしたのだ。

　――えっと……《キャラメルアンデッド》です。

　マイクで増幅された一樹の声だった。声には震えがまじっていた。どうして一樹が《キャラメルアンデッド》を名乗っているのだろう。

　甘るりは駐輪所の前をとおりすぎて、一樹の声がするほうへ足を進めた。

　そうして聞こえてきたのは、甘るりが大好きなバンドGreen Dayグリーン・デイの「マイノリティ」だった。

　一いつ樹きがギターを肩からさげて、マイクに齧かじりつくみたいにしてうたっていた。

　笑っちゃうくらいにへたくそで、実際、見ている生徒の何人かは笑っていた。なまじ、ドラムとベースの精度が高いせいで、ボーカルとギターのへたさが際立っていた。

　でも、甘あまるりは笑えなかった。

　一樹が、本当に一生懸命な顔をしていたから。

　だから一樹の歌がとまってしまったとき、ギターが弾けなくなって呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまったとき、甘るりはもう駆けだしていた。考えるより先に、からだが動いていた。

　一樹にそこでやめてほしくなかった。

　負けないでほしかった。

　だから、ちゃんと言った。

　――やめんな。



　とまあ、そんなこんながあって軽音楽部も首の皮一枚でつながったと思った矢先に、まさかの活動休止である。しかも、生徒会奉仕活動などという、わけのわからないものに強制参加まで命じられた。

「美み鈴すず菫すみれ子こ許すべからず。いつかユニクロの『ＭＭＭＭＭ』っていうシールをはりつけて、わたしマゾなんです、みたいなことにして辱めてやる」

　どすっ、どすっ、と甘るりは廊下を行進する。

「うちの部員にまでちょっかいだしてるし」

　どういうつもりか知らないけれど、菫子が一樹に魔の手を伸ばしている。

　この一週間は目に余るものがあった。

　一樹も一樹だ。ちょっと菫子に声かけられたくらいで鼻の下なんか伸ばしちゃってさ、だらしない。あんなの、なにかの罠わなに決まってるじゃない。

　ちょっとは見所のあるやつだと思ったのに。

　き、キスだってしたくせに！

「っ！」

　あの事故が頭をよぎり顔が熱くなる。

　違う違う。あれはノーカウントってことになった。甘るりは頭をふって、思考を切りかえる。今は菫子対策だ。舐なめられたらやられる。

「毅き然ぜんとした態度で臨むのよ。いい？」

　甘るりはそう口にだして、ふりかえった。

　が。

「あれ？」

　うしろを歩いていたはずの一樹が忽こつ然ぜんと姿を消していた。



　　　　　◆◇鳳ほう仙せん花か由ゆ亜あは一いつ樹きを恨んでいます◇◆



　由亜は退屈していた。

　一年生は時間割の都合で一時間早くにテストが終わり、二年生組の試験が終わるまで静かに待っていなければならなかった。第二視聴覚室が使えればそこで時間を潰したのだけれど、一樹のせいで使用禁止にされてしまっている。

　退屈極まりなかった由亜は、中庭で猫踏んじゃうことにした。

「えいっ、えいっ」

　右だけ裸足はだしになって、足もとに寝転がる大きな猫のおなかをふにふにと踏んでいた。ブサかわいいと、女子生徒にちやほやされている三毛猫だった。手足が短く、お尻しりが大きい。首輪をしているけれど、飼い猫ではない。どこかふてぶてしい顔をしていた。昼時に弁当のおかずをもらっているためか、校内によく出没する。猫は「もう好きにすればいいじゃない」という感じで、べろんとひっくりかえっている。

　ふみふみ、ふみふみ。

　猫のおなかはあったかくて、ぷにっと柔らかくて、とても踏み心地がいい。由亜は足の指を閉じたり開いたりして、猫のおなかの皮をひっぱったりもしてみた。

「ああ、それくせになりそう」とでも言うみたいに猫はうにゃうにゃと鳴く。

「ちょっと聞いてください」

　由亜は足もとの猫に語りかける。

「愛ういやつめ、申してみよ」

　一人で猫の分も返事をする。

「なんかこれから、生徒会の手伝いとかさせられるらしいんですよ。せっかく軽音楽部に入ったというのに、まったく、どういうことですか。なんで由亜がっ」

「同情するよ」という感じに猫はうにゃあと鳴いた。あるいは「もうちょい右側も踏んで」かもしれない。

　由亜は雪見だいふくみたいな白い足で猫のおなかをふみふみする。

「それもこれも葉は山やま先輩のせいですよ。あのへっぽこ」

　ふみふみ、ふみふみ。

　猫の首輪についている鈴が、ちりん、ちりん、と音を立てた。

「そもそも由亜は葉山先輩を許してなんかいないのです」



　それはまだ、風も冷たい二月のことだった。

　由亜が入学することになっていた県立ヨコスカ高校に一樹の転入も決まった。詳しい経緯は聞いていなかったけれど、一いつ樹きがいじめられていた友達をかばって、相手にけがをさせてしまったという事情は伝わってきていた。

　由ゆ亜あの父親は「一樹くんは男だなあ」などと感心していた。

　一樹と顔をあわせるのは、ずいぶん久しぶりのことだった。

　対面の日、由亜は朝から落ちつかなかった。

「どんなふうに接すればいいのやら」

　由亜は自分の部屋にこもり、姿見の前で髪や服をチェックしながら頭を悩ませていた。一樹は落ちこんでいるだろうか。それなら優しくしてあげないといけない。でも、久しぶりなのに馴なれ馴れしいのもどうなのだろう。

　幼いころは一樹のことを本当の兄のように思っていたけれど、さすがにあのころのようにはふるまえない。由亜だってもう高校生になるのだ。

　髪につけたリボンを撫なでながらそんなことを考えていたら、インターフォンが鳴った。

「うおっ、きました」

　由亜はずたずたと階段を駆けおり、両親の横に並んだ。

　父親が玄関のドアを開けた。

　葉は山やまのおじさんとおばさんのうしろから、温かそうなジャケットを着た一樹が現れた。一樹は背が伸びていた。ちょっとふて腐れたような顔をして、ジャケットのポケットに手を入れていた。面影は残っていたけれど、でも、どこか知らない男の人みたいにも見えて緊張した。

　由亜は一樹を見つめていたけれど第一声でなんと声をかけていいのかわからなかった。

　不意に一樹が由亜に気づいた。

　目があうと、一樹の顔にゆっくりと笑みが浮かんだ。

　あ、やっぱり一樹お兄ちゃんだ。

　その笑顔を見て由亜はそう思った。記憶の中にあった一樹の笑顔ときちんと重なった。

　一樹は「久しぶり。懐かしいなあ」と言って、由亜の前に立った。ポケットから手を抜いて、まだもじもじしていた由亜の頭にそっと手を置いた。温かくて、大きな手だった。

　そして一樹は言った。

「おまえ――」



　回想を強制終了する。

　ふん、と鼻を鳴らして、猫のおなかを足の裏でこねくった。猫は無抵抗だ。

　そうしていると、テストの終了を告げるチャイムが鳴り響いた。

　と同時に、由亜の足もとでべろんと寝転がっていた猫の耳がぴくりと動いた。いきなりからだを反転させ、由亜の足裏からすり抜ける。

　ちりん、ちりん。

「ふにゃっ」

　猫踏んじゃっているとはいえ、体重をかけていたわけではない由ゆ亜あは、バランスを崩して、びたんと地面にお尻しりをついた。

「お尻が、お尻が……うう、なにするんでふはっ」

　抗議の言葉を口にしている途中で、猫がもそもそと由亜の顔を這はいあがってくる。

「おもひでふ重いです」

　ぎゅっとひっぱってひきはがす。と、猫の首輪、鈴の部分に由亜のリボンがひっかかっていた。しゅるしゅるとほどける。

「あ、ダメです。それはっ」

　そのリボンはダメだった。

　とても大切なものだったから。

　でも、猫は由亜の言葉など聞いておらず、由亜の手からすり抜ける。そして、見た目よりもずっと俊敏な動きで、開けはなたれていた渡り廊下の扉から校内に逃げこんでいく。

「待ていっ！」

　由亜は慌てて立ちあがり、右だけ裸足はだしのまま猫を追った。

　追われれば猫は逃げる。腐っても鯛たい、太っても猫。かなり速い。

　そして――。

「むぎゅっ」

　由亜は廊下の角を折れたところで、嬉うれし野の南な雲ぐもの胸に埋もれた。



　　　　　◆◇葉は山やま一いつ樹きは脱走を試みます◇◆



　ブーン。

　ブーン。

「あら、着信」

　美み鈴すず会長は手の中にあるケータイを見つめている。

「甘あまるりからだわ」

　ちなみに、おれのケータイである。

「た、たぶん、おれのことさがしてるんだ。急にいなくなったりしたから」

　ふーん、と美鈴会長は呟つぶやく。それから、おれに断りもなく、ぷちっと電源を切った。

「あ」

　おれは、ついさっきまで、七なな瀬せと一緒に生徒会室へ向かっていた。

　が、横から伸びた手にからめとられ、今は空き教室で監禁されている。

　重要だからくりかえそう。

　おれは今、空き教室で監禁されている。

　古びたわら半紙独特の香りが漂っていた。教卓の上で黒板消しクリーナーが横倒しになっている。

　しんと静まりかえったこの教室に――、

　美み鈴すず会長とおれの二人きりである。

　黒板の上にかかっている時計は電池切れなのか、もしくは壊れているようだ。四時四分のまま動く気配もない。そのせいで、この世界に美鈴会長とおれだけがとり残されたかのように錯覚してしまう。

「あの、これ、はずしてほしいんだけど……」

　これ、というのは手錠のことである。

　おれは、腕をうしろへ回されて、その上で手首を拘束されていた。まじでありえない状況なのだけれど、どういうわけか先日もこんなことがあったばかりだ。おれはなにか不幸な星の下に生まれてしまったのだろうか。

「それについては、あとで検討しましょう」

　なんとも淡々と美鈴会長は言う。

　七なな瀬せと美鈴会長の関係は、南極と北極の関係に似ている。対極に位置しているというのに、どちらも極寒だ。つまり、二人は思考回路が同じなのだ。おれを縛ったりとかする。

「なんでこんなことするんだよ？」

「だって、男子って好きでしょう、縛られるの？」

「どんな変態だ！」

「あと踏まれるのとか、そういう辱め」

「おれは違う。そういう趣味はない」

「あら、そう」

　淡々と返事をして、美鈴会長はおれのポケットにケータイを押し戻した。

「葉は山やまくんは少しの間、ここでおとなしくしていてくれればいいの」

「どういうこと？」

「生徒会室には現れないでほしいの」

「……どういう、こと？」

「軽音楽部は廃部になってもらいます」

「え？」

「伝えておいたと思うけれど、生徒会奉仕活動に協力的でない場合は、部長会が開かれる前に軽音楽部は廃部になります。つまり、葉山くんには軽音楽部を潰す協力をしてほしいの。簡単な話よ。ここで時間を潰していてくれればいい」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。それは、いくらなんでもフェアじゃないだろ」

　いくら美み鈴すず会長と七なな瀬せの仲が悪いにしても、だ。

　美鈴会長はほんの少し不可解そうな表情を浮かべた。

「葉は山やまくんと甘あまるりって、もしかして、つきあっているの？」

　いきなり突拍子もないことを言う。

「は？　おれと七瀬が？　まさかまさか」

　おれは大きく首をふった。そりゃ七瀬はかわいい。それは認める。でも、おれはもうちょっと心優しい女の子のほうがタイプだったりする。まあ、七瀬は芯しんが強くて、カッコいいけど、でも、おれには厳しすぎるし。ただ、いいやつではあるよ、うん。

「本当に？」

　美鈴会長が目を細める。おれはこくこくと頷うなずいた。

「なら、どうして軽音楽部に入ったの？」

「え？」

「甘るりにスカウトされたんでしょ？　失礼だけど、葉山くんは歌がうまいようでもないし、ギターも初心者だったじゃない」

　あのライブ、どうやら美鈴会長にも見られていたらしい。

「説明すると長くなるんだけど……」

　と言ってみたけど、思いかえしてみるとそうでもなかった。

「運が悪かったと言うか。無理やり軽音楽部に仮入部させられて。正式に入部する気はなかったんだけど……あれ、おれ、なんで軽音楽部の部員になってるんだろ」

「ふーん、つまり、葉山くんはべつに甘るりと親しいわけでも、甘るりを助けたくて入部したわけでもないし、軽音楽部に特別な思い入れがあるわけでもないのね？」

「そういうことになる」

「では、辞めてしまってもいいんじゃない？」

「そういうことになる」かな？

「この一週間、あなたたちを観察させてもらったけど、わたしが思うに、葉山くんは甘るりに迷惑しているんじゃない？　それなら軽音楽部を潰すことに、ためらいはないはずでしょ。ただ、このまま生徒会室に現れないだけでいいの」

「いや、でも……」

「辞めても構わないんじゃないの？」

「それは……そうなんだけど」

　あれ、いったいなにが決断を妨害しているのだろう？

　自分でもよくわからなかった。

　ふーん、と言って、美鈴会長が顔を寄せてくる。甘い花のような香りがした。美鈴会長はおれの目をじっと覗のぞきこんでくる。まるでおれの心を読もうとするみたいに、っていうか、ちょっとずつ距離が近づいてきている。

「あ、あの、顔が……」

　近い。おれはイスに座らされている体勢のまま、精一杯うしろに頭をひいた。限界まで逃げても美み鈴すず会長の整った顔が迫ってくる。おれは体重をうしろへ、うしろへ、とかけていき――イスの前脚が浮いた。

　と、あまりにも体重を後方へ移動させすぎたために、バランスが崩れた。

「うわっ！」

　イスが倒れる。おれはうしろ手に手錠をかけられていたので、足だけでなんとかバランスを保とうと努力する。

　しかし、それがいけなかった。

　正面に立っていた美鈴会長のスカートにつま先がひっかかってしまった。

「きゃっ！」

　美鈴会長はとっさにスカートを押さえる。たぐいまれなる反射神経の持ち主だ。同時におれの右足も美鈴会長のふとももにロックされてしまった。

　絶妙なバランスで倒れることは免れたけど、これは……。

「は、葉は山やまくん！」

「不可抗力だよ。てか、助けて」

　手錠をかけられているせいで両手は不自由だし、足も浮いてしまって、自分ではいかんともしがたい状態なのだ。

　いや。

　状態は悪化した。

　美鈴会長のふとももに挟まれていたおれの足から、すぽっと上履きが脱げた。絶妙だったバランスは即座に均衡を失い、おれはまたうしろへ倒れていく。

「うわあっ」

「ちょ、ちょっと」

　あくまでもスカートを守ろうとした美鈴会長だったけれど、それが災いして、一緒にバランスを崩してしまった。おれに乗りかかるみたいにして倒れる。

　チャリン、チャリーン。

　そのとき、床に金属的なものがはねる音が響いた。「痛い」とか言ってる場合ではない。おれは音のしたほうを見る。銀色に輝くそれは――、

　カギだ！

　手錠のカギに違いなかった。おれはもぞもぞと芋虫のように床を這はい、美鈴会長が落とした手錠のカギを回収に向かう。

「んんっ」

　美み鈴すず会長もゆっくり起きあがる。まだ、カギには気づいてないみたいだ。早くしなければ。おれはうしろ手にカギを拾いあげる。そこから、なんとかカギ穴をさがす。カチャカチャ、カチャカチャ、カチリ。解錠された音。

「よし」

　なんとか左手だけははずした。依然として右の手首には手錠がぶらさがったままだけれど、とにかく両手は自由になった。

「あっ」

　美鈴会長がおれを見あげてくる。おでこがちょっと赤いのは、ぶつけたせいだろう。

「美鈴さん、その、ごめん」

　おれは悪くないと思うので謝るのも変なのだけど、とりあえず謝っておいた。そして、脱げてしまった上履きを回収して――。

　逃げる。

「待ちなさい！」

　背後からそういう声が聞こえてきた。おれは元陸上部の威信にかけて全速力で廊下を走る。走る。走る。廊下に貼はってある掲示物がびらびらと風で舞った。

　ちらりとうしろをふりかえってみる。すると、もう美鈴会長の姿は見えなかった。逃げ切ったか、と思って速度を緩めたところ――。

「きゃあっ！」

「ぬがあっ！」

　廊下が交差するポイントで誰かがつっこんできた。いや、おれがつっこんだのか。もしや、美鈴会長が先回りしたのか？

　なんて思ったら、ぶつかった相手はぜんぜん違う人物だった。

「いたた……あっ！　なにしてんのよ、きみっ！　今までどこいってたのよ？」

　七なな瀬せ甘あまるりだった。ぶつかって、密着していたからだをどんとつき飛ばしてくる。

「電話にもでないし！」

「すまん」

　美鈴会長に拘束されていたんだ。

「ただ、今それどころじゃないんだよ。早く逃げ、な、い……と？」

　カチャカチャ……カチャカチャ？

　血の気がひいた。七瀬もそれを見おろす。

「な、なによ、これ？」

　おれの右手を七瀬がぐいっとひっぱった。

「な、なんできみと手錠で結ばれなきゃならないのよ！」

　できの悪いコメディ映画みたいだ。ほとんどありえないような確率で、おれの右手と七なな瀬せの左手が手錠によって結ばれていた。今しがたぶつかった瞬間にそうなったらしい。

「落ちつけ、七瀬。カギがある。すぐにはずせる」

　と言ったものの、右手に握りしめていたはずの手錠のカギがなかった。七瀬とぶつかった瞬間に落としてしまったみたいだ。

「やばい、落とした」

「なにしてんのよ！」

「いや、でもすぐそばに……あった！」

　廊下のまんなかに落ちていた。そちらに手を伸ばすと、

「痛い、ひっぱらないで」

　七瀬が声をあげる。

「悪い」

　なんてめんどくさいんだ。

「ほら、あれ。あれではずせる」

　膝ひざを曲げて、ぐいっと左手を伸ばし、おれはカギを拾いあげた。

「これで一件落着だ」

　と思ったのに！

「まーてーっ」

　声がした。今度こそ美み鈴すず会長かと思ったけれど、またしても別人だった。廊下の向こうからてけてけと由ゆ亜あが走ってくる。なぜか右だけ裸足はだしだった。そして由亜のちょっとうしろを嬉うれし野のさんが走っていた。ホッケーマスクをかぶっているから間違いなかった。

　二人が追いかけているものは――、

「猫？」

　ずんぐりとした猫だった。ちりんちりんと鈴の音がした。頭の中に、小波先生の注意が思い浮かぶ。校内に居ついている猫にエサをあげないように、っていうあれだ。

「あ、葉は山やま先輩っ」

　由亜がおれに気づいて叫んだ。

「そいつを捕まえてくださいっ！」

「は？」

　が、由亜の声に反応したみたいに猫が飛んだ。その体たい躯くからは想像もできない見事な跳躍力だった。だが、その質量は見た目以上だった。おれの顔面にべたんとぶつかる。

「ぐおっ」

　おれはその猫に押し倒された。尻しりを床に打ちつける。

「きゃあ、もう、なんなのよっ！」

　七なな瀬せもつられて倒れた。

「くそ、なんなんだよ……」

　おれを押し倒した猫は、なにごともなかったかのごとく去っていく。なんてふてぶてしい猫だ。

「早くはずしてよ」

　七瀬の言うとおりだ。この手錠のせいでまったく自由がきかない。おれは今度こそ手錠をはずそうとした。

　が。

「……ない」

「は？」

　七瀬がぽかんとした表情でおれを見おろす。それはちょっとかわいい顔だったけれど、今はまじでそれどころではない。

「カ、カギがない」

「なに言ってるのよ。今拾ったばか――」

　話している途中で、七瀬はびたびたと走り去っていた猫を視線で追いかけた。

「も、もしかして……」

　絶望感のにじんだ声で七瀬が呟つぶやく。

　付近にはカギらしきものは見当たらない。となると、一つの可能性が浮かびあがる。

　今の猫に持っていかれた！

「お、追え」

　おれは叫んだ。七瀬はとっさに走りだそうとしたのだけど、カチャン。おれと手錠で結ばれており、立ちあがることさえできなかった。

「早く立ちなさいよ！」

「わ、わかってる」

　慌ててからだを起こしたところ。

「邪魔です邪魔です邪魔です、うわー」

　スピードを落とせなかった由ゆ亜あがおれの脇わき腹ばらにつっこんできた。

「ぐはっ」

「……は、葉は山やまくん、大丈夫？」

　嬉うれし野のさんが気づかってくれたが、残念ながら大丈夫ではない。

　そして猫は見えなくなった。



    

  
    
      

２章　「お風呂に入ります」



「えっと……、これが日程表ね」

　腕に「書記」という腕章をつけた吉よし川かわさんが、おれたちにプリントを配っていく。おれを見るときの目には若干、憐あわれみがまじっていた。

　場所は変わって、ここは生徒会室である。

　端っこから、おれ、七なな瀬せ、由ゆ亜あ、嬉うれし野のさんという順番でつっ立っている。

　ちらりと見れば、七瀬は虫歯でもがまんしているような顔をしていたし、その向こうの由亜は由亜で、嫌いなグリーンピースでも食べさせられているかのような表情だった（由亜はシューマイにグリーンピースがのっていると必ずおれの皿に移してくる。いわく「緑のこいつは敵です」）。

　嬉野さんは……よくわからない。

　おれが嬉野さんを見ていたせいか、嬉野さんもおれを見た。目があった。ような気がする。嬉野さんは小さく「はう」とこぼして、うつむいてしまった。

「それからこれも」

　つづいて、吉川さんは「生徒会奉仕活動参加同意書」という紙をおれたちに回した。

「一応、校外での活動も含まれるから保護者の同意が必要なの」

　ということだそうだ。

　真ま綾あやにでも書いてもらうとするか。

「さて」

　全員に用紙がいきわたったところで、美み鈴すず会長が口を開いた。美鈴会長も「生徒会長」という腕章をつけている。生徒会役員として活動するときはつける決まりなのだろう。わかりやすいし。

「日程表のとおりであるなら、今日はプールの清掃ということになるんだけど」

　美鈴会長が七瀬とおれを冷たい双そう眸ぼうで見つめてくる。

　と、七瀬が一歩前に踏みだした。必然的におれもひっぱられる。

「そんなの無理だし！　まずは、これをどうにかしてよ！」

　これ、と七瀬は左手をあげる。すると、おれは右手をあげることになる。七瀬とおれの手首は、いまだ手錠によって結ばれたままなのだ。

　こんな状態ではプールの清掃なんてできるはずがない。

　美鈴会長は手錠を一いち瞥べつし、それからおれを見た。

「カギを落としてしまったの？」

　あなたはなんて愚かなの、と言われた気分だった。

「はあ、まあ」

　しかも、どうやら猫のからだに（おそらくは首輪あたりに）ひっかかってしまったみたいなのだ。あのあと、どんなにさがしても、やはりカギは廊下に落ちていなかったので、そう結論づけた。

「スペアキーとかあるでしょ！」

　七なな瀬せが声を強める。

　美み鈴すず会長は「困ったわね」と、とても困っているとは思えない口調で言った。

「困ったわね、じゃないわよ！　あんたのせいでしょうが！」

「わたしのせい？　ちょっと葉は山やまくんと遊んでいただけじゃない」

　七瀬が「どういうことよ？　なにしてたのよ？」と、おれを睨にらみつけてくる。

　美鈴会長もおれに「言ったら、どうなるか保証はできない」という視線を送ってきた。

　おれは「はは……」と、力なく笑うしかない。

「スペアキーなんて知らないわ。そもそも、それ、軽音楽部のものでしょ？　第二視聴覚室にあったものよ？」

　美鈴会長が言う。

「そんなわけないでしょ！　誰が手錠なんて使うってのよ！」

　おまえなら使いかねんがな、とおれは思った。

　……ん？　第二視聴覚室？

　ふと、思い当たって、由ゆ亜あに視線を向けた。由亜はおれの視線から逃れるように、遠いほうを見ていた。ぴうぴう、と口笛などふいている。

「おい、由亜。おまえのじゃないだろうな？」

「なんのことかさっぱりわからないです。言いがかりはやめてください。……このドコサヘキサエン酸が」

　由亜が最後だけ小さな声で言った。

　そういえば、クラスメイトの前では猫かぶってるんだっけ、こいつ。生徒会の面々の前では、おれを罵ば倒とうできないようだ。

　あと、ＤＨＡはべつに悪口ではないと思った。

　おれは自由なほうの左手で由亜の鼻をつまんでやる。

「にゃにをするんですかっ！」

　由亜が手をわたわたさせる。

「おまえ以外に誰がいる！」

「……は、葉山くんダメだよ。しょ、証拠もないのに決めつけちゃ」

　嬉うれし野のさんが言った。

「いいや、こいつには前科があるんだ」

　おれは改造スタンガンで気絶させられたことがあるのだ。しかも二回も。由ゆ亜あならば手錠くらい持っていてもおかしくはない。なんに使うつもりだったのか知らないが、第二視聴覚室に隠しておいたのかもしれない。

「冤えん罪ざいだったらどう責任とってくれるんですか！」

「じゃあ、ほんとにおまえじゃないと言うのか？」

　おれは由亜の顔を覗のぞきこむ。今、気づいたけど、いつも片側だけ結んでいるリボンがなくなっていた。由亜は大きな目をぱちぱちさせる。

「まあ、由亜のですけど」

　いけしゃあしゃあと（これは死語っぽいな）言いやがった。

「やっぱりか！」

　由亜によると、ネット通販で購入した本物の手錠らしい。なんでそんなものがネットで買えるのか。世も末だ。

「葉は山やま先輩、あ、いえ、葉山先輩（遺伝子組み換えでない）で実験しようと思いまして」

　一応、美み鈴すず会長や吉よし川かわさんを気にしてか、小声で由亜は言う。

「おれを加工食品の原材料みたいに言うな」

「あれ、やっぱり遺伝子組み換えてましたっけ？」

「おれをクローン人間みたいに言うな。なんだよ、実験って……いや、やっぱりいい。聞きたくない」

「ぜひ、聞かせたいのに」

　どうせひどいことを言うに決まっている。

「なにこそこそしてるのよ」

　七なな瀬せが割りこんできた。そして由亜を見おろす。

「それより、スペアキーは持ってないの？」

「ないです」

　即答だった。

「ないのか」

　おれも確認する。

「ないです」

　由亜は鷹おう揚ように頷うなずいた。おれは七瀬と目をあわせた。さすがの七瀬も途方に暮れたような顔をしている。

「じゃあ、これ、どうするんだ？」

　七瀬とおれの手首を結んでいる手錠が、カチャン、と、むなしく音を立てた。



　　　　　◆◇◆◇◆



「い、一万円もするというの……？」

　七なな瀬せは値札を見て、まぶたをごしごしこすり、一度視線をはずしてから、また値札を見た。

「見間違いじゃあないよ」

　なにが一万円もするかと言うと、ボルトカッターのことである。

　ボルトカッターというのは「てこの原理」を利用したでかいニッパとかハサミみたいなものだ。小さな力で太い鋼材などを切断することができる。ワイヤーカッターとも明記されていた。

　ということで、七瀬とおれはホームセンターを訪れている。

　状況が状況なので、プール掃除は月曜日にずれた。

「まあ買えないこともないな。こっちの七千円のとかどうだろ？」

　予定にない散財ではあるけれど、背に腹はかえられないとも思った。

　ボルトカッターとひと口に言っても、いくつかの種類がある。安いものなら千円台でも買えるけれど、手錠を切断するとなると、ちゃんとしたやつを買わないと無駄になってしまうだろう。

　いや、そもそも手錠ってボルトカッターで切断できるのだろうか？

　映画とかだと簡単に切れる印象があるけど、あれはフィクションだしなあ。店員さんに「この手錠、切断できますかね？」なんて訊きけないし。

　ちなみに、七瀬とおれをつないでいる手錠はタオルを巻いて隠している。むきだしにしておくことに抵抗があったからだ。多少不自然ではあるけれど、いたしかたない。

　七瀬が右手を伸ばして一万円のボルトカッターを掴つかんだ。

「う、重い」

「どれどれ」

　七瀬が持ちあげ損ねたやつを左手で支える。

「うわ、こんな重いのか」

　とてもじゃないが片手で簡単に扱えるものではない。

「買わずにこの場で切断しちゃおうかと思ったけど無理そうね」

「お、その手があったか。店の人に見つかったら怒られそうだけど」

　ただ、扱いが非常に難しい。誤って指でも切断したら大変だ。

「こうなるとチェーンソーできみの手首を切断するしかないみたいね」

「おれの手首を切る前に手錠のチェーンを切断しろよ！」

　怖いよ。大惨事だよ。

「なるほど、目からウロコだわ」

「そういう流れだっただろ！」

　とんでもないことを言いやがる。

「へたしたら死ぬじゃないか」

「あたしのために死ぬことを許可します。感謝なさい」

「おれの生殺与奪の権利までも有していたとはな……」

　おまえはなんでもありだな。

「嬉うれし野のさんをケータイで呼んでみるか？」

　おれと七なな瀬せだけでは手錠の鎖を切断するのは難しいけれど、もう一人誰かいればなんとかなるかもしれない。

「南な雲ぐもちゃんなら確かに百人力だわ」

　由ゆ亜あと嬉野さんは、現在、動きが鈍いおれたちにかわって猫をさがしてくれている。あのずんぐりむっくりしたやつは、やっぱり小波先生がホームルームで言っていた例の猫だった。

　話によると受験生は、あの猫に触ると志望校に合格するなどと言われているのだそうな。首輪をしていたけど、それも誰かが勝手につけただけで、どこかの家で飼われているとかでもないらしい。

「でも、ニャンコも見つかるかもしれないし……あっ！」

　七瀬が突然大きな声をだしたので、おれはびっくりした。近くを歩いていたおじいさんも、しょぼしょぼした目でこちらを見ている。

「ど、どうした、七瀬？」

　七瀬はおれの左腕を掴つかんで腕時計を覗のぞきこんでくる。

「やば、バイトに遅れちゃう！」

「バイト？」

　そういえば、午後はバイトとか言っていたな。でも、そんなの断りの電話を入れろよ。と言いたかったのだけれど、「急がば回れ」と七瀬はおれをひっぱる。

　ずるずる。

　ずるずる。

「ちょ、無理無理。これでバイトとか無理だって。あと、急がば回れの意味、違う」

　手錠でつながれているのだ。バイトにでるとか、どう考えても不可能だ。

「むかしの偉い人も言っていたわ。諦あきらめたらそこで試合終了だよ、と」

「おれはバスケがしたいわけじゃないんだ」

「お黙りなさい。さもなければきみの唇に接着剤を塗りたくって、しゃべれなくしてやるんだから」

「そういうホラー映画を見たことがある」



　七なな瀬せにひっぱられてバスに乗り、駅まで辿たどりつくと慌ただしげに改札を抜け、「待て、ひっかかって、う、腕がもげる」などの末に、売り払われていく子牛の気分で辿りついたのは、「ドブ板通り」という商店街（以前、とおりすぎたときは気づかなかったけど、なにかのアニメの舞台らしくて、宣伝ののぼりがかけられていた）の一角にある『ナインスゲート』という小さなレストランだった。店の入り口に大きなバイクが飾られている。

　中に入ると右手にカウンター席が並んでいて、奥にビリヤード台とダーツの的が見えた。

　満員というほどでもないけれど、それなりに賑にぎわっている。

　壁際のボックス席では米兵らしい二人組と、二人の女性が談笑したりもしていたし、スーツ姿の男の人がパソコンで作業したりもしていた。

「すいません、まりあさん。遅刻しました」

　七瀬が言うと、カウンターの向こうからひょっこりと女の人が顔を覗のぞかせた。

　目鼻立ちのはっきりした美人だ。肌は白くて、髪はふんわりとした金色。けだるげな瞳ひとみの持ち主だった。彼女は七瀬とおれを交互に見て、目をぱちぱちとしばたたかせた。

「こいつはおったまげだ」

　妙に古くさいもの言いをする人である。

「これはいわゆる一つの同伴出勤ってやつね」

「違います。これは、かくかくしかじかなんです」

「なるほど、なるほど」

　女の人はこくんこくんと頷うなずく。

　今ので通じているのだとしたらすごいな、とおれは思った。

　その女の人はカウンターからでてきて、おれの顔をじっと見つめてくる。おへそが見える丈の短いＴシャツに、ホットパンツとサンダルというラフな姿だった。そうでありながらハリウッド女優のような貫かん禄ろくもある。不思議な感じだ。

「ふーん、きみが七瀬っちの言っていた期待の新入部員くんね」

　指でピストルをつくりおれを指さす。

「は、はあ……」

　七瀬はバイト先の人にもおれの話をしているのか。ってか、期待の新入部員とか思われているのか……まじで？

「あたしは井上いのうえまりあ。よろしく」

　まりあさんは、しゅぱっと右手を差しだしてくる。

「あ、ども、はじめまして。葉は山やま一いつ樹きです」

　おれも右手を差しだそうとしたのだけれど、カチャン、と手錠が音を立てた。

　覆っていたタオルがはらりと床に落ちる。

　まりあさんは七なな瀬せとおれの手首へと視線をおろした。

「……近ちか頃ごろの高校生カップルってやつは、変わった手のつなぎ方をするのね」

「ち、違いますっ！」

　七瀬が顔を赤らめて即座に否定する。七瀬の声が大きすぎて、店内にいる全員が、こちらを見ていた。

「これは……その……説明すると、ちょっと長くなるんです。だからあとで説明します。とりあえず今からシフト入りますからっ」

　七瀬は言って、上に着ているパーカーを脱ごうとした。そこで、まりあさんが首を傾かしげる。金色の髪がふわりと揺れた。

「それ、どうやって脱ぐの、七瀬っち？」

「えっ？」

　七瀬はまりあさんを見て、それからおれに目を向け、それから手錠を見おろした。パーカーが手錠にひっかかっている。

「おれも思ってはいたんだけど、これ、着替えるのって無理くないか？」

「そ、そんなバカな」

　七瀬は無理やりパーカーを脱ごうとする。右手が自由な七瀬は、そちらは簡単に袖そでを抜くことができる。でも、手錠をしている左手はというと、

「ぬ、ぬけない……」

　そう、手錠の輪が小さすぎて上着をとおすことができないのだ。

　七瀬はおれを睨にらんだ。

「なんてことしてくれたのよっ！」

「いや、おれだって被害者なんだ」

　七瀬が、ぎゅうっとおれの頬ほおをひっぱってくる。

「や、やめれー」



　事情を説明した結果、「今日はお休みということにしようか」と、まりあさんは言った。「その猫、あたしも見たことあるなあ」とも言っていた。

　七瀬は、しばらくは「働けます」とねばっていたが、「新入部員くんをつきあわせちゃかわいそうよ」と指摘されて、実際問題、仕事ができるような状態でもなかったため、渋々ひきさがった。

　今は横を歩きながら、無念そうな目をおれに向けている。

「仕事休めてラッキーと思えばいいじゃないか」

「レスポールを買い直すにはお金が必要なの」

　レスポールというのはギターの名前だ。七瀬は亡くなった父親のギターをすごく大切にしていたのだけれど、先日の事故で壊してしまった。おれは、ギターには詳しくないのだけど、けっこう高価なものらしい。ギター代を稼がないといけないわけだ。

「そっか」

「そうよ」

　七なな瀬せの言葉に、おれはそれ以上なにも言えなくなってしまう。おれがもう少ししっかりしていれば、七瀬のギターを壊さずに済んだんだけどな、という思いもあった。

　歩いていると七瀬の肩がおれの肩よりちょっと下あたりでぶつかる。手をつないで歩いてるみたいで、おれはちょっとドキドキした。七瀬はもこもこと頬ほおを膨らませ、大おお股またで進む。長い髪が風にさらわれていく。

　なんだか気まずい。話題……話題……。

「まりあさんって、キレイな人だったな」

　言うと、七瀬はフナムシでも見るような目でおれを見た。

「これだから男ってやつは。いやらしい」

「そんな意味で言ったんじゃない！」

「疑わしいものね。近寄らないでちょうだい」

「この状況で無む茶ちや言うなよ」

「どうせ、まりあさんの胸とかおへそとか、下劣な目で見てたに決まってるわ」

「決めつけるなよ」

「うへへ、なかなかいい大だい腿たい四し頭とう筋きんしてやがるぜあの姉ちゃん、とか破廉恥なこと考えてたんでしょ？」

「おれをわけわからん筋肉おたくみたいに言うな。あとなんだよ、その、おっさんみたいな口調は」

「きみの普段の口調を真ま似ねたんじゃない」

「おれはそんなしゃべり方しない」

「心の声ではいつもそうじゃない」

「ばかな、おれの心の中が読めるとでも」

　くだらないやりとりをしながら、七瀬とおれは歩きつづけた。

「ところで、おれたちはどこへ向かっているんだ？」

　おれはこのあたりの土地に明るくない。七瀬が進むままについてきただけだ。

「うちに決まってるじゃない」

　一瞬、七瀬の言っていることの意味がわからなかった。おれはその場で立ちどまった。手錠でつながれている七瀬も足をとめた。しばし考える。

「なによ？」

「七瀬の家に向かっている？」

「そう。駅前からバスに乗って、すぐだから。自転車なら小回りがきくんだけど」

「うがああああっ！」

　おれが脈絡もなく大声をあげたので、七なな瀬せは目を丸くしている。

「いきなり、なんなのよ？　頭は平気？」

「す、すまん、とりみだした。気にするな」

　七瀬は不審者を見る目をおれに向けてくる。

「変なことしようとしたら唐揚げ粉をまぶしたうえで熱した油の中にほうりこむからね」

「肝に銘じておきます」



　　　　　◆◇◆◇◆



　七瀬家はバス停から歩いて五分くらいのところにある、ベージュ色の壁をした一軒家だった。庭はきれいに整えられていた。

「……お、おじゃまします」

　控え目に言って家の中にあがる。家の中は無人であるらしかった。

　てこてこ歩く七瀬につれられてリビングに入った。サンセベリアという観葉植物が飾られていて「ぼくは空気をきれいにしています」と書かれたプレートが土に刺さっていた。七瀬はかばんをぽこんとおろす。おれも同じようにかばんを床に置いた。

　ひとの家というのは、なんとなく落ちつかないものだけど、女子の家なら、それはなおさらだった。なんか緊張する。

「ちょっと洗濯物とりいれるから、二階のベランダまでつきあってよ」

「え、洗濯物？」

　一瞬、おれの脳裏には「パ」ではじまり「ツ」で終わる三文字の例のあれが思い浮かんでしまった。すると七瀬はそれを察したみたいにジト目になった。

「あたしと舞子さんの下着があるとか思ってるんなら大間違いだから。そんなの干しっぱなしで一日家をあけるわけないじゃない」

「……ですよね」

「やだやだ、これだからイエローカード江口は」

「なんだよ、その反則警告カードみたいなのは」

「イエローカードの中には『エロ』という二文字が含まれるでしょ。江口二乗よ」

「はいはい。もう江口二乗でも江口二級でもなんでもいいよ」

　軽くあしらうと、七瀬は不満そうな顔でおれを見あげてくる。

「なんだよ、その目？」

「たんすの角に足の小指をぶつけないかしら、という目」

「さりげなくひとの不幸を願わないでくれ」

　干してあったのは厚手のタオルやジャージのたぐいだった。それらを畳むのを手伝った。というか、手錠でつながれているので行動の邪魔をしないよう補佐する、というのがそのまま手伝うということになる。

「くそ。忌々しいな、この手錠」

　あの猫を捕まえたら、由ゆ亜あと嬉うれし野のさんから連絡がくることになっている。しかし、今のところはなんの連絡もない。

「猫、見つからないのかなあ」

「わりとしょっちゅう見かけるんだけどね。それよりも逃亡中に、どこかにカギを落としてしまってないかが不安よ」

　なるほど、そのとおりだ。

　そんな会話をしていると、くう、という変な音がした。おれは七なな瀬せに目をやったが、七瀬はおれから目をそらす。

「ああ。そういえば、昼ごはん食べてなかったな」

　生徒会室にいく前にごたごたがあったし、そのあとも手錠のせいで身動きがとれなかったりで、すっかり忘れていた。

　七瀬は顔を赤くして、おれを睨にらみつける。

「き、気がきかないわね。気づかないふりしなさいよ！」

　くう。

　七瀬は右手でおなかをそっと押さえている。

「あ、悪い。今のはおれの腹の虫だから」

「遅いわよっ！」

　まあ、そもそも二人しかいないのだから気をつかうもなにもないんだけどな。

　くう、と七瀬のおなかがまた鳴った。



　七瀬は冷蔵庫の中を漁あさり、ウィンナー、チーズ、ちくわ、それからネギと卵をとりだした。パーカーの袖そでをまくり、手を洗う。

「なにつくるの？」

「タコなし焼き」

「なにそれ？」

「冷蔵庫の中にあまりものしかなかったときにつくられる七瀬家秘伝の料理」

　おれは七瀬と並んでキッチンに立った。手錠でつながれているから必然的にそうなる。七瀬は長い髪をうしろで束ねている。まな板の上には長ネギがのっかっていた。

　七瀬の手料理が食べられる。妙な状況ではあったけれど、満更でもなかったりする。

　と。

　七なな瀬せは自由なほうの右手に包丁を持ち、ふりあげた。

　ひゅんっ。

　ふりおろす。

　びゅんっ。

「待て待て待て！」

「なによ、邪魔しないでっ！」

「おまえは『らんま１／２』のあかねちゃんか！　料理べたが萌もえだなんてフィクションだぞ！」

「どういう意味よ！」

「そんな包丁の使い方で家庭科の単位がもらえるはずがない！」

「わたしは全教科五段階評価で『５』か『４』以外とったことがないわ」

「どんなワイロを使ったんだ」

「失礼ね。実力よ。とにかく、きみは黙って見ていればいいのよ」

　そしてまた包丁をふりあげた。ひゅんっ。ふりおろす。びゅんっ。

「待て待て待て！」

「さっきからなんなのよっ!?」

　自覚症状がないのか、こいつは。

「オーケー、わかった。選手交代だ。おれに包丁を貸せ」

　おれは、利き手の手首がつながれているので邪魔しないようにしていたのだけど、七瀬の包丁さばきを見るかぎりじゃ、まだ、おれのほうがましだ。

「嫌よ」

「いいか、七瀬。料理番組とかでも、食材を切るのはアシスタントの仕事だったりするじゃないか。料理の先生はうしろで見てるだけでいいんだよ」

「なんか言い方がむかつくわ」

「なんでだよ」

　七瀬は渋々といった感じでおれに包丁を手渡した。

　おれは七瀬よりも幾分ましな手際で、ネギを刻んでいく。

「う、うまいじゃない」

「これくらいは普通だし。おまえ、手先が器用なんじゃなかったのかよ」

　消しゴムに名前彫ったりとかしたんだろ？

「今日はちょっと不調だっただけよ。舞子さん夜勤でいないこともあるし、あたしが家事をやらなきゃならない場合も多いし、自然と身につくんだから」

　七瀬家にはちょっと複雑な家庭の事情がある。父親がすでに亡くなっていて、母親がいるにはいるのだけれど、舞子さんというその人は七なな瀬せの実の母親ではなく父親の再婚相手なのだそうだ。

　そういう話をされると、おれはなにも言えなくなってしまう。黙々と食材を刻んだ。

「切り終わったけど、次、どうすんだ？」

「選手交代」

　おれは七瀬に場所を譲る。

「ボウルに薄力粉をあけて、と」

　七瀬は用意したボウルの中に、薄力粉をちょっとずつ落としていく。

「目分量でいいのか？」

「これだから料理初心者は」

　七瀬だって、そんなに得意じゃないだろうが。

「こういうのはだいたいでいいのよ」

　ぱさぱさ、ぱさぱさ。少量ずつ薄力粉が落ちていく。

「もうちょっとこっち近づいてよ。そっちにひっぱられるとやりにくいわ」

　七瀬が左手をぐいっとやった。と、その瞬間――ばさっ！

「「あっ」」

　加減を間違えたのか、大量の薄力粉が一度に落下した。

　しかも、ぶわっと粉が舞いあがる。

「「ぶわっくちっ！」」

　七瀬もおれも、もろに薄力粉を浴びて、くしゃみをした。

「だから目分量でいいのか、ぶわっくち、訊きいたんだ！」

　ちゃんと計量してれば、こんなことにはならなかった。

「きみが、もっと近くに、くちゅんっ、こないからでしょ！」

　七瀬はあくまでも手錠の、そしておれのせいだと言う。

　互いにくしゃみをくりかえすので、手元もおろそかになっていた。おかげでボウルがひっくりかえった。

「「うわっ」」

　さらなる薄力粉の粉ふん塵じん攻撃。

　七瀬とおれは互いに薄力粉まみれになりましたとさ。



　で、一時間後。

「や、やっと完成したわ」

　たかだか、この程度の料理で死力を尽くした七瀬とおれだった。まあ、完成品の見た目はそれなりだ。タコ焼きをつくるための穴のあいたフライパンをつかったから、ちゃんとまんまるになっている。

「けっこう、うまそうだな」

　普通のタコ焼きなら、中にタコが入っているわけだけれど、ウィンナーやチーズ、ちくわをかわりに入れているのでタコなし焼きというわけだ。

　ソースとマヨネーズの甘辛い香りが部屋の中を満たす。七なな瀬せとおれは、もう同じ過ちはくりかえさないと心に誓い、慎重に皿を持って、食卓に移動した。

「「いただきます」」

　はふはふしながら、タコなし焼きを頬ほお張ばる。

「あ、なんだこれ。やばい、今年一番のヒットかも」

　外はかりかり、中はふんわりとろとろだった。タコ独特の歯ごたえはなかったけれど、ウィンナーとか、かなりうまい。片手が塞ふさがっていても簡単に食べることができて、それもよかった。

「ちなみに、この中には『ヨコスカ海軍カレーキャラメル』が入っているタコなし焼きが三つまざっています」

「なんで、そういうことするんだ！」

　いつの間にそんなことを。ぜんぜん気づかなかった。

　てか、カレーとキャラメルってどうなのそれ？　甘いの？　カレー味なの？

「いきなり罰ゲームの様相を呈してきたな」

　自然と食べることに慎重になる。なぜか三つともおれに当たった。七瀬はきっと目印をつけておいたに違いない。カレー風味で、ちょっと甘い。ただ、キャラメルは熱で溶けていた。

「……わりといけるかもしれない」

　そう感想をこぼすと、七瀬はひどくつまらなそうな顔をした。

「なんだ、つまんない。おもしろいリアクション期待してたのに」

　とも言った。

「おまえはひどいやつだよ」

　山盛りにつくったタコなし焼きはあっという間になくなった。

「ふう、満腹。けっこう食べたな」

　なんておれがひと息ついてお茶をすすっていると、七瀬はまたも顔を赤くしてなにかもじもじしだした。ちょろっとおれへ目を向け、すぐにそらし、またおれを見て、そらす。

「どうかしたのか、七瀬？」

　まだ腹へっているのか？

「大変なことに気づいたんだけど」

「大変なこと？」

　おれがくりかえすと、七なな瀬せは唇をうにゅうにゅと波立たせて口ごもる。

「なんだよ、大変なことって？」

　促すと、七瀬は屈辱に耐えるような顔でこう言った。

「……ト、トイレにいきたいんだけど」

「……」

「どうしよう？」

　おれは七瀬とつながっている手錠にそっと視線を落とした……。
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　料理と言えば。

　まるっと一週間前の金曜日に、こんなことがあった。

　昼休みになったので食堂にでもいこうかなと思っていたら、

「葉は山やま一いつ樹きくんはいる？」

　と、おれを呼ぶ声がした。女子の声だった。誰だろうと思い、声のほうを見やれば、教室の入り口に、美み鈴すず会長の姿があった。

「み、美鈴さん？」



    

  
    
      



    

  
    
      　おれは驚いて席を立った。

「葉は山やまくん、よかった」

　慌てて、美み鈴すず会長のところへ駆け寄った。

「えっと……、生徒会奉仕活動の話で、まだ追加事項とか？」

　美鈴会長はちょっと怖い人という印象がすりこまれていたおれは、できれば七瀬に話してくれないかなと思いつつ、おそるおそる訊たずねてみた。

　すると美鈴会長はこう答えた。

「お弁当をつくってきたの」

　一瞬、美鈴会長がなにを言っているのか理解できなかった。

「葉山くんって学食ばかりなのでしょう？」

「あ、うん……どうしてそれを？」

「前にぶつかったとき、学食にいくと言っていたから」

　そう言えばそうだったな、と、おれは思いだした。

「だから一緒にどうかと思ったのだけど」

　あくまでも平べったい声でそう言って、美鈴会長は手提げを持ちあげた。中に弁当箱が入っていた。

　予想もしていなかった展開におれは言葉を失った。女子からお弁当をもらうなんて生まれてはじめてのことだった。

　前に七なな瀬せからきのこの山のチョコなしを、嬉うれし野のさんから「黒ばらパン」のエンゼルをもらったことがあったけれど、手づくり弁当をもらうのははじめてだった。

「迷惑だった？」

「まさかとんでもない。えっと、その……ありがとう」

　でも、どうしておれに？　とは思った。

　おれはなんだか照れくさかったので頭をかき、それから一度、背後をふりかえった。なんとなく、みんなが聞き耳を立てていたのがわかった。

「えっと……、中庭にでもいこうか？」

「この時季にはもう虫がいるし、中庭といってもベンチがあるわけでもないし。葉山くんの席で食べましょう」

　美鈴会長は背筋をぴんと伸ばして六組の教室に入ってきた。

　洋よう平へいが「おまえ、どういうことだよ？」と視線を送ってきたので「おれもよく知らん」と目で答えておいた。「場合によっては同盟条約を破棄し、先制攻撃をくわえるぞ、コラ」と洋平がなおも目で語りかけてきたので、おれはもう無視することにした。

「リナ、机とイス借りてもいい？」

　美鈴会長は、おれの隣の席の吉よし川かわさんに訊たずねた。

「あ、うん。いい、けど……」

　吉よし川かわさんは生徒会の書記だから美み鈴すず会長とはそれなりに親しいわけだ。おれと会長を見くらべてから怪け訝げんそうな顔になった。

　美鈴会長はドッキングさせた机の上にお弁当を広げた。たわらの形をしたおにぎりに、唐揚げやたまご焼き、ほうれんそうのおひたしといったおかずがきれいに盛りつけられていた。

「あ、すげえ。めっちゃ、うまそう」

　お世辞とかではなく、おれは感嘆の声をあげた。

　状況の不可解さは一向に解消されることもなかったわけだけれど、本当においしそうな弁当だった。

「あら、嬉うれしいわ」

　美鈴会長は、ちっとも嬉しくなさそうな声と顔で言った。

　なんだか調子狂うなあ、とおれは思った。

　と、そこへ。

「あら、魔女が調合した毒薬みたいなにおいがすると思ったら、なに、菫すみれ子この手づくり弁当？　食べたらもだえ苦しみそうだわ」

　七なな瀬せがおれのすぐ横で仁王立っていた。

　その段階まであえて視界に入れないよう努力していたというのに、七瀬はあっさりとおれの努力を水の泡にしてくれた。実際、美鈴会長が現れてから、視線と言うか、強烈な紫外線のようなものを感じてはいたのだ。

「あら、甘あまるり。いたの？」

「いたわよっ！」

　七瀬はぎゅいんっとおれを睨にらんだ。

「ちょっと、きみ。昼休みは練習に決まってるでしょ。なにサボってんのよ」

　七瀬はおれの手首を掴つかんで、無理やり立たせようとした。

「あ、いや……」

「甘るりこそなにを言っているの？　校内での演奏は禁止したはずだけど？」

「違いますー。江口くんは音痴だから、それを直す特訓中なんですー」

　確かに歌は禁止事項の中にはなかったな、と思った。

「江口くん？」

　美鈴さんは不思議そうに首を傾かしげた。うしろで束ねている髪が空気を含んで、ふわりと揺れた。

「あだ名というかなんというか」

　と、おれは答えた。

「ふーん。まあどうでもいいけど。葉は山やまくん、野蛮な人はほっておいて食べましょう」

「え、あ、うん」

　次の瞬間、おれは凍りついた。

「はい、あーん」

　美み鈴すず会長が、たまご焼きをおれのほうにそっと差しだしてきたからだ。まあ、試験管内の薬品の反応でも見るような目つきだったけど。

「えっ、いや、あの……」

　いくらなんでも、これは恥ずかしかった。彼氏彼女でもないし。クラスメイトの目もあるし。そもそも七なな瀬せの目の前だし。などとためらっていたら、

「はむりっ」

　七瀬がそのたまご焼きを頬ほお張ばった。

　もしゃもしゃ、もしゃもしゃ。

「ふん、砂糖がたりないわ。あと、ふっくら感に欠ける。六三点」

「なにをするの？」

　冷たい声で言い、あくまでもゆっくりと美鈴会長が立ちあがった。そして七瀬と、前世からの因縁でもあるみたいに強く睨にらみあった。

「あんたこそなんなのよ、菫すみれ子こ。うちの部員にちょっかいださないでくれる」

「甘あまるりはいつもそう。自分の思いどおりにいかないと、気がすまないのね」

「菫子に言われたくないわ。生徒会を完全に私物化してるじゃない」

「あなたこそ葉山くんを奴隷みたいに扱わないで。かわいそうだわ」

「江口くんはあたしに忠誠を誓ったんだからいいの」

「あなた、葉山くんにいったいなにをさせてるの？」

「あんたに関係ないでしょ？」

「生徒会長として訊きいてるの」

　二人の会話のせいで、教室内がどよめいていた。

　なんだかおかしなことになってきたな、とおれは焦った。

「なあ、七瀬、美鈴さん。教室の中だし、ほかの人もいるし、もうちょっと静かめに」

「きみは黙ってて」

　ぎゅむりと唇を七瀬の手で封じられた。

「勝負して決めようじゃない」

　七瀬は美鈴会長を挑発した。

「勝負？　すぐにそういうことで物事を決めようとするのは感心しないわ」

「勝ったほうが江口くんを思いどおりにできる、そういう条件でも？」

　どういうことだ！

　思ったけれど口を挟む余地などなかった。物理的にも封じられていたし。

「あら、それは興味深いわね」

　なんですと！

「勝負は早食い対決よ。あんたがつくってきた弁当なら量は一緒でしょ？」

　唐突に七なな瀬せは提案した。

「いいでしょう」

　美み鈴すず会長も神妙に頷うなずいた。そして妙な確認をした。

「言っておくけれど、早食い対決を言いだしたのは甘るりのほうだからね？」

　美鈴会長にはなにか秘策でもあるのかな、と思ったが、七瀬のほうも自信があるようだった。

「今朝は朝ごはん食べ損ねたから、おなかぺっこぺこなのよ。負けるはずがないわ」

　きらりと目を光らせて七瀬がおれを見た。そして、おれの唇を解放した。

「きみ、合図をして」

「いや、やめとけって」

「いいから合図」

「そもそもおれの意志を尊重しろよ」

「うるさいわね、焼やき鏝ごてされたいの？」

　まったく会話が成立していない。これが恐怖政治というやつか、とおれは絶望した。

「ほら、合図なさい」

　七瀬はパーカーの袖そでをまくりあげた。

　美鈴会長は束ねていた髪を一度ほどいて、結び直した。表情には変化がなく、いったいなにを考えているのか、さっぱりわからなかった。

　もうどうにでもなれ、と、おれは諦あきらめた。

「はあ……じゃあ、よーい、どん」

　二人とも同時に弁当箱を持ちあげて、睨にらむようにしながら食事を開始した。七瀬は口いっぱいに頬ほお張ばってもしゃもしゃ食べ、美鈴会長はあくまでも優雅に食事を開始した。

　どう見ても七瀬のほうが有利だった。

　が。

「ッ!?」

　ある段階で、七瀬の顔が真っ赤になった。目がうるうるして、箸がぴたっととまってしまった。からだがぷるぷると震えていた。

「どうした七瀬？」

　おれは訊たずねた。すると七瀬は、ぽつりと呟つぶやいた。

　辛い、と。

　美み鈴すず会長の用意した弁当は激辛らしかった。もうちょっとで、おれはその激辛弁当を食べさせられるところだったのか、と戦せん慄りつした。

「たまご焼きは、辛く、なかったのに……うう」

　美鈴会長は平然としている。おれが食べるはずだったほうだけが辛かったのか？

　いや、よく見たら、唐揚げには真っ赤なパウダーが付着していた。美鈴会長は、涼しげな顔でそれを平らげていった。

「ふひひゆが、ひいひいふゆ」

　七なな瀬せはもうしゃべれていなかった。解読するに「唇がひりひりする」だろう。

　まさかの展開に、七瀬はもだえ苦しんでいた。

　この激辛トラップのせいで、俄が然ぜん、勝負の行方はわからなくなり、教室の中はいつの間にかこの二人の早食い対決でどちらが勝つかを予想、応援するというわけのわからない状態に突入し――。

「あの、葉は山やまくん。サンドイッチでよければ」

　吉よし川かわさんがおれに自分のサンドイッチをわけてくれた。

「ありがとう。吉川さんは天使のようだ」

　七瀬と美鈴会長になにがあったのかは知らないが、二人は南アルプスの天然水とガソリンだ。どっちがどっちかは知らないけど。水と油はまじりあわず、わかりあう日はぜったいにこないだろう。

　甘党の七瀬、激辛好きの美鈴会長、ってところからもそうとわかる。

　結局、勝者は美鈴会長のほうだった。

　七瀬はぽろぽろ涙をこぼしながら、「これで勝ったと思うなよ」と捨てゼリフを残して自販機に飲みものを買いにいった。そうとう辛かったようだ。

　そして、ナプキンできれいに口もとを拭ぬぐった美鈴会長は、冷淡な口調のまま、おれにこう言った。

「今日からテストまで、毎日、一緒に勉強会をしましょう」

　洋よう平へいが言っていた「女子と勉強会」っていうのは、これのことだ。

　もうテストも終わったことだし、あまり多くをおれは語りたくない。ただ、過酷であったと、それだけ言っておこう。



　　　　　◆◇◆◇◆



　護送中の犯人がトイレにいきたいと言ったから外で待つ、みたいな感じでおれは腕だけ中に入れて扉の外で待つこととなった。

　七瀬がおれをじっと見つめてくる。

「なんだよ？　覗のぞかないよ」

「きみ、大きな声でうたってなさいよ」

「歌……ああ」

　意図はわかった。

　おれはあまり歌を知らないから『ドラえもんのうた』をうたった。

　無我夢中でうたった。

　中からでてきた七なな瀬せはおれのことを軽けい蔑べつするみたいな目で見ながら言った。

「こんなことができたらいいだとか、言葉を濁しつつ卑ひ猥わいな想像をするなんて救いようがないわね」

「そんな意図はない！　藤子先生に謝れ！」

　しかし、おれの主張など七瀬には関係ないらしい。

「覚悟を決めました」

　とか言いだす。

「覚悟？　なんのだ」

「お風ふ呂ろに入ります」

　時間が凍りついた。

「……今、なんて？」

「お風呂に入ります」

　NOW LOADING……

　NOW LOADING……

　NOW LOADING……

「……ちょっと待て。なんだ、それ？　なんで急に？」

「急じゃないわよ。さっき、きみのせいで薄力粉ぶちまけて汚れたし」

「顔は洗ったし、あとはふきんで拭ふいただろ」

「服の中、けっこう入っちゃったの！」

　七瀬は少し顔を赤くする。

「そ、それくらい仕方がないだろ」

「気持ち悪いのよ。あたしだって苦渋の決断なのよ！」

「普通に考えたら、この状況下で風呂とか入らないってば。ちょっとくらいがまんしろよ」

「考えたの！　考えた結果なの！　これはデリケートな問題なの！」

「ふざけろ！　言っとくが、おれは思春期の男子なんだ！　デリケートな問題なんだ！」

「性少年というわけね」

　その顔から、七瀬がどんな字を思い浮かべたのかは想像に難くない。

「うまいこと言ったみたいな顔しやがって」

　が、そんなの中学生男子が言う冗談だ。おれなんかとっくに通過済みだ。

「いいか、七なな瀬せ。冷静に考えろ。男子と間近で風ふ呂ろとか嫌だろ？　からだとか、見られたくないだろ？」

「当たり前でしょ。あたしを見せたがりみたいに言わないでよ！」

「なら」

「でも不潔なままなのも嫌」

「おまえ、もっと、こう、自分の身を守ってくれ。頼むから」

「きみが狼おおかみになるかもしれないっての？」

「狼って、ある意味露骨な表現だけど……まあ、そうだ」

「人造人間を吸収して第二形態、第三形態と変身していくというの？」

「いや、それはないけど」

　もちろん、狼にだってならないけども。

「その点では江口くんを信用しているもの」

「え、七瀬、それって、おまえ……」

「江口くんはヘタレだからなにもできない」

「そっちか！」

　信頼もなにもあったものじゃないな。

「せいぜい、妄想をたくましくするくらいで」

「ひどい！」

　七瀬とおれの主張は平行線をたどった。このまま最高裁までもつれそうな勢いだった。

「じゃあ、ジャンケンで決めましょう」

　七瀬はそう提案した。

「あたしが勝ったらお風呂に入る。きみが勝ったらがまんする」

　おれはしばし思案する。このまま漫才みたいなことしていても、らちがあかないし、仕方がないか。

「まあ、公平だな」

「いくわよ？」

「おうよ」

　おれは自由な左手で、七瀬は右手で。

「「じゃん・けん・ぽんっ」」

　おれ、ぐー。

　七瀬、ぱー。

　というわけで、おれは負けた。

「今のなし。今のは練習」

「往生際が悪い！」



　　　　　◆◇◆◇◆



「覗のぞいたら、いっそ殺してくれと頼みたくなるようなむごたらしい目にあわせるから」

　七なな瀬せｉｎ脱衣所。おれは外から右手だけ差しこんでいる。

「七瀬から風ふ呂ろに入りたいと言いだしたのに」

「それとこれとは別問題よ。場合によっては一一〇番するから」

　この状況で警察とかに踏みこまれたら、おれは社会的に抹殺されてしまう。

「ふん、あたしが本気なら、きみなんかすでに三回はシンデレラ」

「意味わからん」

「か、噛かんだんじゃないんだからね！」

「噛んだのか」

「違う。焼けた鉄の靴をはかせて踊り狂わせるという意味よ」

　本当は怖いグリム童話とか、そういう感じだった。

「なあ、やっぱやめないか？」

「きみも腹をくくりなさいよ」

「そうは言ってもさあ」

　扉一枚隔てた向こう側では七瀬が着替えている。なにに着替えているかというと水着にである。スカートのファスナーを、じいい、とおろす音や、しゃわしゃわというシャツを脱ぐ音が聞こえてきて、心臓に悪い。

「勘弁してくれよ」

　まじで勘弁してくれ。

　しかも七瀬が服を脱ぐときに、おれの腕に衣服とか肌の一部とかが触れるのだ。

　ああ、今のどこ？　どの部位？

　頭がくらくらする。このままだと、おれ、死んでしまうかもしれない。

　しばらくすると、そろそろと脱衣所から七瀬がでてきた。顔がちょっと赤い。

「……次、きみ」

　ぼそっと呟つぶやくように言った七瀬は、黒いビキニタイプの水着を着ていた。

「う」

　思わず。

　見み惚とれてしまう。

　細い肩、なまめかしい鎖骨、くびれた腰……。

　ずいぶんおとなっぽい水着だった。それはそのはずで、舞子さんのを借りたのだ。

　七なな瀬せの自己申告によると、学校指定のスクール水着以外は持っていないらしい。手錠でつながっている以上、肩のひも部分をとおすことができず、結果、舞子さんのビキニを借りるしかなかった、という次第だ。おれはビキニの構造とかよく知らないのだけど、それならうまいことやって着られるらしい。

「なに見てんのよ」

「見てない」

「見てた！」

「う……だから、おれは反対したんだ」

　見るよ。

　そりゃ見てしまうよ。

　七瀬の小さなおへそが目に焼きついてしまった。それをふり払うように頭をふってから、七瀬と入れかわりで、おれも脱衣所に入る。

　おれの手には七瀬父の海パンがあった。紺色に白いラインの入った地味なやつだ。

「早くしてよね」

「わかってるよ」

　七瀬の細い手が所在なげに扉の隙すき間まから覗のぞいている。

　おれはとっとと、着替えることにした。下を脱ぐのは簡単だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　でも、上着は手錠の隙間をとおすことができない。仕方なくスーパーの袋を手錠に巻きつけ、その中に上着は押しこめることになっていた。これで服は濡ぬれない。

「着替えた？」

「着替えたよ」

　七なな瀬せが扉を開けて、脱衣所に入ってくる。

　おれは、今度は七瀬からそっと目をそらした。健康な高校生男子の目には毒だ。刺激が強すぎる。ああ、でも、こんなこと二度とないだろうし、べつに見るくらいセーフかな、いやいや、おれは紳士だ、いっそ武士だ、見てはいかん、という葛かつ藤とうにさいなまれた。

「腹筋アピールとかしないでちょうだい。視力がさがるわ」

「……してないよ」

　なんかこう、罵ののしられることが嬉うれしいとか、そういう性癖は持ちあわせていなかったのだけど、一周まわっていっそ快感になってきたよ、なんてことは欠片かけらもない。

「足を滑らせたふりしてあたしのからだに触れようものなら泣かすからね」

「わかってるよ」

「間違っても背中の流しっこなんてしないから」

「思いつきもしなかったよ」

「ここで申告しておくような能力はない？」

「能力？　なんの話だ、それは？」

「赤外線透過能力とか持ってないかって質問してるの」

　ある意味、邪じや眼がんの持ち主だな、そいつ。

「そんな邪まな能力聞いたこともない」

　それ以前に、おれは異能力者ではない。まんがの読みすぎだよ。

　七瀬は、ふんっ、と鼻を鳴らし、それから浴室への扉を開いた。

　一般家庭にあるごく普通の浴槽だった。薄いブルーで、壁も似た色のタイルがはられている。

「こういうのは一つ屋根の下に暮らすことになった男女が、お風ふ呂ろでばったりとかが古風なのに」

　と言って、一歩踏みだしたところで、おれはすっ転んだ。

「うおっ」

「きゃっ」

　必然的に七瀬も巻きこんでしまう。幸いにも頭は打たなかった。

　が。

　おれの左手が七瀬の胸にタッチしていた。や、柔らかい。

「な、なななな、なにするのよっ！」

「ち、違うっ！　これは幸せな事故、あ、いや、不幸な事故だ！」

　慌てて左手をひっこめる。転んだ拍子におれと七なな瀬せのからだが密着していた。七瀬の顔が近い。甘い息がおれの頬ほおにかかる。ビキニの水着というのは布の面積が少なくて、おかげで七瀬のからだのあちこちが……！

　手錠のせいで、お互いうまく身動きがとれない。

「し、幸せって言った。くう……罰金！　三万円！」

「逆にいかがわしいよ！」

　などというイベントは幸いにもと言うべきか、残念ながらと言うべきか、起こらなかった。もしかしたら、なんてちょっと思ったけど、普通は起きない。うん、それでいい。

　おれが先にからだや髪を洗う。隣で七瀬は「極楽、極楽」などと言ってお湯をちゃぷちゃぷさせていた。

　七瀬はときどきやけに無防備だ。ほんと、もっと気をつかうべきだ。おれに。

　すべて左手作業なのでもたつきつつ、シャンプーの泡をシャワーで流しながら、おれはちょっとだけ、あくまでもちょっとだけ、七瀬を見た。

　七瀬は、つくりものみたいにつるつるの肌をしていた。長い黒髪は濡ぬれて、ぺったりとしている。けっこう胸も大きい、のかもしれない。

　あ、いや、落ちつけおれ。

　平常心だ。へいじょーしん。ＨＥＩＪＯＳＨＩＮ！

　なんて邪念を沈めようとしていると、七瀬は気分よさそうに歌をうたいはじめた。浴室は声がよく響く。妙に牧歌的なメロディーだった。

「なに、それ。またグリーン・デイ？」

　訊たずねてみる。すると七瀬は、ずびしっ、とおれの額にでこぴんをはなった。

「いて」

「ぜんぜん違うわよ。これはhideヒデの曲」

「ヒデ……？」

「hideも知らないとは、さてはきみ、ヨコスカ人じゃないわね？」

　なんだよ、ヨコスカ人って。

「ハマっ子だし。でも、なんとなく覚えてる気もする。けっこうむかしに亡くなった人だよね？　赤い髪の。Ｖヴイジユアル系の人」

　幼いころ、テレビのニュースで見たような記憶がかすかにあった。

「X JAPANエツクスジヤパンのギタリストでヨコスカ出身なのよ」

「ふーん。今のは、じゃあ、X JAPANの曲なんだ？」

「ううん、hideはソロでも活躍していて、今のは『LEMONed I Screamレモネード・アイ・スクリーム』って曲」

「レモネードとアイスクリーム？」

「『LEMON』には『不良品』っていう意味があって、それに過去形の『ed』をつけたレモネードは、むかしは不良品だったぼくたち、って意味があるhideの造語なの」

「ふーん」

「規格品にそぐわないものは普通なら捨てられてしまう不良品だけど、ぼくたちだってちゃんと生きてるんだ、っていうメッセージ」

「へえ」

　七なな瀬せは目を細めて、また、うたいはじめた。おれの持っていたＶ系の耽たん美びとか、破壊衝動とかのイメージ（偏見かな）とは違う優しげな歌だ。

　こんなの好きじゃないってみんなが言っても、そんなのべつにいいじゃん。

　そう言いながら、無根拠に明るい自己肯定曲でもなくて。弱っちいやつが、必死で戦ってるみたいな感じがした。負け戦だってのに。

　もうこの世にはいない人の歌が残っていて、そういうのが誰かを感動させたりすることもあるのかなとか考えたら、感慨深いなあとも思った。でも、思っただけで口にはださなかった。

　かわりにべつのことをおれは言った。

「七瀬は、ほんとにロック好きなんだな」

「まあね」

「ひと言で言って、ロックの魅力とは？」

　マイクを持つようなふりをして訊きいてみた。

「魂に訴えかけるところ」

　言って、七瀬はにぃと笑う。

「逆に言うと、魂に訴えかける曲はすべてロックである。エミネムもビョークもレディー・ガガも最高にパンクだし」

「おまえはカッコいいな」

　思わず口をついてでた言葉に、七瀬は頬ほおを赤くしつつ怪け訝げんそうな顔になった。

「どうしたのよ、きみ、熱でもあるの？　おとなになってからのおたふく風邪ってひどいらしいわよ？」

「いや、なんていうか……」

　うまく言葉にできなかった。どんな言葉に託せば、おれの気持ちを余すところなく伝えられるのか思い浮かばない。

「羨うらやましいなと思って」

「やましい？　まあ、そうでしょうとも」

「うら、を省くな。うら、を」

　おれは濡ぬれた髪をがしがしとかく。

「熱くなれるものがあって、それを誰に対しても照れずに『これが好きなんです』ってちゃんと言えるのがさ、なんか羨うらやましいな……と」

　言ってて、おれ自身照れた。

　でも、今のおれには、そういうのがない気がしていた。陸上はやめてしまったし、七なな瀬せには悪いけど、おれはべつに、ロックとか軽音楽部とか、そういうのにそこまで熱くはなれていない。まんがを読んだり、映画を見たりするのも好きだけど、まんが家になりたいわけじゃないし、映画監督になりたいわけでもない。

　本当は、熱くなれるものなんて、カッコ悪いじゃん、ともちょっと思っている。必死な姿って無様じゃん、とも。音痴なのに、がんばってうたったり、とか。でも、七瀬をそばで見ていると、そんなこと思ってるほうがカッコ悪く思えたりもする。

「どうしたのよ。江口くんらしからぬ発言。あ、さては、きみ、江口じゃないな？」

「江口ではない。もとから江口ではない」

　七瀬は「ふーん」と目を細めた。おれは七瀬の視線から逃れるようにして、また頭をかく。ちょっとの間、七瀬もおれも黙っていた。先に口を開いたのは七瀬だった。

「きみが、あたしに辞めないでって言ってくれたときは、けっこう――」

　最後のほうは顔の下半分を湯船に沈めて、ぶくぶくと言った。おかげでなんと言ったのか聞きとれなかった。

「なに？　今、なんて言った？」

　そう訊たずねても七瀬は答えてくれなかった。かわりに、

「そうだ、hideが言ってた、うたうときの心構えをきみに伝授しよう」

「うたうときの心構え？」

「そ」

「どんな？」

　七瀬は天国にいるhideの言葉をびびびと受信しているみたいに右手の人差し指をぴんと立てた。それから、しゅぴっ、と、おれを指さす。電波がおれに飛んでくる。

「『うたってるときは、世界中でおれが一番エラい』」

　ぽちゃんと、滴が落ちて、湯船に波紋を広げた。



　その後、七瀬と交代して湯船につかったおれは……鼻血をふいた。

　タイルが鮮血に染まった。

「まじサイテー」

　と、七瀬は言った。本気でひいていた。

「違う、のぼせたんだ！」

　本当なんだ。ただ、のぼせただけなんだ。



　　　　　◆◇◆◇◆



　鼻血をとめ、もとの制服に着替える。袖そでがちょっと濡ぬれてたけど、それは仕方がない。

　七なな瀬せの部屋は想像どおりの部屋だった。ＣＤがたくさんあって、壁にはバンドのポスターが貼はってある。アンプとかギターケースが置いてあった。窓際に勉強机とベッド。

　ベッド……ベッド!?

　落ちつけ、おれ。冷凍ゼリーのようにクールになれ。

　また鼻血でもふいたら最悪だ。

　いつの間にか窓の外は、暗くなっていた。

　ふと、壊れたレスポールに気づいた。七瀬のレス子だ。机のわきに立てかけられていた。それを見て、おれは少し悲しい気持ちになった。勉強机の上には写真立てがある。

「これ、もしかして七瀬父？」

「あ、うん」

「へえ、イケメンだな」

　眉毛が濃くて、凛り々りしい顔立ちをしていた。どこで撮影したものなのかはわからないけれど、父親の膝ひざの上に座ってピースサインをするちび七瀬も写っていた。

「あ、あたしの写真を江口な視点で見ないでよ」

　七瀬はおれから写真を奪った。

「七瀬父を見てたんだって」

「ま、まさか、お父さんを江口な視点で」

「んなわけあるかっ」

　七瀬は写真立てを伏せてごそごそと机の上の簡易棚に押しこもうとする。ただ、片手で乱暴にそうしていたせいで、つっこんでいた雑誌や参考書などが、ずざざざ、となだれを起こしてしまった。

「なにやってんだよ」

「この忌々しい手錠め」

　しゃがんで一緒に本を拾う。と、雑誌のバックナンバーにまじって、それを見つけた。

「お、卒業アルバムじゃん。見てもいい？」

　小学校の卒業アルバムらしかった。

「まあ、べつに、いいけど……」

　ちょっと恥ずかしそうに七瀬は言う。

　おれは、アルバムを箱からだして、中をぱらぱらめくってみた。ウォーリーをさがせ！　の気分で七瀬をさがしてみる。

　いた。

　運動会かなにかの写真だ。にっかり笑って、ピースをしている。

　友達と一緒に撮ったのだろう。

　隣に……ん、あれ？

「やっぱダメ！」

　七なな瀬せは勢いよく、卒業アルバムを閉じた。

「な、なんだよ、急に」

「と、とにかくダメなんだってば」

　今一瞬、見覚えのある顔を発見していた。

　美み鈴すず会長だ。

　ずいぶん幼かったけど、面影はあったから間違いない。

　けれど、アルバムの中にいた美鈴菫すみれ子こは、《氷の女王》という冷たい感じではなくて、どちらかといえば恥ずかしがり屋で大人しいタイプの女の子に見えた。

　ちび七瀬と一緒にピースをしていた。その写真からは二人の仲が険悪なものだと思えなかったのだけど……。

　そのとき、七瀬のケータイが鳴った。

「はい、もしもし。あ、うん、平気。そっちはどう、南な雲ぐもちゃん？」

　電話の相手はどうやら嬉うれし野のさんらしい。

「そっか、わかった。うん。それじゃ」

「なんだって？」

　七瀬は首を横にふる。

　ダメだったみたいだ。

「由ゆ亜あちゃんとは別行動でさがしてるらしいから、そっちに期待するしかないわね」

「そうか」

　などと言っていると、今度はおれのケータイが鳴りだした。由亜からの電話だった。通話ボタンを押す。

『もしもし、葉は山やま先輩。まだ生き恥をさらしていますか？』

「いちいちおまえは……。ちょうど今、嬉野さんからも電話あったところなんだ。向こうはダメだった。おまえはどうだ？」

『こっちもダメです。本屋で「ジャンプＳＱスクエア．」を立ち読みしていたのですが、ちっとも見つかりません』

「それはそうだろうな……まあ仕方ない。もう暗いし、遅くなる前に帰れよ」

　そう言うと、電話の向こうの由亜はちょっとの間、沈黙した。

「どうした？」

『葉は山やま先輩、あ、いえ、クラスの女子は全員おれに惚ほれていると公言してはばからない葉山先輩は、今夜どうするんですか？』

「まず第一に、そんな公言はしていない。それから第二に」

『第二に？』

「今夜、どうしよう？」



　由ゆ亜あとの通話を終えてから、七なな瀬せとおれはいくつかの手段を考えた。

　まず、七瀬は舞子さんに電話をした。帰りがけにホームセンターに寄り、ボルトカッターを購入してもらうためだ。が、しかし。

『ごめんね、甘あまるりちゃん。夜勤の人が病欠で、かわりがわたししかいないのよ。朝まで帰れなくなっちゃったから戸締まりに気をつけてね』

　とのことだった。

　真ま綾あやは使えそうにない（夜は酒を飲んでいる）。嬉うれし野のさんや由亜をこれ以上、小間使いのように扱うのはためらわれた。洋よう平へいとか、クラスメイトは論外。知られたくない。

　なので、小波先生に頼んでみるのはどうかと提案してみた。

「それしかなさそうね」

　早速電話をかけてみた。しばらく呼びだし音がつづいたあと、

『留守番電話サービスに接続いたします。ピー』

「「使えねえっ！」」

　小波先生のケータイには、おれたちの魂の叫びが録音されたことだろう。

　一応、最初に却下したけれど真綾にも電話はしてみた。どこかの居酒屋にでもいるのだろうか、妙に騒がしい中、真綾がでた。「あのさ」と言ったのだけど、聞こえていないらしく『えー、なにー？』と間延びした声がかえってくる。

『今日は送別会って言っておいたでしょ？　夕飯はいらんよー』

　そう言えばそんなこと言っていた気がする。朝はまだ試験のことで頭がいっぱいだったのだ。中間テストなんて、ずいぶん、むかしのことのような気がする。

「わかった。気をつけて帰れよ」

『おまえもなっ』

　そして電話は切られた。

　七瀬とおれは顔を見あわせ、重たいため息を吐いた。

　打つ手なし、というやつだ。

　もうこうなったら、明日、ボルトカッターを買いにいくしかない。最初からそうすればよかった、と、おれたちは深く後悔した。



　それから、しばらくは無言の時間がつづいた。おれは七なな瀬せの部屋にあった筒井康隆という作家の『七瀬ふたたび』という文庫本を読んでいた。心の中が読める能力者、火田七瀬がくりひろげるバイオレンス小説だった。あとちょっと卑ひ猥わいだ。

　七瀬は隣で音楽雑誌をめくっている。はずだったのだけれど、不意に七瀬が立ちあがった。手錠で結ばれているので右手がひっぱられる。

「なんかアイスが食べたい」

　七瀬は言った。

「アイス？」

「小腹もすいたし」

「え、おれはタコなし焼きいっぱい食べたから、いらんけど」

「コンビニまで買いにいくわよ」

「いや、今、ちょっといいところなんだ」

「ああ、それ、ラストは――ってなるから」

　七瀬はさらりと物語の最後を語った。

「ひとでなし！」

　小説の最後をネタバレするなんて。

「うるさいわね」

「おまえにはがっかりだ！」

「いいからいくわよ」



　ということで、近くのコンビニまで散歩がてらアイスを買いにいくことにした。手錠はまたタオルで巻いて隠す。

　もうそろそろ梅雨入りするのだろう、夜の風は湿度が高かった。

　七瀬とおれの足音が暗い夜道に響く。

「なあ、七瀬」

「へ？」

　無防備に七瀬はおれを見あげた。まるい大きな目がくりくりと動く。

「あ、いや……」

　あらためて、この状況は心臓に悪いなと思った。

「あのさ、さっき、卒業アルバム見たとき、美み鈴すず会長が写ってたよな？」

　今の今まで七瀬と美鈴会長の仲については訊きかないことにしていたのだけど、気にならなかったわけでもないし、ちょうどいいので訊たずねてみることにした。

「仲よさそうに見えたんだけど？」

　七瀬はむすっとした顔になって、下唇をつきだした。そのままなにも言わずに七瀬は歩調を早めた。おれはそれについていく。しばらく歩いて、七なな瀬せはぴたりと足をとめた。

「菫すみれ子こは敵よ」

「敵？　おおげさな」

「性格は打算的。生徒会長に立候補したのだって内申点をあげるためだし、もっと言えばあたしに嫌がらせするためだし」

「それは考えすぎじゃないのか？」

　七瀬に嫌がらせをするためだけに生徒会長になるって、それ、相当だぞ。

「きみは菫子を知らないから、そんなこと言うのよ」

「なんだよ、二人になにかあったわけ？」

　いい加減、知らないでとおすのもめんどうになったので訊きいてみた。

　七瀬はじっとおれを見つめてくる。しばらくして七瀬は口を開いた。

「あたしは――」

　と、そのときだ。

　とおりの向こうから強いライトに照らされた。七瀬もおれも会話を中断して、手で明かりを遮る。ドドドドド、という排気音が近づいてくる。

　やばい。暴走族とかに、からまれたのかもしれないという可能性が頭に浮かんだ。人どおりの少ない夜道を高校生のカップルが手をつないで（いるように見えるだけでほんとは手錠でつながれているわけだけど）歩いていたので、からかってやろうと思ったのかもしれない。

　バクバクと鳴り響く心臓を叱しかりつけて、おれは七瀬より一歩前にでた。とっさにそうできたことに、おれはちょっとだけ、場違いにも安心する。

「七瀬、おまえさがってろ」

「ちょ、ちょっと」

　バイクはおれの前で停車した。強いライトのせいでよく見えないけれど、バイクは一台だけのようだ。バイクから運転手がおりる。おれは目を凝らした。逃げられるようなら逃げないといけない。相手は黒いライダースーツを着ていた。しなやかな黒くろ豹ひようを思わせるスタイルをしている。女の人？　彼女は金髪をなびかせた。

「いやあ、よかったよかった。そこそこ遅い時間だし、どうしようかと思ってたのよ」

「まりあさんっ！」

　七瀬が声をあげた。

　まりあさん……って、七瀬のバイト先の店長か。

「あの、どうしたんですか？」

　七瀬は訊たずねる。

「どうしたもこうしたも、ほれ」

　まりあさんはバイクにくくりつけていたダンボール箱をおれたちに示した。おれたちは中を覗のぞきこむ。

「「あっ！」」

　七なな瀬せとおれは同時に言った。

「でかくてぶさいくな猫だったし、リボンがからまって、しかもカギがひっかかってた。これはと思ったんだよね」

　それは、まさしく、おれたちのさがしていた、あの猫だった。猫は「なにごとかね？」と言うように、うにゃあ、とあくびをした。



    

  
    
      

３章　「できれば手を縛ってもらえないかな？」



　生徒会というのは本来、全校生徒のことを意味するらしい。だから、おれらが普段「生徒会」と言っているのは、正確には「生徒会執行部」というのが正しいのだそうだ。

　まあ、どうでもいいけど。

　で、その生徒会執行部が中心となっておこなわれる部長会というのは、運動部、文化部をはじめ、同好会や研究会といったそれぞれのグループの代表者が集まって話しあう場なんだとか。定例部長会というやつが前期と後期に一回ずつあって、そのほかにも臨時で招集されることがあるらしい。

「部長会ってなにするんだ？」

　と、七瀬に訊きいてみたところ、部室の移動や活動場所について話しあうところだという答えがかえってきた。

「年度ごとに部員数の増減はあるからね。急に人数が増えた部が、いつまでも小さな部室を使っていて、かつては大所帯だったけど、今は少数しかいない部が広いところを利用してたりしたら不公平でしょ？」

　とのことだった。

　予算とかでは揉もめないそうだ。そもそも生徒にはその権限がほとんどないし、公立校の部活動に配分される予算なんてたかがしれている。

　で、だ。

　この「活動場所」に関して、今回、軽音楽部はひっかかったことになる。

　そもそも、軽音楽部の活動場所が第二視聴覚室であるのには、それなりに理由がある。第二視聴覚室は完全ではないものの防音室だ（完全な防音室は校内では放送室だけ）。これは吹奏楽部などが使う音楽室にも言える。要は、ほかの生徒の迷惑にならないようにとの配慮があるのだ。

　しかし、おれたちはそれを破った。

　大した被害があったわけでもないのだし、大目に見てほしいところだけど、例外を一度つくると後々に影響がある、と言われれば確かにそのとおりだ。

　なので、ペナルティを食らった。

　見せしめでもある。

「きみが浅はかなばかりにっ！」

　と、七なな瀬せはおれを責めた。

「悪かったよ」

「授業中に美奈子ちゃんを『お母さん』って呼んで恥ずかしい思いをすればいいのに」

「小学生のときに実際にそれをやったことがある」

　今同じことをしたら、死にたくなるだろうな。



　というわけで、生徒会奉仕活動というのは、全校生徒のために尽くして働くことを意味する。
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　じゃこじゃこ。

　じゃこじゃこ。

　おれはブラシでプールの底を磨いていた。

　土日の休日を挟んで月曜日の放課後、生徒会奉仕活動一日目。

　空は心おきなく晴れている。気温も高くて、少し動くと汗ばむくらいだった。水を抜いたプールの底はぬめぬめした黒いコケに覆われていて、おれたちはそれをブラシでごしごしと洗い流す作業をしている。本当は先週の金曜日にやるはずだった作業がずれこんだのだ。

「なんで由ゆ亜あがこんなめんど、ふおっ」

　ぶつぶつ言っていた由ゆ亜あはコケで足を滑らせて転んでいた。こういうことがあるから、全員体操服やジャージに着がえている。由亜もおれも、上はもう半袖そでだ。

「大丈夫か？」

「お尻しりが濡ぬれました」

「そりゃ災難だな」

　へろへろと立ちあがった由亜はおれにカメハメ波のポーズをつくって「転べー、転べー」と呪のろいを送ってくる。無視することにした。

　じゃこじゃこ、じゃこじゃこ。

「いやあ、ほんと助かるよ」

　声をかけられ、おれは手をとめた。水泳部の部長である宮村さんが、ぺたぺたと裸足はだしでおれの横にやってくる。茶色い髪は短くて、まだ夏前なのに肌が焼けていた。

「プールの清掃は水泳部の仕事なんだけど、今年は部員が少なくて困ってたんだよね」

　話によると、水泳部は現在、男子部員が一人しかいないらしい。女子も宮村さんを入れて五人しかいないそうだ。それぞれブラシを握って、じゃこじゃことプールの底を磨いている。

「葉は山やまくんだっけ？」

「ああ、うん」

「こないだのライブ、見てたよ」

「記憶から抹消しておいてほしいな」

　あれはなかったことにしてほしい。

「あ、そうなの？　おもしろかったのに」

「おもしろさは求めてなかったんだけど」

　からからと宮村さんは笑った。

「なんか軽音楽部、生徒会ともめてるらしいじゃん」

「らしいね」

　軽音楽部というか、七なな瀬せと美み鈴すず会長が、だ。まあ、おれの知ったことではないけど。

　金曜日はとうとう、七瀬の口から美鈴会長とのことを詳しく聞くことはなかった。まりあさんのおかげで猫を見つけ、手錠もはずすことができた。それで、そのときはすっかり忘れてしまったのだ。

　今の七瀬は淡々とブラシでプールを磨いている。さっきまで着ていたパーカーも脱ぎ、下はジャージという格好だ。膝ひざまで裾すそをたくしあげていた。

　美鈴会長は執行部の仕事のほうが忙しいらしくて、「あとで様子を見にくるから、くれぐれもサボらないように」と言い残すと、宮村さんに引き継いで、それきり姿を消してしまった。

「あたしはさ、応援してるよ。またライブとかあったら教えてよ」

　ぽんぽんとおれの肩を叩たたき、宮村さんは「おりゃー」とブラシをかけながら走っていき、滑って転んだ。さっきから転倒者続出である。

「……あ、あの、葉は山やまくん」

　うしろから呼びかけられて、おれはふりかえった。

「どうしたの、嬉うれし野のさん？」

　体操服姿の嬉野さんが立っている。短パンから健康的な生足が伸びているけど、当然ホッケーマスクを着用している。

「……あ、うん、今、宮村さんと、その、なんかお話してたみたいだから」

　ブラシを持って、いくらかうつむき加減で嬉野さんは言った。

「ああ、うん」

「……な、なにか困ったこととかあったの？」

「ぜんぜん、ぜんぜん。そういうんじゃなくて、世間話的な」

「……そう、なんだ」

　ホッケーマスクをかぶっているから嬉野さんの表情は見えない。そうなると声からしか判断できないのだけど、嬉野さんはなにか気掛かりなことでもあるようだった。

「嬉野さんこそ、なんかあったの？」

　嬉野さんは「えっと、あの」と、微妙に口ごもる。

　なんだろう？

「……は、葉山くんは好きな食べ物とかある？」

「好きな食べ物？　なんでまた急に？」

「……ご、ごめんなさい」

　嬉野さんはしゅんとうつむいてしまう。

「謝ることないけど……。カレーとか好きかな、うん。食欲がでる」

　海軍カレーキャラメルを思いだした。

「……そ、そうなんだ」

「うん……なんで？」

　嬉野さんは「なんでもない、なんでもないから」と大きく首をふった。左右に緩やかにくくった髪がはねる。日差しを浴びて、嬉野さんの髪は温かいはちみつ色に光っていた。

「……こ、この間は災難だったね」

「まあね。嬉野さんもありがと。けっこう遅くまで猫さがしてくれてたんでしょ？」

「……う、うん。葉山くんたちは、その、夜、どうしてたの？」

　夜……。

　脳裏に水着姿の七なな瀬せが、まんがのふきだしのごとく思い浮かんだので慌ててふり払う。

「七なな瀬せ家で、おとなしくしてたよ。本とか読んだり」

　そう言うと、嬉うれし野のさんは「えっ!?」と大きな声をだした。

「……あ、甘あまるりちゃんのおうちにいったの？」

「あ、うん。まあ、手錠でつながれていたから、仕方なく」

　あれ、知らなかったのか。てっきり七瀬が伝えていたと思った。

「……でも、舞子さんがいたんだよね？」

「いや、なんか急に夜勤でることになったとか連絡があっ」

「二人きりだったの!?」

　ずい、と嬉野さんが顔を寄せてくる。ホッケーマスク、怖いんだけど……。

「不本意ながら……あ、あの、どうしたの？」

　しゅこー、しゅこー、とホッケーマスクの向こうの嬉野さんの息が荒い。ダース・ベイダーみたいになってる。

「……う、ううん。なんでも、ない、けど」

　嬉野さんはしゅるしゅると小さくなり、小声でなにか呟つぶやいていた。「会長」、「甘るりちゃん」、「危機」、「出遅れた」などがちらりと聞こえてくる。

「あの、嬉野さん？」

「……う、ううん、なんでもないの。き、気にしないで」

　嬉野さんはブラシを持ってないほうの手をぶんぶんとふった。

「……えっと、そ、掃除しなくちゃねっ」

　そう言って一歩踏みだした嬉野さんは、つるりと足を滑らせた。

「あぶない」

　倒れそうになった嬉野さんに手を伸ばすおれ。→パターン的には胸に触れてしまう。→もちろん、故意ではない。→くりかえすけど、故意ではない。→嬉野さんはけっこう胸が大きい。→いや、それは今は関係ない。→とっさに嬉野さんは反応する。→おれ、投げられる。

　などという展開は予知能力者でなくとも簡単に予想できる。

　案の定、おれは嬉野さんに投げ飛ばされていた。

「ぐはっ」

　問題は、ここがぬめぬめのプールの底だったということだ。

　ずるーっ、とおれは滑っていく。

「うわああ、よけてくれええええっ」

　とまろうにもとまれない。ボウリングのピンを倒すみたいに、みんなをなぎ倒していく。宮村さんを転ばせ、ほかの水泳部員を三人ほど倒し、おれをとめようとした七瀬を巻きこみ、逃げようとした由ゆ亜あは自分で滑った。おれたちは団子になって、プールの端まで滑り、壁にぶつかってようやくとまることができた。

「……ご、ごめんなさい」

　と、嬉うれし野のさんは謝りながらこちらにこようとして、「ひゃうっ」、やっぱり転んだ。

　みんな黒いコケにまみれてドロドロになってしまった。

「ちょ、ちょっと、きみ、どいてよ！」

　団子状態の中、七なな瀬せが声をあげる。

「ん？　うわああ」

　おれは七瀬を押し倒すような格好になっていたので、慌ててからだを起こす。滑りそうになったけど、なんとか壁に掴つかまって耐える。

「悪い」

「誠意が感じられん」

　七瀬は親指と人差し指でわっかをつくった。

「金銭で解決しようとするなよ」

「うう～、ぬるぬる」

　七瀬は顔をしかめた。体操服は濡ぬれてしまい、からだに、ぴったりとはりついている。おかげで下着のラインが浮きあがっていた。

「気持ち悪い」

　七瀬は体操服の裾すそを持って、ぱたぱたとふる。そのせいで、微妙におへそが見えた。

　なんか、あれだな。

　ビキニみたいに肌の露出が多いのも見ちゃうけど、隠してるのがちらっと見えるのも、それはそれで……って、違う。おれは変態ではない。邪念を慌ててふり払う。プール掃除というのは、いろいろな意味で予想以上にデンジャラスだ。

　と。

　ゆら～り、と由ゆ亜あが立ちあがった。きっ、とおれを睨にらむ。

「葉は山やま先輩っ！」

「おれのせいじゃない」

「問答無用です」

「い、いいのか由亜。ここで暴れると、おまえ、猫かぶってんのがバレるぞ？」

　おれを罵ば倒とうしようとしたのだろうが、水泳部の目を気にして、由亜は金魚みたいに口をぱくぱくさせるだけだった。

「ふ……ふはは、鳳ほう仙せん花か由亜、敗れたり」

　由亜は屈辱に耐えるような顔をしている。いい気味である。よい機会なので言いたいことを言っておく。

「そもそも、おまえ、おれをバカにしすぎなんだよ。むかしはかわいかったのに。まあ、今も小学生のときと変わらずミニマムだけどな」

「ぐぬ」

「どうした？　なにか言いたいことでもあるのか？　ほれ、言ってみろよ」

　ぷるぷると由ゆ亜あのこぶしが震えている。

「つーか、おまえ、好き嫌い多すぎなんじゃないか？　だから、いつまで経たってもちっこいまんまなんだよ。ちゃんと緑の野菜も食べて、牛乳飲んどけよ」

「ぶっちーん」

　由亜がうつむいてなにか言った。

「は？」

　由亜はぺとぺとと歩き、なにかを握った。

　それはホースであった。ちょろちょろと水が垂れている。

「お、おま、なにする気だ？」

「ふひひ」

「いいのか？　水泳部の人がいるんだぞ？」

「あとで口止めしときます」

「な!?」

　由亜とおれの不穏なやりとりから危険を察知したのか、すでに、七なな瀬せも宮村さんも、足を滑らせつつ、ずりずりと退避行動に移っていた。

「七瀬、なに逃げてんだよ？」

「こっちこないでちょうだい」

　おれは由亜に向き直った。由亜は、ふひひ、と笑っている。

「愛と勇気と希望の名のもとに、由亜が成敗してくれます」

「なにかが違う」

「黙れ、天てん誅ちゆう！」

　由亜がホースの先を細めて、水流を強くした水をおれに当てる。

「うわあ、やめろよ」

「ひざまずけ、この虫けらめが！」

「黒い心がダダ漏れてるぞ」

　全身びしょ濡ぬれにされた。そうなると、もうどうにでもなれという感じになってくる。おれは水を浴びせかけられつつ、由亜のほうへずんずん進む。そして由亜からホースをひったくった。

「ふわっ」

　形勢逆転だ。

「きさまに、目にものを見せてやろう」

　おれは、今度は由ゆ亜あに向けてホースの水を当てる。由亜は逃げようとしてまた転んだ。転んだ由亜に水を当てまくる。

「ぎゃあ、ぎゃあ、ぎゃあっ」

「ふはははは、おれの時代がきたな。ひれ伏せ、ひれ伏せ」

「水圧がーっ」

　由亜がごろごろ転がっていく。

「おらおらおら！」

　由亜は壁際まで転がっていき、びたん、とぶつかって、とまった。

「うう～」

　由亜は力尽き、くてっとしている。

　おれもそうだが、由亜ももう全身びしょ濡ぬれである。

　そうなると、だ。

　七なな瀬せ同様、体操着が透けて、下着が見えた。

　いとこだし、いまだに小学生みたいなところのあるやつだから、ぜんぜん意識してなかったけど、こいつもブラとかつけるわけだ、と気づいて、おれは思わず赤面する。

「す、すまん。ちょっとやりすぎた」

　由亜を助け起こす。髪の毛を伝って滴が落ちた。



    

  
    
      



    

  
    
      「大丈夫か？」

　ぐったりしていた由ゆ亜あは、もにょもにょ、となにか呟つぶやく。

「ん、なんだ？」

　おれは耳を寄せた。

「葉は山やま先輩はアホですね。罠わなに決まってるじゃないですか」

「うな」

　次の瞬間、由亜がおれに抱きついた。がっちりとホールドされる。

「は、はなせっ」

「逃がしません」

　じゃなくて、（小さな）胸が当たってるんだよ！

「ふははは、油断しましたね、葉山先輩」

　いや、おまえこそ油断しまくりだよ。

「はーなーれーろーっ」

「食らえですっ」

　ホースがおれの口の中につっこまれた。

　がぼがぼがぼがぼ……。
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　髪がまだ濡ぬれている。

　太陽は西のほうにすっかり傾いてしまっているけれど寒くはなかった。

　いろいろあったが、とりあえず一日目の生徒会奉仕活動は終了した。解散後に制服に着替えて、おれは一人、駅につづく道を歩いていた。

「……葉山くんっ」

　うしろから名前を呼ばれてふりかえる。と、嬉うれし野のさんが向こうから駆けてくるのが見えた。息を切らせている。

「大丈夫？」

「……う、うん」

　嬉野さんは呼吸を整え、それから、「さっきはごめんなさい」と言った。

「さっき？」

「……あ、あの、プールで、その、また投げちゃったから」

「ああ」

　そういえば投げられた。すでに投げられることが日常化しはじめていて意識していなかった。由亜ともバトったし。

「べつに気にしなくていいよ」

「……そういうわけにも」

　ごにょごにょと言って、嬉うれし野のさんは周囲を窺うかがった。なんか今日の嬉野さんはちょっと変だ。ん、いや、はじめて会ったときからずっとか。

「……あの、えっと、こ、このあとなんだけど」

「このあと」

「……う、うん、あの、なにか用事があったりする？」

「いや、ないけど」

「……それじゃ、あの、その」

　そこで嬉野さんはもじもじして、

「ちょっとだけ、お茶でも飲んでいきませんか？」

　改まった口調でそう言った。



　駅前のハンバーガーショップはけっこう混雑していたけど、二階席でちょうどあいたところがあったので、そこに滑りこむ。イミテーションの観葉植物で半ば隠されるようになっている壁際の席だった。嬉野さんのマスクが目立たなくてちょうどいい位置だ。嬉野さんはいちごシェークを、おれはコーラを頼んでいた。あと、二人分のポテト。

「……今日は、ほんと、ごめんね」

　嬉野さんが言う。

「だから気にしなくていいって。からだは丈夫だし。それにむかしはよく、姉さんにプロレス技かけられたりしてたから慣れてるんだ」

　マゾとかじゃないけど。

「……お姉さん、いるんだ？」

「あれ、そっか。言ってなかったっけ。おれ三人兄弟のまんなかで、上に姉、下に妹がいるんだ。で、今は、姉さんとこに居候させてもらってる」

「……学校、転校したから？」

「まあ、そういうこと」

　嬉野さんには前の学校でのことを話したことがあるから、そのへんの事情を察してくれたようだ。

「鳳ほう仙せん花かのおじさんとおばさんが呼んでくれたりもしたんだけどさ、でも、そうすると由ゆ亜あとも同居することになるし」

　いとことはいえ、お互い年とし頃ごろなわけだ。だったら真ま綾あやのところのほうが、気をつかわなくていい。

「……お姉さんって一人暮らしなの？」

「大学でて、こっちで就職したんだ。一人暮らしだけど、アパートはそこそこ広いし、案外なんとかなるもんだよ」

　おれはポテトを一つ口に入れて、それからコーラにストローを差した。ちゅるちゅると飲む。

「嬉うれし野のさんとこは、お兄さんだよね。八雲さん。今、大学生でしょ？」

「……うん、うちのお兄ちゃんも一人暮らししてる。ちょこちょこ帰ってくるけど。めんどくさがって住民票移してないから書類とかこっちに届いちゃうの」

「むかし、姉さんもやってたな、それ。いちいち家帰ったり、郵便で送ったりのほうがめんどうなのにね」

　共通の話題におれたちは笑った。ポテトをつまみ、飲み物を飲む。そうしながら、ちょっと考えてみたのだけど、八雲さんは嬉野さんのことが心配だから、家に帰る口実を残しておいたんじゃないだろうか。これは、そうはずれてもいない気がした。

　それから、おれは少し改まった声をつくった。

「あのさ」

　と、呼びかける。なに？　と言うように、嬉野さんはちょっとだけ首を傾かしげた。

「こないだ、その、前の学校の話とか、したじゃん？」

「……う、うん」

「あの話さ、できれば誰にもしないでほしいんだ。七なな瀬せとかにさ」

「……だ、大丈夫！　ぺらぺらしゃべったりしないよ、わたし、ほら友達、少ないし！」

　自信満々に嬉野さんが言うので、ちょっとおかしかった。

「友達少ないのって、自慢になんないと思うけど」

「……だ、だよね」

「落ちこむなよ。おれ、嬉野さんと友達のつもりだし」

「……そ、それは、言われても嬉うれしくないんだけどな」

　もにょもにょと嬉野さんは言った。

「え、なんで？」

　もしかしておれだけ勝手に親密に感じていて、嬉野さんはおれのことウザいとか思ってたりするのか？　だとしたら、逆におれがショックだ。

「……う、ううん、気にしないで。わ、わたしたち、友達だから。今は！」

「今は？」

「今は！」

　ぐにっと嬉野さんは握りこぶしをつくった。それをすとん、と膝ひざのうえにおろす。

「……あ、甘あまるりちゃんには、その、あの話、してないの？」

「してない。カッコ悪いし」

「……ゆ、由ゆ亜あちゃんは？」

「まあ、あいつは、ちょっとは知ってる。おれからは話してないけど、おじさんやおばさんから、それとなく聞かされてると思う。でも、ちゃんと話したのは嬉うれし野のさんだけ。だから、頼むよ」

「……あ、うん。頼まれました」

　こくん、と嬉野さんは頷うなずいた。かぽっとマスクがずれ、それをくいっと直す。

「……で、でも、カッコ悪くは、ないと思うよ？」

「嬉野さんは優しいなあ」

　七なな瀬せや由亜はおれに対して厳しいし。なんか知らないが、おれは美み鈴すず会長にまで目をつけられてるみたいだし。憂ゆう鬱うつだ。

　優しいのは葉は山やまくんのほうだよ、そう言って、嬉野さんはホッケーマスクをずらして、いちごシェークをちゅっと飲んだ。

「まあ、おれの半分は優しさでできてるからね、否定はしない」

　照れくさくなって言った冗談にも嬉野さんは笑ってくれた。きっと、ホッケーマスクの下ではかわいい笑顔をつくっているのだろうな、と思った。

「プール、掃除してるときにちょっと思ったんだけど、体育で水泳のときとか、そのホッケーマスク、どうするの？」

「……プールは見学、かな。一年のときはレポートをだしてなんとかしたんだけど」

「そっか」

　嬉野さんはさっきよりも少し弱々しく笑う。ちょっと踏みこみすぎたかな、とおれは思った。言うのやめたほうがいいかな、と、ためらい、でも、一応伝えてみる。

「あのさ、もし、おれにできることあったら、なんでも言ってよ」

「え？」

「うまくは言えないんだけど、まあ、嬉野さんはおれの恥ずかしい過去を知ってしまったわけだ。かわりに教えろ、とかではないんだけど、もしも、話してらくになったりすることがあるなら聞くよ？」

　嬉野さんがそっとおれを見あげてくる。

「あ、無理強いしてるわけじゃない。言いたくなければ言わなくていいし」

「……う、うん」

　そう呟つぶやき、でも、それきり、嬉野さんは黙ってしまった。やっぱり踏みこみすぎたか、とおれは後悔した。仕方なく、ポテトを食べる。一本ずつゆっくりと。手が油と塩でべたべたになった。コーラを飲む。氷がとけて、すっかり薄くなっていた。

　不意に嬉野さんが口を開いた。

「……話すの、苦手、なんだ」

「あ、うん」

　それはなんとなくわかっていた。でも、がんばって話そうとする姿も知っている。ゆっくりでいいとおれは思っている。少しずつ話せればいいし、仮に話せなかったとしても、話せる相手がいる、というのは力になるんじゃないかな、と考えていた。

　が、嬉うれし野のさんは一足飛びで、

「……だから、ちょ、ちょっとだけ、マスクはずしてみようかと思いました。です。ます」

　変な日本語だった。

「え？　いや、無理しないほうがいいんじゃ……」

　そういうつもりで言ったんじゃないのだけど。いや、そういえば、嬉野さんはおれの前でならマスクとれるかもしれないなんて言っていたっけ。それってどういう……。

「……き、清水の舞台からバンジージャンプするくらいの気持ちで」

「逆に危ないだろ、それ」

「……は、葉は山やまくんには一度見られてるし、その、荒療治的なことをしないと、きっかけがつかめないというか……」

　嬉野さんは周囲を窺うかがう。イミテーションの観葉植物に遮られて、おれたちのいるそこだけ別空間のようであった。

「……あ、あの、できれば手を縛ってもらえないかな？」

　嬉野さんは警察に手をつきだすような仕草をとった。

　頭が一瞬、フリーズした。

「お、落ちつけ嬉野さん。自分を大切に」

　嬉野さんは自分がなにを言っているのかわかっているのだろうか？

「……ち、違うの。えっと、あの」

　嬉野さんはわたわたする。

「……わたし、たぶん、マスクはずしたら葉山くんのこと投げちゃうと思うんだよね」

「はあ……？」

「……だから、その、先に封じておいてほしいと言うか」

「封じる」

「うん。それで、よければ、葉山くんにマスクもはずしてもらえたら……と、おも、って」

　嬉野さんの手首を見おろす。

「ま、まじで？」

　こくんと嬉野さんは頷うなずく。

「縛ると言っても、ひもとかないけど」

　あの手錠は、はずして燃えないゴミに捨てたから、今はもうない。手て頃ごろなものも思い浮かばなかった。

「……あの、これで」

　と、嬉うれし野のさんが差しだしたのは、かわいい花柄のハンカチだった。

「本気で？」

「……本気です」

「大丈夫なの？」

「……三秒くらいなら、たぶん」

　三秒……三秒？　たった？

「えっと……」

「……大丈夫だから！」

　三秒後のおれは果たして大丈夫なのだろうか？

「じゃ、じゃあ」

　おれは慎重な手つきで、嬉野さんの手首にハンカチをまわす。嬉野さんはぴくんと反応した。嬉野さんの手首は細くて白い。おれはなにをしているんだと思いながら縛る。これはほんとに逮捕されておかしくない状況だ。

「痛く、ない？」

「……もうちょっと、きつくても、平気」

　そうは言われても加減が難しい。

　嬉野さんを正面から見つめる。嬉野さんは少しうつむいている。

「そ、それでは失礼しまして」

　それから、おそるおそる、という具合に、嬉野さんのホッケーマスクに手をかけた。まるで服を脱がせていくかのような緊張感があるのはどうしてなのだろう？

　ゆっくりと、ゆっくりと、マスクをはずしていく。形のいい小さな唇、すっきりととおった鼻、大きな瞳ひとみは、でも、わずかに伏せられていた。眉まゆが困ったようにたれさがっている。顔が赤い。

　やっぱり、すごくかわいい。思わず見み惚とれてしまった。ホッケーマスクで隠してるのはもったいない。

「えっと……大丈夫？」

　マスクをはずした状態でも大丈夫？　という意味で訊たずねた。嬉野さんは、ぱちぱちとまばたきをする。見た感じはなんともない。ちょっと、いや、すごい恥ずかしがり屋なのだろう、くらいにしか見えない。案外、荒療治というのはありなのかもしれない。思い切って一歩踏みだしてみれば、今まで踏みとどまっていたのがバカらしく思えたりする。今まではちょっと思いこみが強すぎただけで、本当はそこまで重いものではないんだ。

「どう、嬉野さん？　けっこう、大丈夫そうじゃない？」

　と、

「ひゅっ」

　嬉うれし野のさんが息を吸いこんだ。次の瞬間、手を封じられている嬉野さんはおれに飛びかかり、ふとももでおれの首を巻きこむと、そのままからだ全体をつかって――おれを投げ飛ばした。背中と腰に鈍い痛みが走る。

「……はっ、あ、これはいったい……えっ！　葉は山やまくん？　ど、どうしたの？」

「……あんた、なんばしよっとね」

　思わず、博はか多た弁べんが飛びだすほどの衝撃。



　　　　　◆◇◆◇◆



　家に帰ると、真ま綾あやがバランスボールでバランスをとっていた。

「無駄な足あ掻がきを」

「よし、一いつ樹き、介かい錯しやくは任されてやるから切腹しな」

　無視することにする。

「あのさ、またＣＤプレイヤー貸してくれよ」

「あんた、本気で軽音楽部員になったんだね。甘あまるりちゃんからまたＣＤもらったの？」

　真綾は再びバランスをとりはじめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、今回は七なな瀬せじゃなくて、ドラムの人」

「男子？　女子？」

「女子。なんか好きなバンドがあるからおれにも聴いてほしいって言われて」



　ハンバーガーショップで、結局投げ飛ばされたおれと、投げ飛ばした張本人の嬉うれし野のさんはいたたまれなくなって、すごすごと店をあとにした。駅につくと嬉野さんがカバンの中に入れていたＣＤをとりだして、おれに差しだした。

「……あ、甘あまるりちゃんのＣＤには入ってなかったんじゃないかと、思って」

　確かに七瀬からもらったＣＤに入っていたのは洋楽ばっかりだった。

「ピロウズ？」

　枕まくらって意味だっけ？　バンドの名前って変なの多いな。

「……すっごいカッコよくて、でも、あんまりメジャーじゃないかも」

「あ、そうなんだ」

「……だけど、ずっと解散しない。時代に流されないし、古びない。おすすめ」

「ふーん。ありがと」

　なんて感じでＣＤを借りてきた。

　それにしても、よく考えると、軽音楽部って男子、おれしかいないのである。《キャラメルアンデッド》ってガールズバンドだな。なのにボーカルが男子ってカッコわる。



　真ま綾あやがバランスをとりながら、犯罪者でも見るような視線を送ってきた。

「なんだよ？」

「おまえ、あれか？　おれはモテるんだぜという自慢か？」

「違うよ。姉さんが訊きいてきたから答えたんじゃないか」

「ちっ、甘酸っぱい青春とかまじウゼえ」

　夕食を食べてから、布団に寝転がってＣＤを聴いてみた。



　誰にも気づいてもらえない孤島にいるぼくたち。

　救助の舟が見えるけれど、ぼくたちを助けにきてくれたわけじゃない。

　そんな、見すごされる者の歌だった。



　　　　　◆◇◆◇◆



「お勤め、ごくろーさん」

　ジャージ姿の洋よう平へいが、なんか邪魔しにきた。

　生徒会奉仕活動二日目。

　今日は地域のゴミ拾いにいくことになっている。これはもともと、オリエンテーリング部とかいう部が定期的に活動しているクリーン・キャンペーンだそうだ。それを今日は軽音楽部が無償で手伝う。そのため、おれたちは校門の前に集合していた。

「あーはいはい、部外者はとっとと帰ってください」

　てきとうにあしらっておく。

「部外者じゃねえし。おれ、オリエンテーリング部だし」

「はあ？　おまえはなんちゃってテニス部だろ？」

「軟式テニス部を侮辱してるのかよ。おれはかけもちなんだよ」

「かけもち？」

　知らなかった。

「軟式テニス部は代々、オリエンテーリング部と友好条約を締結してきたんだ」

「なんだ、弱小部同士が人数集めのために裏で手を組んでんのか」

「あけすけな言い方すんなよ。やってみるとオリエンテーリングもおもしろいんだって」

「つーか、オリエンテーリング部ってなにするところだよ？　聞いたことないよ、オリエンテーリング部なんて」

「オリエンテーリング部を侮辱してるのかよ。あのなあ、オリエンテーリングってのは奥深いスポーツなんだぜ？」

「そもそもスポーツなのか？」

「スウェーデン軍が生みだした訓練が発祥とされている。地図とコンパスを使って、定められた地点を目指すわけだが、脚力だけじゃなくて、いかに効率よく進むかという判断力も求められる頭脳的スポーツなんだよ」

「ふーん」

「でも、今日はゴミ拾いだ。きっちり働けよ」

　洋よう平へいによるとオリエンテーリング部のゴミ拾いは十五年ほどつづいている伝統なんだそうだ。今一つ浅い伝統だが、近所や教師陣からは好意的に受け入れられている。推薦入試を受ける際にはアピールポイントにもなるのだとか。



　時間になると、オリエンテーリング部の部長さんが軍手とゴミ袋、それから簡単な地図を配った。二人一組となり、午後四時まで決められた範囲内のゴミを拾い集める。という説明をする。

　部長さんは柴田先輩という優しそうな顔をした三年生だった。ただ、軽音楽部おれたちがサボると美み鈴すず会長に報告がいくことになっている。

　オリエンテーリング部は洋平を入れて七人の部員がいた。全員、軟式テニス部で、しかも男子しかいない。そのせいか、みんな微妙に七なな瀬せや由ゆ亜あを見ては、こそこそとなにかを囁ささやきあっていた。

　七瀬は憮ぶ然ぜんとした顔を隠そうともせず、不服以外のなにものでもないという態度を貫いている。パーカーのポケットに手をつっこみ、片脚をぶらぶらさせていた。

　由亜は由亜で、おれのすぐ横でつんとすました表情をつくっている。おれには毒舌だけれど、クラスではうまくやっているようだ。男子からは、ちょっとしたアイドルみたいな扱いを受けているらしい。

　嬉うれし野のさんは、ホッケーマスクのおかげでアンタッチャブルという感じになっていた。

「それでは、よろしくお願いします」

　説明が終わり、柴田先輩がそう言ったところで――。

　バチン。

　おれは気を失った。



　あれは、まだテスト期間中のことだった。

　七瀬との早食い対決に勝った美み鈴すず会長は、「葉は山やま一いつ樹きを思いどおりにできる権利」という謎なぞの権利（おれは一切認めていない）を発動させて、二人きりの勉強会を開催させた。

　まあ、おれとしても勉強を教えてもらえるならいいか、と思っていた。

「それでは問題です」

　放課後の教室で美鈴会長は言った。

「フランス革命・ナポレオン戦争の処理のために開かれた国際会議の名前は？」

「ぴんぽーん。ウィーン会議」

　早押し形式みたいに七瀬が答えた。

「どうして甘あまるりがここにいるの？」

　五分くらいは無視していたのだけど、たまりかねたのか、つららのように鋭く冷たい声で美鈴会長は七瀬を問い詰めた。放課後の教室には美鈴会長とおれ、そして、なぜか七瀬もいた。七瀬は自分の席にどかりと腰を据え、かりんとうをがりがり食べながら古文の問題集を解いていた。はずだった。

「こちらの邪魔をしないでちょうだい」

「はあ？　なんのこと？」

「わたしは葉山くんに問題をだしているの。あなたが答えないで」

「偶然でしょ。あたしのはただのひとり言だもの」

　すごい偶然があったものだ、とおれは思った。二人がそれ以上、言いあいにならないように、「七瀬、バイトはいいのか？」と、やんわり間に入ってみた。

「テスト前だからお休みをもらったの。こないだみたいに倒れたりしたら目も当てられないしね」

「倒れてしまえ」

　ぼそりと美み鈴すず会長が呪のろいをはなった。

「失脚しろ」

　七なな瀬せも即座に呟つぶやいた。

「い、一緒に勉強するというのはどうだろう？」

　おれは提案してみた。

「「それは断る！」」

　なんだろう、このデジャブ感は、とおれは思った。

「甘あまるりは無視してつづけましょう、葉は山やまくん」

「ああ……うん」

「では、次の問題。ウィーン会議を主催、リードした人物は誰ですか？」

「ぴんぽーん。メッテルニヒ」

　またおれより先に七瀬が答えた。美鈴会長はなにも言わなかった。表面的には変化が見られなかったので、余計に怖かった。

「ウィーン会議に出席したフランスの代表は」

「タレーラン」またも七瀬。

「タレーランが提唱し、承認された原則は」

「正統主義」これも七瀬。

「ウィーン会議の決定じ」

「ウィーン議定書」

　七瀬はもう美鈴会長の問いにかぶせるくらいの速度で答えはじめていた。

「ウィーン会議によってイギリスが」

「マルタ島、スリランカ、ケープ植民地」

「スイスは」

「永世中立国」

　…………。

　……。

　…。

「――っは。夢か。おそろしい夢だった……って、ん？」

　マジックペンを持った由ゆ亜あが目の前にいた。

「うおいっ、なにしてんだ！」

　慌てて飛び起きた。おれは硬いコンクリの上で寝転がっていたらしい。

「いえ、葉山先輩の顔にイタズラを少々」

「少々じゃないよ。なに描かいた？」

　顔をごしごしとこする。

「これから描くところだったんです」

「まったく、とんでもないな……って、おまえ、またスタンガン使っただろ！」

「葉は山やま先輩は、由ゆ亜あと組むことになりましたから」

　由亜が目を細めておれの顔を覗のぞきこんでくる。そういえば、おれたちは生徒会奉仕活動という名の、ゴミ拾いにいかされるところだった。

「おまえなあ……まあいいか」

　怒鳴りかけたが、ひとまず、溜りゆう飲いんをさげる。由亜とおれは集合場所であった校門前にとどまっていたけれど、もう、みんなの姿はなかった。七なな瀬せも嬉うれし野のさんもいない。

　がりがりと頭をかく。

「おれらはどのへん担当なんだよ？」

「こっちの公園と通学路です」

　地図のコピーを広げて、由亜がちっこい手で指さす。おれは由亜のその手をとって、しげしげと観察した。

「なんですか？」

「いや、ほんと、こんな小さいのに、よくベースとかギター弾けるな」

「小さいは余計です。ちゃんと練習すればできるんです」

「ふーん」

　呟つぶやきつつ、由亜の手のひらをふにふにする。猫の肉球みたいだ。

「はなしてくださいっ！」

　げしっとすねを蹴けられた。

「痛い」

「葉山先輩が『痛い』というと十歳は若がえったような気になります」

「おまえが十歳も若がえったら幼児になっちゃうじゃないか」

　てけてけと由亜は歩きだす。おれもそれについていく。

「ところで、つかぬことを伺いますが、葉山先輩、あ、いえ、葉山先輩（エロソムリエ・二級）」

「人のプロフィールにデタラメな資格を付与すんな！」

「金曜日の夜、甘あまるり先輩と一緒にひと晩すごしたというのは本当ですか？」

　嬉野さんはとにかく、由亜のほうはめんどくて、きちんと説明していなかった。

「ひと晩すごしたというのは語弊がある。確かに七瀬の家にいたけど、手錠のせいで仕方なくだし、それに結局は、はずすことができて、おれは家に帰った」

　まりあさんがバイクで送ってくれたのだ。「ちゃんと掴つかまっててね」と言われ、まりあさんの腰に手をまわして緊張したのは内緒だ。

「ふーん」

　由ゆ亜あは疑わしそうな目でおれを見る。

「あと、あの会長野郎」

「会長野郎って」

「あれ、なんなんですか？」

「美み鈴すずさん？　なにって、生徒会長だろ」

「違くて」

　ばこばこ、と由亜は地団太を踏んだ。

「なんか最近、葉は山やま先輩にちょっかいだしてませんか？　葉山先輩をいじめていいのは由亜だけなのに。公式設定ではそうなっているのに」

「どこの誰の設定だよ。あれは……たぶん、七なな瀬せへのあてつけなんだ」

「甘あまるり先輩への？」

　手錠の件もそうだ。軽音楽部を潰すために、この生徒会奉仕活動には参加するな、そう美鈴会長は言った。つまりそういうことなのだ。

　生徒会奉仕活動は、べつに軽音楽部に対する温情とか、会長の優しさの表れではない。さらなるペナルティを誘うためのトラップなのだ。

　ただ、それにしては、いざ活動がはじまってからは、なんの邪魔もされていないな。諦あきらめたのかな？　いや、まだ警戒は怠らないでおこう。由亜にスタンガンで気絶させられておいて、なに言ってんだ、って話だけども。

「ああ、そうだ。忘れてたんだけど」

　おれはジャージのポケットをごそごそ漁あさる。中から黒いリボンをとりだした。

「あっ」

「このリボン、おまえのだろ？」

　金曜日の夜、あの猫の首輪にひっかかっていたのは、手錠のカギだけではなかった。この黒いリボンも同じようにひっかかっていた。

「どっかに落ちちゃったんだと思ってました」

　由亜は紅葉みたいな手を伸ばして、リボンを受けとった。大切そうに撫なでる。

「おまえ、いつもこのリボンだな。違うのとかにしないのか？」

　そう言うと、由亜はおれのことをじっとりした目で見あげてきた。

「覚えて……ないんですか？」

「え、なにを？」

　おれが訊ききかえすと、由亜はむくむくと頬ほおを膨らませる。

「なんでもないですっ！　いつきお……葉山先輩のへっぽこっ！」

　由ゆ亜あはそう叫んで、おれに背を向けた。わっし、わっしと肩を怒らせて歩きだす。

　なんだかなあ、とおれは思った。

　むかしはおれのこと、一いつ樹きお兄ちゃんと呼んで慕ってくれていたのに。

「年とし頃ごろの娘さんのことはわからんものだ」



　　　　　◆◇◆◇◆



　あの日、おれは朝からなんとなく不機嫌だった。

　おれは県立ヨコスカ高校に転入が決まって、真ま綾あやのところに住まわせてもらうことになっていた。二年に進級するのと同時の転入だった。

　いっぽう、いとこの由亜も春から新一年生としてヨコ高生になるから、おれは両親につれられて、あいさつにいったのだ。

　鳳ほう仙せん花かの家にいくのは、ずいぶん久しぶりのことだった。

　鳳仙花の家は閑静な住宅街の中にあった。レンガ色の外壁をした洋風の建物だ。葉は山やま家よりも大きい。

　おれは両親のうしろにくっついて、ジャケットのポケットに手を入れていた。ポケットの中にはケータイがあったけど、鳴らなくなって久しかった。

　どんな顔をして由亜の前にでればいいのかわからなかった。由亜もおじさんもおばさんも、おれが前の学校でなにをやらかしたかは、だいたい知っていたはずで、だからこそ、おれは嫌だった。

　とくに由亜には知られたくなかった。しばらく会ってなかったうちに、由亜はきっと大きくなって、それですごくかわいくなってたりするのだろうと思った。クラスの人気者とかになっているに違いないと、容易たやすく想像ができた。そんな由亜に心配されたくなかったし、優しくされたくもなかった。

　見み栄えだ。

　由亜の前では一樹お兄ちゃんとしての威厳を保っていたかった。

　だから、由亜に会いたくなかった。

　やっぱり、違う学校の編入試験を受けるべきだったのだとひどく後悔した。由亜と同じ学校にいけばいいとそそのかされてしまったけど、きっぱりと断るべきだった。

　両親が前に立ち、おれは隠れるようにうしろにいた。

「あー、めんどくせ」

　自分にだけ聞こえるような声で呟つぶやいた。

　ちょうどそのとき、板チョコレートみたいな扉が開いた。

「寒いでしょ、あがってちょうだい」

　と、おばさんがおれたちを迎え入れてくれている中、由ゆ亜あの姿がおれの視界に入った。

　由亜は黒いワンピースを着ていた。ひらひらしたやつだ。部屋着なのだとしたら、落ちつかなそう、とおれは思って、なんだか笑えた。

　由亜はワンピースの裾すそをちっこい手で握りしめて、もじもじしていた。ちらちらとおれを見あげて、なにかを言おうとしていたのだけれど、なにも言えないようで、唇をとがらせていた。

　それを見ていたら、なんかバカらしくなってきた。一いつ樹きお兄ちゃんとしての威厳とかどうでもよくなった。

「久しぶり。懐かしいなあ」

　おれは由亜の前に立ち、ぽんっと頭に手を置いた。猫を撫なでるみたいにして、わしゃわしゃしてやった。柔らかい髪だった。

「おまえ、ぜんぜん変わんないな。はは。ちびっこいまんまじゃないか」

　すっごい美少女になっていて、おれなんか見下されてしまうんじゃないかって考えていたのが、ほんとバカらしかった。由亜は由亜のままだし、おれもおれのままだ。変わるところもあるけど、変わらない部分もある。そんな当たり前のことを思って、おれは安心した。

　と。

　次の瞬間、おれの手はぱしっとはたかれていた。

「ち、ちびっこくない！」

　由亜は言った。猫がふしゃーと威嚇するみたいに。

「前から三番目だもん！」

　前から三番目は小さいだろ、と思った。

「いや、変わらないなと思ってさ」

　由亜は顔を赤くした。

「か、変わってるもん。この一年で一センチ伸びたもん」

「なに怒ってるんだ？」

　いきなりのことで、おれにはさっぱりわからなかった。

「しゃ、謝罪を要求するっ！」

「はあ？　なんで、おれが謝らないといけないんだよ？」

「なっ……次に会うときは法廷ですっ！」

「急にどうしたんだ？」

「由亜のことちびっこいって言った！　名誉毀損で訴える！」

「名誉毀損て。悪い悪い。小さいの気にしてたのか。悪気があったわけじゃないんだ。なんかほら、かわいいと思ったんだよ」

「か、かわいい」

　一瞬、由ゆ亜あの態度が軟化した。

「そう。ランドセルとか似合いそ――いてっ」

　スリッパが飛んできて、顔に当たった。

「由亜は憤慨しました。一いつ樹きお兄ちゃんがきちんと謝るまで許しません。それまでは赤の他人です。学校で見かけても声をかけないでくださいっ！」

　そう言い置いて、由亜はだばだばと階段をあがり、自分の部屋にこもってしまいましたとさ。



　　　　　◆◇◆◇◆



　公園に辿たどりついた。が、誰もいない。七なな瀬せも嬉うれし野のさんもいないし、オリエンテーリング部の連中もいないし、もっと言えば利用者もいない。

　植えこみがあって、ベンチが数カ所に設置されている。地面に降り立ったスズメがなにかをついばんでいた。

　遊具らしい遊具はないけれど、バスケットゴールが一台あった。子供用なのか、いくらか低い気がする。小学校にあったのは、この高さだったかもしれない。

「場所、あってんのかよ？」

「そのはずですけど」

「あいつらどこいったんだ？　……ま、いっか」

　両手に軍手をはめて、由亜とゴミ袋を一枚ずつ持つ。

「由亜が燃えるゴミを担当します。葉は山やま先輩は燃えないゴミです」

「まるでおれ自身が燃えないゴミみたいに聞こえる」

「地球温暖化をとめて、北極のシロクマを助けるために、一時間くらい呼吸をとめててください」

「おれに死ねと？」

「シロクマは大きいけど、しっぽが丸くてかわいいと思います」

「会話が噛かみあってない」

「葉山先輩はかわいくないですよね。よって、無価値。音痴ですし」

　二人で手分けしてゴミを拾った。普段はあんまり気にしていないけど、けっこうゴミが落ちている。ペットボトルとか。紙くずとか。あと、エロ本も落ちていた。濡ぬれてふやふやになっているため、めくることができない。

「なんか見つけたんですか？」

　由亜がうしろから覗のぞきこんでくる。

「あ、待て」

「にゃっ……このケダモノめ！」

　由ゆ亜あは白い目をしていた。

「いや、違う。誤解だ」

「言いわけはけっこうです、このナマケモノ」

「微妙に違うものになってきた」

「ナマモノ？」

「おれは要冷蔵品か」

「それより葉は山やま先輩、あ、いえ、もののけ姫先輩」

「あの子を解き放て。あの子は人間だぞ！」

「あんまり調子に乗らないでください」

「あわせてやったのに、なんで怒られなきゃいけないんだ。そもそも姫じゃないし」

「葉山先輩はネカマだからちょうどいいじゃないですか」

「勝手にうその設定をたすな」

「それより、あれ、見てください」

　由亜がちんまい手で指さしたほうにはバスケットゴールがあった。ずいぶん昔に設置されたのか、かなり薄汚い。

「あれがどうした？　バスケがしたいのか？」

「違います。よく見てください」

「ん？」

　言われてよく見ると、バスケットゴールにはゴミがつまっていた。薄汚く見えたのはそのせいか。

「うわ、ひどいことするやつがいるもんだ」

　どう考えても意図的なものだろう。悪意を感じる。それも中途半端に無邪気な悪意だ。

「どうしましょう？」

　由亜がおれを見あげてくる。

「どうするもなにも、解き放ってやらないとな。あの子は人間だ」

　人間じゃないけど。

「……ゆ、由亜は届きません」

　屈辱そうに由亜は言った。

「いや、おれだって届かないし」

　長い得物があれば、そいつでつついて落とすのだけれど、この公園には木の枝くらいしかない。梯はし子ごでもあればいいのだけど、そんなものはない。ジャンプすれば届かないこともないけど、安定した作業ができない。どうしたものかと思った。

「葉は山やま先輩、ひれ伏してください」

「いきなりなに言いやがる」

「あ、間違えました。ひざまずけ、この虫けら」

「悪化している」

　ずびしっ、と由ゆ亜あの頭に手刀をふりおろしておく。

「うう……違います。合体するんです。葉山先輩が肩車してくれたら届きます」

「ん、ああ、なるほど。てか、普通にそう言えよ」

　おれは不平をこぼしつつ、その場でしゃがんだ。

「ほれ、乗れ」

「うむ、苦しゅうない、です」

　由亜はちょこんとおれの肩に乗っかり、ふとももで首を挟んだ。……ん？　なんか、これ、微妙な体勢じゃないか？　由亜は短パンをはいていて、足がむきだしだ。だから、すべすべのふとももが、おれの首とか頬ほおのあたりに当たっている……けど、そんなの気にしてませんよ、おれは紳士ですから、という感じでひょいと立ちあがった。

「おまえ、軽いな。ちゃんと食べてるのかよ？」

「食べてますっ！　牛乳は噛かんで飲んでますっ！」

「そりゃけっこうなことだ。どうだ、届くか？」

「んん、なんとか……」

　わさわさ、わさわさ。

　由亜がネットを揺らすのでゴミが降ってくる。

「おい、もうちょっと優しくやってくれ、ほこりが、目に入る」

「もうちょっとです……うわっ！」

　ネットにたまっていたゴミが一斉に落下した。目的は達成されたが、一斉に、というのがよくなかった。ぶわりとほこりが舞った。

「「目がー、目がー」」

　おれと由亜は同時に叫んだ。

　次の瞬間、ゴンッ、という音がした。

「ぎゃっ!?」

「ど、どうした由亜？」

　おれはゆっくりと目を開ける。

「あ」

　由亜がくてっとのびていた。うしろへ落ちそうになったので、慌てて足首を握る。どうやらゴールのうしろにあるボードに、おでこをぶつけたらしい。

「だ、大丈夫か？」

　しゃがんで、由ゆ亜あを肩からおろす。由亜はおでこを押さえながら、よろよろとおぼつかない足で立った。

「はやま、せんぱい」

「なんだ？　辞世の句を残すのか？」

「ちょっと、しゃがんでください」

「断る」

「なんでですか？」

「なんか痛いことされそうだから」

「ふふふ」

「ははは」

「殺す」

　由亜が飛びかかってきた。

「おれは悪くない」

　おれは逃げる。とにかく逃げる。

「待つです、この卑ひ怯きよう者もの！」

「だから、おれは悪くない」

　公園を飛びだす。由亜は小さいので走るときの足幅も狭いし、脚力もないので、すぐにふり切ることができた。

「ここまで逃げれば安全だろ」

　と、

「あっ、きみ、なにしてるのよ？」

　七なな瀬せだ。車道を挟んで向こう側に立っていた。軍手をして、ゴミ袋を持っている。中にはペットボトルとか空き缶がつまっていた。隣に嬉うれし野のさんもいる。

「おまえらこそ、なにしてたんだよ？」

「あたしたち公園掃除でしょうが！」

「いや、おれと由亜も今……」

　どうやら、違う公園にいっていたみたいだ。

「それより、なにしてんのよ？」

　七瀬と嬉野さんは車道を横切って、おれのところまできた。

「リアル鬼ごっこを少々」

「てか、なに、その顔？　ひどいわよ」

「普通の顔だよ！　エヴァ初号機みたいな顔とか言うなよ！」

「そんなことは言ってないでしょ」

「じゃあ、なんだよ？」

「……な、なんか顔に書いてあるよ？」

　嬉うれし野のさんが控え目に言う。どうやら、七なな瀬せがてきとうなことを言っているわけではなさそうだ。おれは、そばに駐車されていた車のサイドミラーに自分の顔を映してみた。

「げ」

　顔にひどいラクガキがほどこされていた。由ゆ亜あのやつ、これからとか言っておいて、すでに描かきこみ済みだったんじゃないか！

　そこへ由亜が姿を見せた。

「あ、バレました」

「由亜！」

　由亜は脱だつ兎とのごとく逃げだし、おれはそれを追いかけた。



    

  
    
      

４章　「今、おれもぽかーんとしてる」



「なんなのかしら、この充実感のなさは……」

　制服に着替えた七瀬がげんなりした顔で呟つぶやく。

「なにって、生徒会奉仕活動だろ」

「ほんとなら、今ごろ、本格的にバンド活動ができていたはずなのに」

　じっとりした目でおれを見つめてくる七瀬。

　おれは七瀬から視線をそらした。

「……し、仕方ないと思うよ。わたし、も、責任あるわけだし、葉は山やまくんだけを責めるのはダメだと思う。それに、これちゃんとやらないと廃部になっちゃうし」

　嬉野さんがおれをフォローしてくれた。

「嬉野さんは優しいなあ」

「……あ、えと、えと」

　ふにゃふにゃ、と嬉野さんは小さくなった。

「ふん、南な雲ぐもちゃんを懐柔できたと思っているなら大間違いだからね！」

　七瀬が人差し指でおれの鼻をブタ鼻にする。

「思ってないってば」

「ああ、思いっきりうたいたい。訴えられるくらいの爆音でギターを鳴らしたいっ！」

　もはやクスリの切れたジャンキーのようだ。

「……じゃ、じゃあ、カラオケでも、いってみる、というのは、どうで、しょう、か？」

　控えめな声で嬉うれし野のさんが提案した。

「えっ!?」

　おれは、正直カラオケとかいきたくない。あそこには嫌な思い出しかない。

「そっか、カラオケか。軽音部のメンバーでいってみるのも、いいかもしれないわね。そろそろ江口くんを辱めたいし。江口くん辱め成分がたりないわ」

「おい、どういうことだ」

「……じゃあ、これから」

　と、嬉野さんが言う途中で、七なな瀬せは顔の前で両手をぺたんとあわせた。

「ごめん、南な雲ぐもちゃん、今日はあたしバイトなのよ」

「……そ、そっか」

「由ゆ亜あも帰ります。なんか天気よくないですし」

　由亜の言うとおり、なにやら空模様があやしかった。今朝の天気予報では、夜から雨と言っていたけれど、この分だとそろそろふりはじめてもおかしくない。

「それでは失礼します」

　へこっと頭をさげ、由亜はバス停があるほうへと歩いていく。

　七瀬も「じゃ、また明日」、と言って自転車に飛び乗り、ぴゅーと校門をでていった。

「帰ろうか？」

　うん、と嬉野さんは頷うなずいた。電車通学のため、嬉野さんとおれは途中まで一緒に帰ることが多い。しばらく歩いていると、不意に嬉野さんが足をとめた。

「どうかした？」

　訊たずねると、嬉野さんは首を傾かしげた。緩く結んでいる髪の毛がぴょこんと揺れる。

「……なにか気配があったんだけど」

　嬉野さんには忍者的なスキルもあるのか、と驚く。

「気配ってどんな？」

「……て、敵意？」

「げ」

　おれもあたりを見まわす。由亜かなと思った。帰ったふりして、さっきのしかえしにきたのかもしれない。顔にラクガキされた報復に、由亜の長い髪をいじって変な頭にしてやったのだ。

　でも、由亜の姿はなかった。部活帰りの学生や、スーパーの袋を持った主婦が多い。

「気のせいじゃない？」

「……そう、かも」

「雨ふりだす前に帰ろう」

「……うん」

　ホッケーマスクをした嬉うれし野のさんにも、もうすっかり慣れたので、二人でとりとめのない話をする。

「……あの、六組って、修学旅行はＡコース？　Ｂコース？」

　来週に予定されている修学旅行は北海道にいくことになっている。ざっくりとわけて、札幌→小樽→富良野がＡコース、富良野→小樽→札幌がＢコースだ。各クラスで好きな順序が選べる。

「うちはＡ」

「……そ、そっか。一組もＡなんだ」

「じゃあ、どっかで会うかもね。ホテルも一緒だろうし」

「……う、うん」

「おれ、北海道はじめてなんだよ」

「……わたしも。あ、あの、その、どっかで、待ちあわせとか、しない？」

「お、いいね。記念撮影とかしようか」

「……う、うんっ！　楽しみだね！」

　札幌でラーメン、小樽で寿す司し、富良野でソフトクリームを食べるのだ。楽しみである。

　そんな話をしながら、しばらくいくと、ＣＤショップが見えてきた。

　それで思いだした。

「あ、そうだ――」

　ピロウズのＣＤ聴いたよ。そう言おうとしたところで、ＣＤショップから見知った顔がでてきた。あの嫌いや味み連中だった。元軽音楽部で、七なな瀬せの悪口を言ってるやつら。この中に日下部くさかべとかいうやつがいるはずだけど、おれはどいつが日下部なのか知らない。

　おれが連中に気づいたように、連中も嬉野さんとおれに気づいた。無遠慮にじろじろと見て、それからくすくす笑いだす。いちいち、感じの悪いやつらだ。

「……い、いこう、葉は山やまくん」

　嬉野さんがおれの制服の袖そでをひっぱった。

「ああ、うん」

　連中はこちらに向かってきて、おれたちはちょうどすれ違うような形になる。おれは、まっすぐ前を向いて、あいつらから視線をそらさないように進んだ。目をそらしたら、なんか負けな気がした。ちょうど横をとおりすぎるとき、誰かが口を開いた。

「マスク女、気味悪いんだよ」

　連中がげらげらと笑う。

　その笑い声を聞いた瞬間、頭の中が一瞬にして沸点に達した。じくりと全身から汗がふきだす。おれは足をとめる。こぶしを握りしめていた。

　今のとり消せよ！

　そう叫びたくて、でも、口からでる前に、おれの手首が握りしめられていた。嬉うれし野のさんがそうしていた。うつむいたままで。肩が震えているように見えた。あいているほうの手で、スカートを握りしめている。

「嬉野さん」

「……ぜんぜん、平気、だから」

「でも」

「……け、けんかになったら、わたし、勝っちゃうし」

　震えながら嬉野さんは言って、ちょっと笑う。

　ああ、と、おれは思った。嬉野さんは強いな。

　こんなことは、嬉野さんにとっては、よくあることなのだろう。これが嬉野さんの戦いなのだとしたら、おれはそれを支持すべきなのかもしれない。

　おれは大きく息を吸って、細く長くはきだした。ふりかえると、あいつらはにやにやしながら、おれたちを見ていた。水虫どもめ、いつか殺菌してやる。

「いこう、嬉野さん」

　おれの手首を掴つかんでいた嬉野さんの手をそっとほどいて、それから逆に嬉野さんの手をとる。

「あ」

　嬉野さんが、びくん、となった。

「頼むから投げないでくれよ？」

「……う、うん」

　ホッケーマスクのせいで顔は見えない。

「じゃ、いこう」

　小さく頷うなずいて、嬉野さんも歩きだした。

　しばらく無言のままだった。

　頭の中ではいくつかの言葉が浮かんでもいた。慰めの言葉とか、勇気づける言葉とか、あいつらの悪口とか、あるいは嬉野さんを責めるような言葉までも。どれもうまく伝えられそうにないから、口にだすのはやめておいた。かわりにおれは言った。

「ピロウズのＣＤ聴いたよ」

「……あ、うん……うんっ！　どうだった？」

　心なしか嬉野さんの声がはねあがる。

「『ハイブリッドレインボウ』って曲がなんかよかった」

「……わ、わたしも好き！」

　おれは嬉うれし野のさんの手をひっぱる。嬉野さんはとことことついてくる。そうしながら、おれは小さな声でその歌を口ずさんでみた。嬉野さんが、マスクのままでおれを見あげてくる。おれが自分からうたいだしたから、驚いているのかもしれない。実を言うと、おれも自分でちょっと驚いている。

　――辛つらいことあったとき、音楽聴くとがんばれたりするし。

　以前、嬉野さんが言っていた言葉を思いだした。

「……歌詞、ちょっと違う」

「あ、やっぱり」

「……音程は、だいぶ違う」

「あれ？」

　マスクの下で嬉野さんは笑った。それから小さな声でうたいだす。七なな瀬せの声は力強い。それにくらべると嬉野さんの声はちょっと弱い。でも、かわいらしい歌声だった。ホッケーマスクのせいで、少しこもって聞こえる。

　いつか、嬉野さんが普通にマスクをはずしていられるようになればいいな、と、おれは心から思った。おれは、それを応援したい。



　　　　　◆◇◆◇◆



　最寄りの駅で下車して、スーパーに向かう。夕飯の食材を買うためだ。と言っても、おれは料理が得意とかってわけじゃないから、簡単なものしかつくれないけど。野菜のコーナーを覗のぞく。

「なすが安いわ」

　知っている声がした。おれは、そっちに目をやる。

　げ。

「美み鈴すず、さん……」

　美鈴菫すみれ子こ生徒会長の姿があった。なすの袋を持ちながら切れ長の瞳ひとみを向けてくる。

「なぜ、ここに？」

　正直、美鈴会長がいただけで、おれはびびった。一歩、うしろへさがる。

「なすが安いから、マーボーなすなんてどうかしら？」

　おれの質問など、路傍の石のごとく無視して美鈴会長は言う。

「そんな高度な料理はつくれないよ」

「あらそう。簡単なのに」

　相変わらずの淡々とした声だ。真意を測りかねる。

「いや、そうではなく、どうしてこんなところにいるの？」

「ここはスーパーなのだから、誰がいてもいいと思うけど？」

「それは、まあ、そうなんだけど……」

　でも、偶然とは思えない。おれは、七なな瀬せの部屋で見ているのだ。小学校の卒業アルバムを。そこには美み鈴すず会長の姿もあった。公立の小学校や中学校は学区ごとに登校場所が限られる。よって、美鈴会長はこの付近に住んでいるわけではない。たぶん。

　とすると、美鈴会長がこのスーパーにきたのは、なにかしらの意図があって、ということになる。

　ふと、さっき嬉うれし野のさんが言っていた、敵意の気配、というのを思いだした。

　もしかして尾行されていた、のか？

　でも、なんで……？

「えーと、おれ、早く帰って夕飯の用意しないといけないし、それじゃ」

　おれはなすをカゴにほうりこんだ。マーボーなすのつくり方なんて知らないから、これは炒いためればいいやと思い、てきとうに安い豚ばら肉も確保した。炒めて焼き肉のたれでもかければなんでも食える。そういうものだ。

　美鈴会長をふり切るようにレジに並ぶ。できるだけ下を向いて、美鈴会長のことは視界に入れないよう努力した。なんか苦手だ、あの人。

　スーパーの袋を抱えて、外へでた。

　うしろをふりかえるが、美鈴会長の姿はなかった。おれのことを手錠で拘束するような人だ、こんなに簡単におれを見逃してくれるとは思えないのだけど……。

　とにかく、早く帰ろう。そう思って足早に進む。

　と。

　ぽつ、

　ぽつ。

「あ、やば」

　ぽつ、ぽつ、つ、つ、つつつ、ざあああああああああ。

　大粒の雨がふってきた。白いもやでもかかっているように世界がかすむ。

　おれはすぐそばにあったパン屋の軒下に避難した。

「くそ」

　髪が濡ぬれてべったりとはりついている。がしがしかきまわすと、しずくが滴った。

　まいったな。予報では雨は夜からだったし、朝はきれいに晴れていたから、折りたたみ傘なんて持ってきていなかった。ひきかえしてビニール傘を買うか。財布をあけて、残金を確認する……やっぱ走って帰るか。

　空を見あげる。分厚い雲のせいで、半ば夜のように暗い。風景はとろりと輪郭を失い、ぼんやりしている。少し待てば弱くなるだろうか。

　そんなことを考えていると、

「家まで送ってあげようか？」

　美み鈴すず会長が優雅な仕草でおれに傘を傾けた。

　この雨も美鈴会長の仕業なのか？　と、思いたくもなる、そんなタイミングだった。

「い、いや、そんな、お手を煩わせるわけには……」

「でも、こんなところにいたら、夕飯、遅くなってしまうんじゃない？」

　美鈴会長はおれの手にしていたスーパーの袋へ視線を落とす。

「それは……」

　そのとおりである。

「あの、じゃあ、そこのスーパーでビニール傘でも買ってきてくれれば」

　この際、仕方がない。

「わたしをパシリに使おうと、そういうわけ？」

　あくまでも平らかな表情で美鈴会長は言った。でも、なんか怖い。

「あ、いえ、決してそのような意図ではなく、当方といたしましては……」

　ぐいっと美鈴会長が傘を差しだしてくる。『となりのトトロ』で、こんなシーンあったなとおれは思った。男女逆だけど。



　根負けしたおれは美鈴会長と相合傘で歩く。美鈴会長の傘は折りたたみ傘であるから、あまり大きくはない。結果的におれと美鈴会長は肩がぶつかりあうくらいの距離で歩いていた。横目で美鈴会長を見やる。切れ長の瞳ひとみはまっすぐ前を見つめていた。雨のにおいにまじって、美鈴会長から甘い花みたいな香りがした。なんだか落ちつかない。

「六組はＡコースだったかしら？」

　不意に美鈴会長がおれを見た。目があう。

「え？」

　盗み見てたのを咎とがめられたような気がして、おれは慌てた。

「修学旅行のコース」

「あ、ああ。うちはＡコース」

「それは残念。八組はＢコースだから」

　残念というのは、どういう意味なのだろう。

「ところで、道はこちらでいいのかしら？」

「あ、うん。ほら、あのアパートがそう。三階が姉さんの部屋で、おれ、そこに居候させてもらってるんだ」

　表玄関まで辿たどりついた。管理人が常駐しているわけでもないし、監視カメラがあるわけでもない、各部屋が広いわりに安いというだけが取り柄のぼろアパートである。駐輪場にとめられている自転車がドミノ倒しになっていた。

「えっと……」

　美み鈴すず会長を見る。セーターの右肩が濡ぬれていた。髪も濡れて頬ほおにはりついている。

　ありがとう、それじゃこれで、と言って追いかえすわけにもいかないか。

「その、このままじゃ風邪とかひくかもしれないし、タオル、貸すよ」

　美鈴会長は、無表情をほんの少し緩めて、微笑ほほえんだ。

「それではお言葉に甘えて」

　おれは、なんだか選択をミスしたような気持ちになった。



　すっかり濡れてしまった靴を脱ぎ、靴下も脱ぐ。そのままぺたぺた歩くと、廊下におれの足あとができる。

「えっと、靴、かわかすから持ってあがって」

　ふりかえると、美鈴会長は玄関に腰かけて、すうっとニーソックスを脱いでいた。見てはいけないもののような気がして、慌てて目をそらす。

「お邪魔します」

　つつましく言って、美鈴会長がおれの家（真ま綾あやの借りてる部屋だけど）に入ってくる。

　読み終えたまんが雑誌の上にスニーカーをのせる。美鈴会長にも一冊差しだした。

「ドライヤーを使えば、まあ、少しはかわくだろ。あとはタオルか。てか、寒いよね？」

　濡れたせいで、思いのほかからだが冷えていた。

「そうね」

　……シャワー貸して平気か？　いや、さすがにやりすぎか。そんなに親しくもない男子の家でシャワーとか抵抗あるよな。変な意味にとられても嫌だし。こいつ下心でもあるのか、とか思われたくない。いや、でも実際、けっこう寒いよな。どうしよう……。

「シャワーを借りても構わないかしら？」

　美鈴会長はいつもどおりの抑揚の少ない声で言う。

「……あ、ああ。えっと、抵抗が、なければ」

「葉は山やまくんを信じるわ」

　逆に、おれに対する罠わなかもしれないと思った。

「そ、そう」

「葉山くんを信じるワーテルローの戦い」

「なんで言い直したの！」

「ジョークよ」

　表情一つ変えないから、どうリアクションしていいのか困る。あと、美み鈴すず会長はジョークのセンスがない。ちなみに、ワーテルローの戦いは世界史用語だ。こないだの試験にもでた。ナポレオン軍が、イギリス・プロイセン・オランダ連合軍に完敗した戦いのこと。

　美鈴会長を浴室に案内する。

「タオル置いておくから使ってよ」

　おれはそう言い置いて、そそくさと脱衣所からでた。

　とりあえず、部屋着に着替える。間もなく、雨の音ばかりがする部屋にシャワーの音がまじった。なんともそわそわする。自分の家なのに落ちつかない。

　テレビをつけて、シャワーの音をごまかす。夕方のニュース番組では天気予報をやっていた。明日はまた天気が回復するらしい。

「……靴でもかわかすか」

　わざと声にだす。ヘアドライヤーを当てて、美鈴会長の靴をかわかすことにした。

　おれのスニーカーより、ずいぶん小さいな、と思った。そうしながらも、なにかを忘れているような気もしていた。なにか気掛かりなことがあるというか……。

「なんだっけ？」

　するとそのとき、ガチャガチャとノブがまわる音がした。

　ばたん、と勢いよくドアが開かれる。

「あ！」

「ただいまー。ふいー、すごい雨だ。びしょびしょ」

　真ま綾あやが帰ってきた。

　そして、おれは動揺する。

「お、おおお、おかえり、姉さん」

　やばい、忘れていた。そうだ、真綾だ。

　今、浴室には美鈴会長がいる。真綾のいない間に女の子を連れこんで、しかもシャワーを貸していたなんて知られたらめんどうなことになる。どうせ、おれの話なんか聞かずに暴力に訴えかけてくるに決まっている。

　真綾がパンプスを脱ごうとする。おれは、ずだだだだっ、と短い廊下を走り、真綾の前に立った。靴、回収しておいてよかった。

「じ、実はまだ、夕飯の用意してないんだ」

「ん？　まあ、べつにいいけど。てか、テレビの音でかいよ。さげなよ」

「いやさ、その、たまには外で食べないか？」

「なんだよ、いつもは姉弟ででかけるの嫌がるくせに」

「まあ、たまにはいいかな、と」

　真綾を外へ連れだそう。美鈴会長にはメールで事情を伝えればいい。

　だが。

「嫌だって、また外いくなんて。雨ふってるっつってるだろう」

　真ま綾あやの濡ぬれた足がまた廊下に足あとをつくった。ぺたぺた、ぺたぺた。

「うわああっ、姉さん」

「なんだよー、寒いんだよー、シャワー浴びたいんだよー」

「いや、今、ちょっとシャワーは」

「なんで？」

「壊れてる」

　とっさにうそをついた。

「え、まじで？　なら、修理頼まないとじゃん。めんどいなあ。どこが壊れてんの？」

　真綾は脱衣所の扉に手をかけた。

「うわああっ」

「なんだよ？」

「ごめん、うそ。壊れてない」

　壊れてはいないんだけど……。

「なによ、一いつ樹き？　あんた、どうかしたの？」

　このままではダメだ。ちゃんと本当のことを話そう。そうすれば、いくら真綾でも理解してくれるだろう。

「落ちついて聞いてほしいんだけど、実は今――」

　と、おれが説明しようとしているのに、真綾は関係ないとばかりに扉を開いた。

「「「あ」」」

　三人の声が重なった。真綾、美み鈴すず会長、おれ、の三人だ。

　おれはとっさに目をつぶったから、脱衣所で美鈴会長がどんな格好をしていたのか知らない。本当に本当だ。くりかえすとうそくさく聞こえるかもしれないが、そのへんを勘違いされては困る。

「ちょっと一樹」

　しばしののち、真綾が口を開いた。

「はい、なんでしょうか」

「ちょっと、腕を貸して」

「どうぞご随意のままに」

「潔い。はっ、せいや！」

「ぐああああ、ギブギブ」

　コブラツイストをかけられ、関節がみしみしと音を立てた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　　　◆◇◆◇◆



「違うんスよ、彼女は美鈴さんって言って、うちの学校の生徒会長で、帰る途中で雨ふってきたから傘を貸してくれて、でも、濡ぬれちゃったからうちでシャワーを貸していただけなんスよ。決して、姉さんがいない間に女の子を連れこんで、いかがわしいことしようとしていたんじゃないんスよ、ほんとッス。うそじゃないッス」

　何回も粘り強く説明して、ようやく真ま綾あやは納得してくれた。美鈴会長がうまく言ってくれたおかげでもある。

「一いつ樹きくんは、今、生徒会執行部の仕事を手伝ってくれているんです」

　美鈴会長はそう言った。

「今日もそのせいで、帰りを遅らせてしまい、雨にもふられてしまいました。どうか、一樹くんを責めないであげてください。誤解なんです。悪いのは、むしろわたしのほうですから。わたしこそ、早くにお暇いとますべきだったんです。それを一樹くんが優しいからついつい甘えてしまって、申しわけありませんでした」

「あら、しっかりした子。かわいいし。むかしのあたしそっくり」

　それ、七なな瀬せのときにも言ってただろ。思ったが、飲みこむ。

「菫すみれ子こちゃん、だっけ？」

「はい」

「まだ雨強いみたいだし、もうちょい、うちにいてもいいからね」

「ありがとうございます」

　そう言って、美み鈴すず会長はちらりとおれを見た。

「確かに雨も強いけど、でも、あんまり遅くなってもよくないだろ。外、暗いし」

　おれはそう言ってみた。

「そんときは一いつ樹きが駅まで送っていくから。一応、おうちに電話しておきなよ」

「はい、ありがとうございます」

　勝手にそのように決まった。まあ、傘を借りた恩義もある。駅に送るのも、やぶさかではない。

「夕飯も食べていけばいいよ。うちのシェフに今から用意させるし」

　真ま綾あやはぱんぱんと手を叩たたいた。

「これ、ここにあわびの冷製パスタを持ってまいれ」

「めちゃくちゃ言うなや」

「余は空腹じゃ」

「へいへい」

　横暴な姉がいると、弟はしっかり者になるのだ。

　おれはキッチンに立つ。米をといで今から炊くと時間がかかってしまう。仕方がないのでスパゲティにする。もちろん、あわびとかはない。簡単にできるからスパゲティばっかり食べているけど、おれは基本的には米派だ。がっつりと、かつ丼どんとか食べたい。今度、つくり方を覚えよう。

「なにか手伝うことはある？」

　うしろに美鈴会長が立っていた。湯あがりで、髪をおろしていて、なんだかいつもより艶つやがあった。思わず見み惚とれてしまう。

「あ、いや、えっと……じゃあ、おれ、なす炒いためるからスパゲティをお願い、します。これ、鍋なべ」

　大鍋を美鈴会長に託す。おれは洗ったなすを輪切りにして油をひいたフライパンで炒めた。豚ばら肉は、今日は使い道がないので、冷蔵庫にしまう。塩コショウと七味唐辛子で味を調える。

「あ、辛いの平気？」

　美鈴会長に訊たずねてから、いや、美鈴会長は激辛好きだったと思いだした。

「ええ、とても。いっそ、もっとかけてもいいくらい」

「いや、それはちょっと……そういえば、美鈴さんは料理、自分でするんだっけ？」

「そうね」

「料理じょうずなんだね。弁当、ちゃんと食べられなかったけど、すごくおいしそうだったし」

　少なくとも見た目はおいしそうだった。辛すぎるのは、あれだけど。

「あら、そう。もっと褒めてもかまわないわ」

　ぽそっと呟つぶやいた美み鈴すず会長はほんのり頬ほおが赤い気がしたけれど、それは湯あがりのせいだろう。

「そうだ、おれ、今度かつ丼どんつくりたいんだけど、つくれる？」

「もちろん」

　料理上手の女子って、やっぱり男子的にはポイントが高い。

　そう考えると、七なな瀬せはひどいもんだった。まあ、完成品の味は問題なかったけど、あれじゃあ怪け我がをする。包丁を握らせてはいけないタイプだ。

「じゃあ、よければ、今度教えてよ」

　社交辞令的に言ってみる。てきとうにうそを言ったわけではなく、おれとしてはかつ丼がつくってみたい。が、きっと美鈴会長と一緒に、かつ丼をつくる日はこないだろうという確信もあった。

「……いいわよ」

　茹ゆであがったスパゲティを水切りして、なすを炒いためていたフライパンに移す。ざっくり炒めて、もう一回味を調えて完成。



「あら、おいしい」

　というのが美鈴会長の感想だった。おれのつくったものに、さらに七味唐辛子をふりかけていたけど、まあいいさ。

　真ま綾あやとおれ、美鈴会長の三人で食卓を囲むというのは変な感じもした。

「菫すみれ子こちゃんは生徒会長さんなんだ？」

　もりもり食べながら真綾が訊たずねる。

「ええ」

「大変そうだね」

「そんなことはありません。やりがいのある仕事ですから」

　ちらりとおれを見る。

「一いつ樹きくんも手伝ってくれますし」

「こいつは使えないでしょ。借りぐらしのくせにアリエッティかナシエッティで言えば、ナシエッティだね」

「意味わからん」

　もそもそ食べながら、おれは口を挟んだ。

「お姉さまと葉は山やまくんは仲がいいんですね」

「菫すみれ子こちゃんは兄弟はいないの？」

「わたしは一人っ子なので、お二人が羨うらやましいです」

「「いやいや、そんなにいいもんじゃないって」」

　真ま綾あやとおれは同時に手をふった。

「一いつ樹きはむかしっからヘタレでねえ。集めていたカードをなくしては泣き、テレビを見逃しては泣き」

「カードを奪ったのも、テレビのリモコンを独占していたのも姉さんだけどな」

「まるであたしが悪いみたいに言うなよ」

「まるで姉さんが悪くないみたいに言うなよ」

　美み鈴すず会長が、ほんの少し表情を緩めたように見えた。

「一樹くんは責任感のある人ですよ。軽音楽部でも一生懸命ですし」

　それは、ひょっとして嫌いや味みのつもりだったのかな、と思わないでもなかったけど、真意は訊たずねようもなかった。

　軽音楽部は現在、活動休止中だ。部長会が開かれるまでの間、おれが生徒会奉仕活動に参加しさえすれば、軽音楽部が潰つぶれることはない。

　責任感、ね。



　七時半をすぎたころには雨も弱まっていた。駅まで美鈴会長を送っていくことにする。

　もちろん、おれはおれの傘をさし、美鈴会長は自分の傘をさして歩く。

「裸足はだしでローファーって足、痛くない？」

「そんなには」

　美鈴会長はニーソックスを脱いでいて、裸足でローファーをはいている。濡ぬれたから仕方がないだろうけど、靴ずれとかにならないだろうか？

　家をでる前に、真綾が買い置いていた未使用のタイツをあげようとしたのだけど、「お気づかいなく」と、美鈴会長は丁寧に断っていた。

「あのさ、美鈴さんは、どうして七なな瀬せと仲が悪いわけ？」

　美鈴会長はおれをじっくりと見つめてくる。そうするだけで、とくに答えてはくれなかった。雨に濡れた道路を歩く、美鈴会長とおれの足音だけが耳に届く。

「言いたくなければ、べつにいいんだけど」

　でも、おれの脳裏にはあの写真が浮かんでいた。七瀬の部屋で見た、七瀬と美鈴会長の写真だ。おれには、二人が仲のよい友達に見えた。あるいは、姉妹のように。

　七瀬も美鈴会長も一人っ子らしいし。

　だとしたら……。

「七なな瀬せとはむかしからの知りあいなんでしょ？」

「言いたくなければ、べつにいいと言ったばかりで、その質問？」

「ですね。黙ります」

　二人はむかしは仲がよかった。だけど、なにかをきっかけにして、二人の仲は壊れてしまった。言いにくいことなのかもしれない。

　しばらく無言で歩いた。車のヘッドライトが雨の粒を浮きあがらせる。

　おれの傘と美み鈴すず会長の傘がぶつかった。

　濡ぬれてさえいなければ寒いというほどでもなくて、空気は生ぬるい。

「中学一年生のとき」

　前触れもなく、美鈴さんは語りはじめた。

「上級生にからまれている同じクラスの男の子を見かけたの。気弱そうな子で、からんでいたほうは体格もよくて、確か部活の先輩後輩だったんじゃなかったかしら」

　美鈴会長がなんの話をしているのかよくわからなかったけど、おれは口を挟まなかった。

「ほかの生徒もそれに気づいていて、状況はわかっていたのだけれど、でも、怖くてなにも言えない、そんな状況だった」

　なんとなく想像できる。

「見て見ぬふりをするのが普通。よくて、先生を呼びにいくくらい。そうでしょ？」

「かな」

　おれだって、あいつを助けにいくのに何日、何週間、何カ月かかっただろう。

「なのに、甘あまるりはそれを見たとたん、すたすたと歩いていったの」

「すごいな」

「上級生のほうは甘るりに気づいていなかった」

　そのときの七瀬を想像する。凛りんとした表情で迷いなくつき進んでいくさまが浮かんだ。誰もが避けてとおろうとするのに、わざわざ首をつっこむのがパンクだ。

「でも、周りのみんなは気づいていて、どうなるんだろうかって注目していて。甘るりはさっと彼らの間に立ったの。それで」

「それで？」

「からまれていたクラスメイトを殴った」

「は？」

　おれはあやうく、古いコントみたいにずっこけるところだった。

「思いっきり、ぐーで。顔にあざが残るレベルで」

「意味わかんないんだけど」

「みんなあ然としてた。からんでた上級生の不良も、わたしも」

「今、おれもぽかーんとしてる」

　七なな瀬せがどんな意図でそうしたのか理解に苦しむ。

「甘あまるりはそれだけで、颯さつ爽そうとその場を去っていった」

「さっぱりわからない」

　七瀬はなにをしたかったんだ。

「みんなそう。だから、なんであんなことをしたのか、あとで訊きいてみたの。そしたら」

「そしたら？」

「犯人に人質をとられたら、まず人質を撃て、という格言があるんだって」

「乱暴だな。誰だ、そんなこと言ったやつ」

「キアヌ・リーブス」

「ハリウッドスターが！」

　そういや、その映画、むかし見たような気がする。人質をとられたら、迷わず足を撃つんだそうだ。そうすれば人質は犯人にとってお荷物でしかなくなり、命は助かる。

「つまり七瀬は」

　おれはそのときの七瀬の心情を想像して言ってみる。

「からまれているほうのクラスメイトを不良たちより先に殴ってしまえば、その場面が成立しなくなると思ったわけだな」

　顔にあざができたのなら、周囲にも「なにか問題があったのだ」という目印になる。教師もでばってくるだろうし、そんなやつに今後からむのは、めんどうだろう。

「たぶんね」

「七瀬は伝説持ってるな」

　そんな七瀬のむかし話を聞いてるうちに駅まで辿たどりついた。

　結局、七瀬と美み鈴すず会長がどうして不仲なのか、その原因は聞けなかったけど、まあ、いい話を聞かせてもらった。その殴られた彼は、今はどうしているだろう。七瀬を恨んでいるのか、それとも七瀬に感謝しているのか。

「送ってくれてありがとう」

　美鈴会長はあんまり感謝しているようでもない、いつもの平へい坦たんな声で言った。

「じゃあ、気をつけて」

　ひらひらと手をふっておれは美鈴会長を見送る。美鈴会長は傘を折りたたんで、改札方向に進み、でも立ちどまってふり向いた。

「葉は山やまくん」

　おれの名前を呼ぶ。

「なに？」

　しばらくおれをじっと見つめ、でも、美鈴会長は首をふった。うしろで束ねた髪がゆっくりと揺れた。

「明日は屋上前の物置場を整理するんだけど、こなくてもいいから」

　おれは苦笑するしかない。

「サボったら、七なな瀬せに殺される」

「そう」

　今度こそ、美み鈴すず会長は改札をくぐっていった。人ごみにまぎれて、姿が見えなくなる。



　　　　　◆◇◆◇◆



　今日は朝から晴れている。絵具の青よりも青い。あじさいの花がきれいに咲いていた。

「はあ……」

　重いため息がこぼれた。朝からある不安がおれの頭の中を占めているのだ。

「美鈴さんになんて言ってこれを渡すべきか……」

　おれは紙袋を持ちあげ、またため息をついた。

　と、

「おっす」

　アパートの前に七瀬が立っていた。右手を軽く上にあげて、左手はパーカーのポケットにつっこんでいる。長い黒髪が朝日を浴びて、きらきらと光っていた。

　おれは紙袋をとっさに隠した。

「お、おう……どうしたよ？」

　現在、軽音楽部は活動休止中なのだから朝練はない、はずだ。

「まあ、ちょっとね」

　七瀬は自転車を指さす。

「きみ、こいでよ」

「ん、ああ。いいけど」

　荷物をカゴにつっこんで、おれはサドルに腰かける。七瀬はうしろにまわり、おれの肩に手を置いた。

「いくぞ？」

　うしろに確認してから自転車をこぎだす。「暑い」までは届かないけれど、「暖かい」よりはもう少し暖かいという感じだった。スズメが鳴いている。

「ねえ、きみ、なんかおもしろいこと言いなさいよ」

　突然、七瀬が言った。

「いきなりだな、おい」

「きみの芸人としての真価が問われているのよ」

「おれは芸人ではない。そういう夢も持ってない」

「なによ、つまらないわね」

「むちゃくちゃ言うなよ」

「話がおもしろい男子はモテると言うけど、江口くんはそんなことだから……」

「そんなことだから、なんだよ？」

「みなまで言うまい」

「失礼なやつめ。おれの超絶おもしろ話で笑い死ね」

　ごほん、とおれは咳せき払ばらいをする。

「えー、富士山の頂上とかけまして――」

「え、なに、なぞかけなの？　あたしの求めていたのとは違うんだけど」

「うるさいな。いいから聞けって。富士山の頂上とかけまして、七なな瀬せの手料理とかけます」

「あたしの手料理？　……その心は？」

「空気（食う気）が薄れます」

　われながら会心のできである。

　ふふふ、と七瀬は笑った。

「どうやら命が惜しくないようね」

「え、ちょ、ま……く、くるし、首が、しま、息……」

　あやうく事故るところだった。こういうのは笑って許せよ。

　閑話休題。

「ねえ、昨日のことなんだけど」

　と、七瀬があらためて言う。たぶん、これが七瀬がおれを待ち伏せていた理由だろう。

「昨日？」

「きみ、解散したあとに、菫すみれ子ことなんかあったりした？」

　ぎくり。

「な、なんでそんなこと？」

「あたし、バイトあるから先にでたけど、忘れもの思いだしたからひきかえしたの。そしたら、菫子がなんか、家とは違うほうに歩いてくのが見えたから」

　ただ、七瀬はそのときはそれだけで、わざわざ仲の悪い美み鈴すず会長に声をかけたりはしなかったのだそうだ。

「そのときはなんとも思わなかったんだけど、あとから考えると、きみのあとを追っていたのかもって思えてきて……」

　こいつ、けっこう鋭いよな。たぶん、それはまさにおれを尾行している美鈴会長の姿だったのだろう。

「で、実際のとこ、どうなのよ？」

　変に言いわけをするよりは正直に話そうと思い、おれは昨日、美鈴会長がうちまでやってきたことなどをぽつぽつと話して聞かせた。ただ、シャワーを貸したとかは、ちょっと省いたけど。

「菫すみれ子こ、きみの家まで、いったの？」

　七なな瀬せが不快そうな声をあげる。

「まあ、結果的に。雨にふられてしまったから仕方なくだけどな」

「どんな話、したのよ？」

「いや、普通だよ。修学旅行の話とか、家族構成とか。あとは、七瀬の伝説とか」

「なによ、あたしの伝説って？　悪口？」

「んー」

　思いかえすと、あれはぜんぜん悪口ではなかったな。それどころか、あの口ぶりから判断すると、美み鈴すず会長はそんなに七瀬が嫌いでもないんじゃないかなと思えた。

「七瀬が中学んときに、同級生の男子を殴ったって話」

「はあ？　そんなことしてないわよ！　非暴力と言えば、あたしかガンジーか、というくらいなのに！」

「うそつけよ！　いや、言葉がたりなかった。上級生にからまれてたところを助けるために、殴ったんだろ？　人質をとられたら、まずは人質を撃ての精神で」

「なによ、その乱暴な理屈は？　あたしがそんなこと言うわけないでしょ！」

　いや、すごく言いそうだよ。

　てか、覚えてないのか。まあ、案外、本人はそんなものなのかもしれない。

　……それとも、昨日の話は美鈴会長の創作なのだろうか？

　いや、それこそ悪口ならわかるけど、七瀬のいいところ……かどうかは微妙だけど、そんなうそをつくメリットがない。

「それだけ？」

「あとは、そうだな、バレンタインデーのときに、七瀬が後輩の女の子からまじのチョコレートをもらって告白された話とか聞いた」

　と、でたらめを言ってみる。

「そんな話までしたの？　菫子のやつ！」

　おい、そんなことあったのかよ？　詳しく聞かせろよ。

「あのさあ、おまえら同じ小学校で、中学も同じとこなんだろ？　なんでそんなに仲が悪いんだよ？」

　しばらく返事はなかった。まただんまりだ。

　七瀬も美鈴会長も、事情を話す気がないんなら、おれを巻きこまないでくれよ。

　無言の数分がつづき、七瀬はぽつりとこぼす。

「……知らないわよ」

　こっちが知りたいくらいよ、と、七なな瀬せは言う。

「……仲はよかったの。なのに、ちょっとずつ、菫すみれ子この態度がよそよそしくなって……気づいたら今みたいになってて」

　七瀬の声は心細げだった。

「おまえがむちゃくちゃなこと言って怒らせたんじゃないか？」

「あたしの味方をしろっ！」

「いて」

　後頭部にチョップを食らった。

「七瀬は、美み鈴すず会長とまた仲よくしたいと思ってるわけ？」

「……そういうわけじゃないけど」

「じゃあ、べつにいいんじゃないか？」

　おれは世界中の人が仲よくなれるなんてことは信じていないのだ。どうしたって、苦手だったり、嫌悪感が勝ってしまう場合ってのはある。それを無理に仲よくさせようとするから余計にこじれるのだ。

　人間ってのは歯車みたいなものなのだ。勝手にぐるぐるまわってる歯車。スピードも大きさも違う。ちゃんと噛かみあう場合と、そうでない場合がある。無理に組みあわせたりしたら、どっちかが、あるいは両方ともが壊れてしまう。だから無理をしてはいけない。

　仲が悪いなら、それはそれで構わない。みんな仲よくね、なんて言う先生をおれは信じたりしない。

　赤信号が見えて、おれは自転車のブレーキをかけた。

　と、

「殺気！」

　おれは右斜め後方より近づく刺客に気づいた。からだをひらりとかわすのと、つきだされたスタンガンがバチンと火花を散らせるのは、ほぼ同時だった。

「うう、気づかれました」

　由ゆ亜あである。高いとこでくくっている髪がぴょこぴょこ動いた。いつものリボンをしている。ドクロのパッチがついたカーディガンに、てろんとたれさがったニーソックスもいつもどおりだ。

　由亜は、ちっこい紅葉みたいな手で改造スタンガンを持ち、おれをうしろから襲おうとしたのだ。ぎりぎりで気づいたのでよけられた。

「ちょっとなんなのよ！」

　七瀬は倒れた自転車を起こす。

「そう何度もやられると思うなよ」

「葉は山やま先輩、あ、いえ、葉山先輩（暫定）のくせに生意気です」

「暫定ってなんだよ、暫定って」

「本格的には決めないで、とりあえず決めておくこと、という意味です」

「そういうことを訊きいてるんじゃない」

　おれは本格的に葉は山やま一いつ樹きだっつうの。

「てか、朝からなにしやがる」

「ちっ、今朝は失敗しましたと見せかけて」

　にゅっと、由ゆ亜あの腕が伸びてくる。しかし、おれはそれもよける。

「きさまの技はもはや見切った」

「バカな」

　由亜は顔をくしゃりと歪ゆがめる。

「ふっ、改造スタンガンとて、当たらなければどうということもない」

「こしゃくな真ま似ねを」

　などというやりとりは、一切なかった。

　おれは最初の一撃でのびていた。うしろから襲われて、反応できるはずがない。

「きゃあっ」

　おれが倒れれば、自転車と一緒にうしろの七なな瀬せもバランスを崩す。おれは無様に地べたにすっ転んだ。

「自転車で二人乗りとか、そういう破廉恥なイベントは見かけたら粉砕します」

「あぶないじゃない。あたしが怪け我がしたらどうするのよ！」

「望むところです。てか、甘あまるり先輩、うしろにのってる間、パンツまる見えでしたよ」

「なっ!?」

「こんな使い終わった使い捨てカイロみたいな葉山先輩にうつつを抜かすからです」

「ち、違うわよ。それに葉山くんは万能ナイフくらい使い道のある人だわ」

「万能ナイフって、日常生活では使い道なくないですか？」

「確かにない……かも」

「ということは、葉山先輩は無能だと」

「無能ではないわよ。少なくともナイフの機能はついているのだから」

「多くの機能を備えているのに、実際にはそれしか使い道はないと」

「そういう見方もできる、か。そう考えると、万能ナイフという名はふさわしくないわね」

「いえ、甘るり先輩の言うとおり、万能ナイフほど葉山先輩にしっくりくる言葉はないのかもしれません。目からウロコです」

　心からどうでもいいよ。そんなことより、もっとおれを気づかってくれよ、と薄れゆく意識の中で、おれは思った。



　　　　　◆◇◆◇◆



「おまえ、結果、どうだったよ？」

　昼休み、洋よう平へいがおれの席までやってきて言った。

　テストの話である。今日までで、すべてのテストが返却された。

「まあ、可もなく不可もなく」

　どの教科もそんな感じだった。平均点プラス五点くらいだ。

「洋平は？」

「聞いて驚け、美奈子ちゃんの英語は九一点だった！」

「先生、ここにカンニングした人がいます」

「なんでだよ！」

「おれがギリ七〇点だったのに、洋平が九一点とかありえないだろう。あ、そうか、採点ミスだ」

「失敬だな、きみは」

　洋平のテスト用紙には確かに九一点と書かれてある。採点ミスでもない。

「くそ、なんでだよ」

「美奈子ちゃんのおでこへの愛の差だよ。まあ、これは見せびらかしたかっただけだ。それより、学食いくだろ？」

「ああ……いや、ちょっと用事があるんだ」

「用事？」

「まあ、ちょっとな。先にいって、かつ丼どん頼んどいてくれ」

　そう、おれにはこなさなければならないミッションが一つあった。

　そっと七なな瀬せを見やる。

　七瀬は吉よし川かわさんと談笑していた。

　よし、今だ。そろりと紙袋を持ちあげて、おれは教室をでる。

　目指すは八組だ。

　授業が終わって廊下はざわざわしている。

　空はきれいに晴れていて、もう昼食を終えたのか、窓から中庭でバレーボールをしている生徒の姿が見えた。

　八組の出入り口前に立つ。

　他クラスというのは不思議なものだ。つくりは自分のクラスと同じはずなのに空気が違う。おれの場合、知りあいもいないし、なんとはなしに緊張した。

　美み鈴すず会長をさがす。と、すぐに見つかった。《氷の女王》オーラを放射していたから、すごくわかりやすかった。ぴんと姿勢よく座り、なにかを書いている。

　美み鈴すず会長は教室では誰かと話したりしないのかな？

「あの、美鈴さん」

　声をかける。注目を浴びたくはなかったので、大きすぎず、小さすぎず、というのを心がけた。おれの声に気づいて美鈴会長がこちらを見た。おれはひらひらと手をふって見せた。美鈴会長はどこか不審そうな目をおれにかえす。

　なんだろう？

　おれは首をひねる。と、次の瞬間。

「現行犯で逮捕するっ！」

　すぐ耳元で七なな瀬せの声がした。腕をひねりあげられる。

「げっ」

「こそこそしてるから、なにかと思えば、きみ、スパイだったわけ？」

「なんだよ、スパイって」

「菫すみれ子この犬め」

「違うって」

　七瀬の目を盗んできたつもりだったのに、おれが八組へ向かうのは完全に気づかれていたらしい。べつに、おれはスパイではないけど。

「単に美鈴さんの忘れものを届けにきただけだよ」

「忘れもの？」

「朝、言っただろ？　昨日、美鈴会長がうちにきたって」

　ちらりと目を向ければ、美鈴会長が背筋をぴんとさせて、おれたちのところへやってくるところだった。ぴたりとおれの前で立ちどまる。

「なにかしら？」

　美鈴会長は平べったい声で言った。

「えっと……これを届けに」

　おれは美鈴会長に紙袋をさしだす。が、途中で七瀬がそれを奪ってしまった。

「おい、勝手に中、見るなよ」

　がさがさ、と他人のものなのに無遠慮に扱う。もしもワレモノとかだったら、どう責任をとるつもりなんだ、こいつは。

「な、なによ、これ？」

「だから美鈴さんの忘れものだって」

「なんでこんなもん忘れるのよ？」

　七瀬がじいっとおれをロックオンしている。返答を間違えれば撃ち落とされる。

「いや、それは……」

　やましいことがあるわけでもなかったのだけれど、おれはなんとなく口ごもってしまった。朝、説明を端はし折よったのが裏目にでた。

　すると、

「葉は山やまくんの家に、ニーソックスを忘れてしまったの」

　おれのかわりに美み鈴すず会長が答えた。相変わらずの淡々とした調子だった。

「だからなんでよっ？」

　七なな瀬せの声が高くなる。

「葉山くんの家でシャワーを借りたからよ」

　七瀬はぽかんと口を開けた。

　この事態に気づいた周りの連中が野や次じ馬うま的視線を向けてくる。ああ、あれが噂うわさの軽音楽部か。あのライブのね。なんか、執行部ともめてるらしいよ。なんて声がちらほら聞こえてきた。

「話せば長くなるんだよ」

　と言ってはみたが、またしても、そんなに長い話ではないような気もした。

「昨日、雨ふっただろ？　それで濡ぬれて、風邪ひくかもしれないし、うちの近くだったから、連れていって風ふ呂ろを貸したんだ。それだけだよ」

　それだけだ。

「そうだとしてもっ！」

　七瀬はビームでもだしそうな目でおれを見あげてくる。

「なにをそんなに怒っているの、甘あまるり？」

　あくまでも涼しげな声で美鈴会長は言う。

「怒ってない！」

　いや、怒ってるじゃないか。

「そもそも、なんなのよ、菫すみれ子こ。あんたの家、江口くん方面じゃないでしょ？　それがどうして、部屋にあげてもらうことになるのよ？　そこからしておかしいじゃない！」

「確かに家は近くないけれど、そのことに関して甘るりに説明しなければならないとは思わないのだけれど」

　七瀬は一瞬ひるんだ。でも、噛かみつくように前にでる。

「あ、あるわよ。江口くんは軽音楽部の部員なんだから」

　七瀬はぐいとおれのシャツをひっぱった。

「でも、葉山くんが言うには、あなたに無理やり入れられたということだけど」

　ぎんっ、と七瀬はおれを睨にらむ。

　おれは目をそらす。

　七瀬はすぐに美鈴会長に向き直った。

「そっちが課した生徒会奉仕活動とかってのにも、ちゃんと参加してる。部長会が開かれるまでは休部だっていうのも守ってる。約束は破ってないでしょ。邪魔しないで」

「あら、それはどうかしら」

　美み鈴すず会長は肩にかかっていた髪をうしろへ払った。

「そもそも、五月の末日の段階で部員が四人確保され、かつ実質的な活動をしていなければ廃部になるという決まりだったはずよね」

「そうよ。条件はクリアしてるでしょ！」

「葉は山やまくんが本人の意志に関係なく、入部させられていたのだとしたら、軽音楽部は条件を満たしていないことになるのではないかしら」

「な、なによ、それ」

「言葉どおりの意味だけど」

　美鈴会長が切れ長の目でおれを見つめてくる。

「どうなの、葉山くん？　あなたは無理やり入部させられたのではないの？」

　七なな瀬せは険しくさせた目でおれを睨にらみつける。ぐいっと強くシャツをひっぱった。

「どうなのよ、きみ？」

　おれは――。

「……ま……まあまあまあまあ、二人とも落ちついてくれ」

　おれは平和主義者なのだ。

「落ちつくもなにも、きみがはっきりすれば終わるのよっ」

「はっきり、と言われてもさ」

　おれは言葉をにごす。

「きみはただ嫌々やってるだけなの？」

　前にも同じ質問をされたことがあったな。あのとき、おれはどう答えたのだっけ？

「その……、おれが自分の意志に関係なく入部させられたのは事実なわけで」

　この野郎、という目で七瀬はおれを見ている。でも、事実だ。おれを脅すために、変な写真を撮ったりもしたではないか。

「ただ、軽音楽部のみんなといるのは楽しい。うん。そういう面もあるにはある」

　おれは相変わらず音痴だし、べつに楽器が弾けるわけでもなんでもない。っていうか、軽音楽部としての活動なんて、まだなにもしてないのだけれど。

　その意味では、おれはまだ仮入部中みたいなものだ。

「だから、今すぐに退部届をだそうという気もないような、そうでもないような」

「なんなのよ、その煮え切らない態度は！」

　七瀬はおれに顔を寄せる。甘い香りがおれの鼻をくすぐる。

「きみはどっちの味方なわけ？」

「敵とか味方とか、そういうふうに、すぐわけるのはどうかと思うんだ」

　すると、不意に七なな瀬せはおれの胸ぐらから手をはなした。七瀬の瞳ひとみがわずかに揺れる。

「……なんで、あたしの味方してくれないの？」

　七瀬の声が弱々しくなった。おれは少し胸が痛くなる。

「いや……だから、敵味方の話じゃなくてだな」

　おれはあくまでも、のらりくらりとかわそうとしたのだけど、それを遮って七瀬は強く宣言した。

「あたしなら、きみがピンチのとき助けにいく」

「……」

「でも、きみは違うみたい」

　七瀬はおれに背を向ける。長い髪が勢いよく翻った。

「お、おい七瀬！」

　七瀬の背中に呼びかけたけれど、七瀬はふりかえることもなく、そのままどこかへいってしまった。

「……なんだよ」

　どうして、穏便に済ませようとしているおれが、なじられなきゃならんのだ、納得がいかん。おれは悪くない。

　美み鈴すず会長にニーソックスを渡し、学食にいって、おれはかつ丼どんを食べた。



    

  
    
      



    

  
    
      

５章　「ほら、呼んでみなさいよ」



　あっという間に放課後になった。

　不思議なものでその間の記憶がない。小説で言うと、章をまたいでいる間に時間がすぎてしまったみたいな感じだった。空白の時間に主人公はなにしてたんだよ、と思わないでもないけど、あれこれぜんぶ書かれていても読者としては読むのが大変だし、まあ、そういう省略って必要だよね。なんてことを小波先生に話してみた。

「それが授業中に居眠りをしていたいいわけ？」

　精一杯「怒ってますよ」という表情で先生は言う。でも、ぴかぴかのおでこを見ていると、ぜんぜん怖くない。ラクガキしたくて仕方がない。

「すいませんでした」

「普通、こんなかわいい先生を前にしたら興奮して眠れないものなんだけどな」

　思わず笑いそうになり、腹筋を使って耐える。頬ほおがひくひくしてしまったかもしれないけど。

「今、笑うの、がまんしたでしょ？」

「そんなまさか」

「先生のことバカにしてるでしょ？」

「まさかそんな」



　さて、生徒会奉仕活動三日目だ。

　教室で体操服に着替える。カバンは机の上に置いたままでいいだろう。どうせあっても邪魔なだけのケータイとサイフはロッカーの中に入れておく。

「ぼちぼちいくかな」

　教室をでようとすると、七なな瀬せが前をとおりかかった。

　おれを見て、「あ」となり、すぐに顔をそらした。おれのほうも、七瀬に責められるいわれはないから無視する。

　ただ、向かう先は同じなので、並んで歩いた。七瀬はぶっすーとしている。背後に「ぶっすー」という文字が見えるくらいだ。気まずいには気まずいけれど、逃げたら負けだとおれは思った。足早にざくざく歩く。



　屋上前の物置場にはいろいろなものがある。この粗大ゴミを撤去するのが今日の仕事だ。おれたちは、もはや単なる雑用係である。

　まあ、ペナルティなんてそんなものか。

「ここに積まれているのは過去の行事で使用されたものです」

　美み鈴すず会長が事務的な口調で説明している。

　それを、生徒会執行部の面々、各学年・各クラスの文化祭実行委員、それから七なな瀬せ、嬉うれし野のさん、由ゆ亜あ、おれの軽音楽部四人組が聞いている。

　物置場に、その人数は入り切らないので階段の途中でずらっと並んでいた。

「基本的には不要なゴミばかりですが、中には学校の備品や、過去の実行委員が購入した資材などもまざっています」

　要するに、先輩方が「やべえ、捨てんのめんどくせえ」とか「これって実行委員にかえすんじゃなかったっけ？」みたいなやつを、「ま、いっか。屋上前に放置しておけば」と言って置いてったものだということだ。屋上にでるようなことなんてないし、さして実害もないことから、そうなってしまったらしい。

「まずはリストをつくります。同時に明らかに不要なものはゴミとして処分します。きちんと分別をしてください。それから先ほども言った学校の備品や資材もでてくるでしょう。そちらは記き恩おんヶが丘おかにある倉庫で保管します」

　記恩ヶ丘というのは、校庭につづく坂の途中にある休憩所みたいなところだ。なんかの記念でつくられたらしいけど、おれはその由来を知らない。中途半端な場所にあるので、休憩所として誰かが休んでいるのも見たことがない。おれ自身、体育のときに横をとおりすぎるくらいの場所だった。

「では、はじめてください」

　まず、二チームにわかれる。屋上前の物置は実は一カ所ではない。

　軽音楽部おれたちは、そのままその場所で作業をはじめることとなった。

　軍手をはめて、手分けをして粗大ゴミをあさる。単純なゴミもあれば、カラーテープやカッターナイフなどの備品、大きな布やベニヤ板といった資材もでてくる。

「うわあ、やる気なくすわ」

　と、おれがこぼすと、

「腐らない腐らない」

　ボードを持った吉よし川かわさんが言った。ボードにはリストを書きだすための用紙が挟まっている。ちらりと見えたのだけど、吉川さんは達筆だ。さすが書記。

　ふと、七瀬を見れば文化祭実行委員の人と二人で角材を担いでいた。そのまま階段をおりていく。おれの視線に気づいたらしく、目があった。

　七瀬とおれは、同時に目をそらす。

　べつに、おれは悪くない。



　しゃがんで、段ボール箱の中身をとりだしていく。ほとんどはゴミだ。文化祭の飾りつけにでも使ったらしい色紙の束は色あせてしまっているし、手づくり感溢あふれる小道具や劇の台本なども残念ながら使い道はない。

　数年前の文化祭のプログラムを、なんとなくぱらぱらめくってみる。

　演劇や映画上映のタイムスケジュール、屋台の場所などが書いてある。軽音楽部のライブもある。卒業してしまった先輩たちのライブだから、おれは当然知らない。

「葉は山やまくん」

　不意に名前を呼ばれた。おれは顔をあげる。

「仕事中なのだけど？」

　美み鈴すず会長が立っていた。今日は美鈴会長も上はジャージ、下は短パンをはいている。

「あ、いや、つい」

　こういう作業は苦手だ。部屋の片づけでさえ、奥のほうにしまっていた懐かしいまんがとかをついつい読みはじめてしまう。

「悪いけれど、リストにのせたものを倉庫へ運ぶから手伝ってくれない？」

　美鈴会長のご指名である。断れるはずもなく。

「あ、うん、いいよ……って、なにそれ？」

「去年の体育祭で使われたドラム缶ね」

　確かにドラム缶だった。こんなのが埋もれているとは。

「いったいなんに使うわけ？」

「応援団が太鼓を叩たたくみたいにして打ち鳴らすのよ」

「なるほど」

　うちの学校では体育祭と文化祭が年度ごとに交互におこなわれる。去年は体育祭だったので、今年は文化祭の年だ。おれは、前の学校ではその手の行事に参加しなかったので、実はちょっと楽しみだったりする。

「一人で運ぶのは危険だから、反対側を持ってほしいの。手伝ってもらえる？」

「わかった」

　ドラム缶は黒くペイントされ、缶コーヒーのロゴマークのパロディが描かかれていた。本来「国産」と書かれているであろう部分が「黒産」となっている。「ブラック無糖」ではなく「ブラック無敗」とか。黒軍の使用していたドラム缶なのだろう。一学年に八組まであるうちの学校では、八色のカラーにわかれて戦うのだそうだ。

「いっせいのーせっ」

　美鈴会長と同時にドラム缶を持ちあげる。

「うわ、けっこう重いな」

　ずしりとした重みが、軍手をはめている両手にかかった。

「そっち大丈夫、美鈴さん？」

「平気。葉は山やまくんこそ気をつけて」

　階段をおりる際、おれが下側になる。一段ずつ確認しながら、ゆっくりと階段をおりた。途中、由ゆ亜あが上からおりてきて横をとおりすぎ、つづいて嬉うれし野のさんがまた上からやってきて「が、がんばってね」とひと言ねぎらいの言葉を残してとおりすぎ、また由亜が、今度は下からのぼってきて「ふっ、今は無防備ですね、葉山先輩」と手をわきわきさせつつ、きひひ、と笑って、でもなにもせずにとおりすぎていった。

「仲いいのね、軽音楽部」

　反対側を持つ美み鈴すず会長がぽつりと言った。

「べつにそうでもないよ」

　うちの部長殿は絶賛ご立腹中だ。おれの受け答えが気に入らなかったらしい。

　でも、おれは悪くない。謝る気はない。

　それに、美鈴会長が指摘したとおりでもある。おれは無理やり入れられただけで、おれの意志そのものはわりと軽んじられているのだ。

　だから、おれはもっと怒っていいはずなのだ。今まで流されすぎていた。

　七なな瀬せもそのことに気づくべきだ。

　そう、おれがもし、今この場で軽音楽部を辞めると言ったら？

　おれが、こんなのやってられないと投げだしたら？

　そんなことできないと七瀬は思っているのかもしれない。おれが、七瀬の言うことならなんでも従うと、そんなふうに思っているのかもしれない。

　でも、おれは、七瀬のおもちゃじゃない。

「執行部はみんなで遊んだりしないの？」

「そういう関係ではないから」

「ふーん」

　それきり、おれたちは会話もせずに歩いた。

　二階まで辿たどりついたら、渡り廊下をとおって体育館を目指す。うちの体育館は校舎の二階とつながっていて、その一階は武道場と剣道場になっている。体育館わきの通路を抜けて、運動部の部室棟をとおりすぎれば校庭につづく坂道の途中に、ぼろっちい倉庫が見えてくる。倉庫の前には備品や資材が並べられていた。

「はあ、重かった」

　一度、ドラム缶を地面におろす。美鈴会長はポケットからカギをとりだした。倉庫にはでかい南ナン京キン錠じようがかかっている。美鈴会長が南京錠をはずすのを、おれはうしろから眺めていた。美鈴会長のきれいな髪が風に揺れている。

　ガチャンと大きな音がして、南京錠がはずされた。

　美鈴会長が扉を開くと、薄暗い倉庫の中が覗のぞけるようになる。高いところにある薄汚れた窓から外の明かりが入る以外は、電灯もなくて、けっこう暗い。しかもかなり、ほこりっぽい。おれは、ドラム缶を転がすように中に運び入れる。

「えっと、これ、どこに置けばいい？」

　美み鈴すず会長に訊たずねる。

　ふりかえると、美鈴会長の顔が逆光の中でぼんやりと浮かんでいた。どういうわけか、いつもは無表情の彼女が、笑っているみたいに見えた。

　美鈴会長はすっと右手をあげる。そしてパチンと指を鳴らした。

　と、同時に。

　妙に気の毒そうな顔をした生徒会の二人組が、ずりずりと扉を閉めていくではないか。

　いつの間に現れたんだ？

「は？　えっ？　ちょっと！」

　ガチャンと、再び大きな音をさせて、扉が閉まる。

「お、おいっ！」

　すうっと血の気がひく。やばい。これはやばい。

「な、これ、どういうこと？」

　おれは一歩後退する。

「少しお話をしましょう」

　美鈴会長は逆に一歩踏みこんでくる。

「お話？　なんの？」

「それは葉は山やまくん次第」

　どういう意味だ。

　というか、なぜ、おれは学ばないのだ。

　もっと早くに気づけよ、おれ。

　美鈴会長とカギなんて、最悪の組みあわせではないか！

「おれ次第？　また、軽音楽部を辞めろとかそういう話？」

「不思議なのは、葉山くんは軽音楽部をつづけたいという強い意志はないのに、どうしてだか辞めようとはしないってこと。それを聞かせてほしいのだけど」

「べつに、おれは七なな瀬せに無理やり入れられただけで……」

「甘あまるりに弱みでも握られているの？」

　ぎくりとする。それだけで、美鈴さんはなにかを感じとったようだ。

「なるほどね」

　と言って、細いあごに手をそえる。

「甘るりは葉山くんの秘密を知っている……」

　美鈴会長はポーカーフェイスというか、感情を表にださない術を心得ているのかもしれないけれど、おれは顔にでるタイプだ。感情、ダダ漏れタイプなのだ。目をそらす。

「いいえ、秘密とは少し違うみたい。葉は山やまくんのなにか失敗に近いことを甘あまるりは知っている。おそらく、形として証拠を持っているはず。ああ、なるほど、甘るりはなにか卑怯な手で葉山くんをはめたのね」

　鋭すぎる。

　おれはさらに数歩、うしろへさがった。でも、倉庫はそんなに広くないから、逃げ場はない。美み鈴すず会長はおれが逃げた分をきっちりつめ、それどころか、さっきよりも距離を縮めてくる。すぐ目の前に立った。まっすぐ見つめられると、心を見透かされてしまいそうで、おれはどぎまぎした。誰か、助けてくれ。

「甘るりが握っているその証拠、それをわたしが処分してあげると言ったら？」

「え？」

　思いがけない提案だった。

「証拠がなくなれば、葉山くんが甘るりの命令に従う必要もなくなるでしょ？」

　あやうく、「確かに」と答えそうになったけれど、これは誘導尋問だ。スパイ映画とかでよくあるやつだ。

「な、なんの話かわからない」

　おれはあくまでシラを切った。

「甘るりは葉山くんを罠わなにはめた。それは葉山くんを貶おとしめるなんらかの効果を持つもので、甘るりは、そうね、その場面をきっと写真に収めたのね。ケータイのフォルダの中かしら」

　なんだ、この人の推理力は。

「甘るりはそれを使って葉山くんを脅している。たとえば、軽音楽部を無断で辞めようとすれば、その写真をばらまく、とか、そんなことを言って。だから、葉山くんは軽音楽部を辞めることができない」

　美鈴会長はずいっと顔を寄せてきた。

「わたしが、その証拠、消してあげると言っているの」

　おれはとっさに言葉が思いつかない。

　ただ、美鈴会長の涼しげな目を見つめかえすことしかできなかった。

「それであなたは自由になれる。これはなかなか魅力的な提案だと思うけど？」

「お、おれは……」

　その先をうまく言葉にすることができなかった。

「それとも、葉山くんは、本当は現状を維持したいと考えているの？」

「え？」

　美鈴会長は少し間をあけてからつづけた。

「そういうところも見てとれないわけじゃない。きっと甘るりは、葉山くんに不利ななにかを持っている。葉は山やまくんはそれを公表されると困る。これは表向きの理由。葉山くんは、本当は甘あまるりに弱みを握られたままでいたいのかもしれない」

「……」

「不本意ながら、とか、仕方がなく、という大義名分がほしいだけなのかもしれない」

　おれは、唾つばを飲みこみ、なんとか頭をフル回転させる。

「み、美み鈴すずさんは、どうしてそんなに七なな瀬せのことが嫌いなんだ？」

「あら、話のそらし方がへたね」

「そ、そうまでして、七瀬に嫌がらせするなんて、ちょっと変だろ」

「わたしの話じゃない。葉山くんの話をしているの」

「おれは……」

「選んで。本当に自由がほしいなら手伝ってあげられる」

　美鈴会長が手を伸ばした。まるで、おれに救いの手を差し伸べるみたいに。

「おれは……」

　おれは間違ってない。七瀬のわがままにつきあわなければならない義務もない。美鈴会長の言うとおりなのだ。美鈴会長の手をとれば、たぶん、おれは解放される。そうしたところで、おれは悪くない。七瀬を裏切るわけでもない。

　七瀬は横暴すぎる。おれのことを軽く見すぎてる。おれなんか、どうとでもなると思っているんだろう。

　おれが、今すぐ辞めるって言ってしまえば、軽音楽部なんか終わりなんだぜ？

　だけど。



　なんで、あたしの味方してくれないの？



　不意に七瀬の声が頭の中で響いた。

　悲しそうな、その顔も。

　ギターを弾く七瀬。

　歌をうたう七瀬。

　大好きなバンドについて熱く語る七瀬。

　どれも、一生懸命だった。

「悪いけど、協力できない」

　なんとか必死に言葉を考える。

「七瀬は、確かにちょっと横暴な……いや、ちょっとじゃなくて凄すさまじく自己中なやつではあるけど、でも、一生懸命だよ。そのせいで、やっぱり周りとぶつかるんだろうけど、でも、そっちのほうがいい。美鈴さんのやり方には賛同できない」

　おれは少しつっかえながらも、ちゃんと言った。

　たぶん、最初からそう言えばよかったんだ。

「駆け引きとか、おれ、できないし。卑怯なことはしたくない」

　そんなことしたら、おれは日下部くさかべとか元軽音楽部のやつらと同じになってしまう。

　美み鈴すず会長はおれに差しだしていた手をおろし、なにも言わず、じっとおれのことを見つめている。

　遠くのほうで、たぶん陸上部が使っているスターターピストルの音が聞こえてきた。

　しばらく経たってから、ぽつりと美鈴会長はこぼした。

「どうして、甘あまるりばっかり」

　美鈴会長は端整な顔を歪ゆがめる。

　くしゃりと。

　まるで、七なな瀬せのことを、本当に嫌っているみたいに。

「なんで、そんなに七瀬にこだわるんだ？　無理に仲よくしろなんて言わないよ。でも、ほうっておけばいいじゃないか。わざわざ七瀬に嫌がらせする必要なんてないはずだろ」

　美鈴会長はいっそう苦々しい表情になった。

「あなたに、なにがわかるの？」

「なにもわからない。七瀬も、美鈴さんも、なにも教えてくれないからね。おれは二人のいさかいに巻きこまれただけだ」

　ちょっとの沈黙ののち、「そうね」と美鈴さんは言った。

「そのとおりね。あなたは正しい」

　表情はいつもの冷淡な無表情に戻っていた。すっと一歩さがる。

「迷惑をかけたわ。今すぐにここを開けさせるから」

　美鈴会長はジャージのポケットからケータイをとりだす。その明かりが薄暗い倉庫の中を照らした。おれはほっと息をついて、うしろの棚によりかかった。

　けど、それがまずかった。

　ぐらりと棚が揺れた。老朽化していたのか、みしみしと木の軋きしむような音がした。

「あっ」

　おれの声と、棚が倒れるのは、ほとんど同時だった。

「あぶないっ！」



　　　　　◆◇◆◇◆



　舞いあがるほこりで目が開けられない。

「くそ、なんだよ」

　棚が倒れる瞬間、おれはなんとか、からだをひねって棚の下敷きになることは免れた。かなりあぶないところだった。心臓がばくばくとはねている。

「み、美み鈴すずさん。大丈夫？」

　声をかける。ただでさえ薄暗いのに、ほこりが舞っているせいで余計に視界が悪い。

「美鈴さん！」

　再度呼びかけると、小さなうめき声がかえってきた。

「んん……」

　おれは立ちあがり、倒れた棚の向こうを見やった。

　目を凝らす。

　床の上に美鈴会長が倒れている。

「大丈夫か？　怪け我がは？」

　美鈴会長は返事をしない。おれはそっと美鈴会長に近づいていった。窓から差しこむ光を頼りに、美鈴会長の姿を確認する。

「美鈴さん！」

　美鈴会長の右脚が――棚の下に挟まれていた。美鈴会長は顔をしかめている。

「待て。今、どかすから」

　おれはすぐさま倒れている棚を動かした。ばりばりと板が破れる音が響く。幸いにも、と言っていいものか、一人でも動かすことができた。またほこりが舞う。

「立てる？」

　美鈴会長の顔を覗のぞきこむと、彼女の額には大量の汗が浮かんでいた。きつく眉まゆを寄せている。どうやら、挟まれた部分がかなり痛むらしい。

「ちょっと見せてくれ」

　床に膝ひざをつく。でも、美鈴会長は拒絶の言葉を発した。

「触らないで」

　おれは途中で手をひっこめる。

「……わかった。とにかく、ここからでよう。開けてもらわないと」

　ケータイをさがして、ポケットに触れた。けれど、ケータイの感触がない。

「まずった」

　ケータイはサイフと一緒にロッカーの中だということを思いだす。

「美鈴さん。外の誰かに連絡して、ここを開けてもらわないと」

　美鈴会長はさっきケータイを持っていた。それを借りればいい。

「それは無理」

　美鈴会長は、この期に及んでまだそんなことを言う。

「そんなこと言ってる場合じゃ」

「勘違いしないで」

　美み鈴すず会長はおれの言葉を遮った。

「ケータイ、今ので壊れてしまったみたい」

　美鈴会長の手に、ぽっきりと折れたケータイの残骸があった。

　これは、いよいよ本格的にやばい。

「とにかく外の人に知らせないと」

　倉庫の中は薄暗いけれど、学校にはまだたくさんの生徒がいる。誰でもいいから現状を伝えればカギを持ってきてくれるはずだ。

　おれは扉を叩たたいた。「おーい」と声をあげる。でも、なんの反応もない。根気よくつづける。でも、誰かが近づいてくる気配はない。

「くそ」

　中途半端な時間だから部室棟に人がいないのだ。体育館や校庭までは声が届かないし、美鈴会長が人払いをさせていたらしくて生徒会の面々も現れない。七なな瀬せも嬉うれし野のさんも由ゆ亜あも、今はゴミの分別でもやらされているのだろう。

「おれがピンチになったら助けにきてくれるんじゃないのかよ、七瀬」

　ふりかえると、美鈴会長が立ちあがろうとしていた。

「無理しないほうがいいって」

　おれは美鈴会長のそばに駆け寄る。

「ほうっておいて」

「そんなわけにもいかないだろ」

「一人で立てる」

　よろよろと、美鈴会長はからだを起こす。でも、右脚には体重がかけられないようで、バランスを崩した。おれは慌てて、美鈴会長のからだを支える。

「はなして」

「……わかった。これ、早く保健室いかないと」

　場合によっては病院で診てもらう必要がある。

「ごめん、おれの不注意だ」

「こんなの自業自得なのだから、あなたが謝る必要なんてない。ぜんぶ、わたしが悪いのだもの。ちゃんとわかってる」

　確かに、この現状を招いたのは美鈴会長自身だ。でも、自業自得だなんて言って、責めることはできない。

「骨が折れてたら大変だ。無理するなよ。座ってたほうがいい」

　美鈴会長を案じて言ったのだけれど、

「わたしを助けないで」

　低く、魔女みたいにしわがれた声で、美み鈴すず会長は言った。

　おれを強い視線で睨にらんでくる。

「わたしを助けないで……惨めになるから」

　おれを睨みつけるその切れ長の瞳ひとみから、不意に涙がこぼれ落ちる。

「な、おい、そんなに痛いのか？　だから無理するなって」

　美鈴会長はおれが支えようとすると、どんとつきとばしてきた。

「わたしを助けないでって言ってるでしょ！」

　彼女は声を張りあげる。

　おれは美鈴会長の、その変化に戸惑った。

「美鈴、さん……」

　美鈴会長は涙を乱暴に拭ぬぐった。

「……なにこれ……わたし、ただのバカみたいじゃない」

　自分を嘲あざけるように言い、すぐにまたおれを睨む。

「なんなのよ、あんたも、甘あまるりも。わたしのこと助けて、恩に着せたいわけ？　それとも内心で優越感でも覚えてるわけ？」

「そんなこと思ってないよ」

　美鈴会長はまた、ひどく顔を歪ゆがめた。

「そうでしょうよ。そんな醜いこと考えてるのはわたしだけ。あんたも甘るりもいい子だものね。優等生のふりしてるわたしが一番汚いんだ」

　クールな《氷の女王》がそんなことを言うだなんて考えてもみなかった。

　美鈴会長は涙をぽろぽろながし、それをまた乱暴に拭う。

「どうして、そんなに七なな瀬せにこだわるんだよ？　ちょっと変だろ。やりすぎだよ。理解できない」

　おれに手錠をして生徒会奉仕活動をサボれと強要したり、こんなふうに倉庫に閉じこめてみたり。七瀬と面と向かってケンカをするほうがまだいい。そっちのほうがずっと健全だ。

　美鈴会長は返事をしなかった。

　おれも、美鈴会長にそれ以上なにを言えばいいのかわからなかった。

　ほこりっぽい倉庫の中で、美鈴会長が小さく鼻をすする。

「……ごめん。今はそれどころじゃないね」

　おれは辛うじてそう口にした。

「早いとこ、誰か外の人に――」

「きっとあなたは信じないでしょうけど」

　おれの言葉を、突然、美鈴会長が遮った。

「わたし、小さいころは人見知りをする子供だったの。自分からはみんなの輪に入っていけなかった。そんなわたしの友達になってくれたのが、甘あまるり」

　おれは七なな瀬せの部屋で見た、あの卒業アルバムを思いだした。

　美み鈴すず会長は鼻をすする。それから、ゆっくりと、話しはじめた。

「甘るりはむかしから積極的で、明るくて、かわいくて、みんなに好かれていた」

「七瀬らしい」

「そうね。だから、お父さんが亡くなって、甘るりが塞ふさぎこんでしまったとき、わたしは甘るりに元気をとり戻してほしかった」

　二人はやっぱりすごく仲がよかったのだ。

「甘るりはわたしの自慢の友達で、そして憧あこがれだった。わたしはずっと、甘るりのようになりたかった。だから、中学一年生の体育祭で、わたしは、はじめて自分から体育祭の実行委員に立候補したの。すごい勇気のいることだった。笑っちゃうでしょうけど、心臓が破裂しそうだった」

　美鈴会長は、ゆっくりと、けれど必死に語る。話していないと、息がとまってしまうかのように。

「甘るりの友達として、つりあう存在でいられるように、わたしは勇気をだして体育祭実行委員に立候補した。すんなり承認されたわ。わたしは体育祭実行委員になった」

　小さく美鈴会長は笑う。

「でも、いざ委員の活動がはじまると、わたしはなにもできなかった。クラスをまとめる力がわたしにはなかった。ホームルームの時間に、わたしが前にでて話をしても聞いてもらえない。わたしなんて、いてもいなくても、おんなじなの」

　美鈴会長の笑みはどこかひきつっている。

「嫌われてるわけじゃない。でも、好かれているわけでもない。まるで空気。いてもいなくてもいい。とるに足らない存在で、わたしはただ、見すごされる」

　美鈴会長はこぶしを握りしめていた。足の痛みに耐えているのかもしれないし、過去の屈辱に耐えているのかもしれない。

「助けてくれたのが、甘るり。甘るりが言えば、みんな従った。すごいと思わない？　わたしの親友は人望が厚いの」

　美鈴会長は濡ぬれたまつ毛を伏せ、むかしを懐かしむように微笑ほほえみ、でも、すぐに悲しげな目を見せた。

「でも、じゃあ、わたしってなに？　わたし、いらなくない？　誰もわたしの言葉なんて聞いてないんだから」

　おれはやはりなにも言えなかった。きっとあらゆる場面で、美鈴会長は七瀬と自分をくらべてきたのだろう。そしていつも「わたし、いらなくない？」と思ったのだろう。

　泥が沈殿するみたいに、それが積もっていった。美み鈴すず会長は、七なな瀬せの眩まぶしさに目がくらんだのだ。

「甘あまるりはわたしの自慢の友達で、憧あこがれで、だから……だから……」

　美鈴会長は唇を噛かみしめた。

「だから、大嫌い。ほら満足でしょ？　軽けい蔑べつしなさいよ」

　美鈴会長の声はまた平たくなっていく。そう、装っている。

「あんたなんてどうでもいい。でも、甘るりはあんたのこと気に入ってる。あんたが甘るりの特別なら、わたしはそれを奪いたかっただけ。あんたに甘るりを裏切らせたかった。それから、ああ、あなたってかわいそうね、って見下してやりたかっただけ」

　美鈴会長はそこまで言って、悔しそうに歯を食いしばった。涙をこらえている。でも、ぼろぼろと大粒の涙がながれていく。

「美鈴さん、ピロウズってバンド知ってる？」

　おれが唐突に言ったせいで、美鈴会長は訝いぶかしげな顔をした。

「……知らない」

「グリーン・デイは？」

「知らない」

「そっか。実はおれも詳しく知らない。音楽って普段聴かないから」



    

  
    
      



    

  
    
      「なんの話がしたいの？」

「むかし、音楽が世界を変える、なんて信じられてた時代があったんだってさ。七なな瀬せが言ってたよ。信じられる？」

　美み鈴すず会長は答えなかった。

「おれは信じられない。だって、たかが音楽じゃん」

「なんの話？」

　もう一度、美鈴会長は言った。

「でも、おれは――」

　おれは……。

「七瀬と会って、弾けもしないギター担いだり、人前で無様にうたったり、それだけじゃなくて、みんなとバカな話したり、そういうことで、おれ自身はちょっと変わったような気がする」

　これは、視点を変えれば世界はばら色に変わる、なんて使い古された主張じゃない。

　そうじゃなくて。

　おれの中では、なにかがちょっとずつ、でも確実に変わってきているんだ。

「なによ、それ」

「ただの体験談だよ」

　と、不意に、美鈴会長がよろけた。

　おれはとっさにそれを支えた。美鈴会長のからだは軽くて、《氷の女王》には、ふさわしくないほど温かかった。

「触らないでって言ったでしょ」

「そうもいかない」

　おれはそっと美鈴会長をその場に座らせる。やはり足が痛むのだろう、今度はおれをつきとばしたりはせず、おとなしく台の上に腰かけた。

「ちょっと足を見せてくれ」

　美鈴会長は渋々という感じでニーソックスを脱ぐ。おれはそっと美鈴会長の足に触れる。

「んっ」

　美鈴会長は顔を歪ゆがめた。

「やばいな、これ」

　足首のあたりが、かなり腫はれていた。早いところ処置をしないと痛くなるいっぽうだ。最悪の場合は骨折しているだろう。このままだと、おそらく熱もでてくる。

　おれは、美鈴会長の足をそっと地面におろす。再び扉の前に立ち、叩たたきながら大声で助けを呼ぶ。しかし、誰にも届いていないらしく助けはこない。さすがにずっと誰もこないということはないだろうけれど、少しでも早くここからでたほうがいい。

　高いところにある窓を見あげる。あそこまでのぼって、窓を割り、そこから外へ脱出してカギをとりにいく……。いや、映画みたいにうまくいくはずもない。ガラスで手を切るのがオチだ。おれまで大怪け我がとかシャレにならない。

　おれは扉を観察する。鉄の扉は左右にスライドさせて開くタイプのものだ。扉は開かれると壁の隙すき間まの収納スペースにおさまる、という構造だ。

　想像するに、ふすまや障子と同じで、下に溝があり、そこを滑るようなつくりになっているのではないか。なら、扉ごと溝から浮かせてしまえば、南ナン京キン錠じようがかかっていようが関係なく、ここからでられるはずだ。

　よし、と気合を入れて体当たりしてみる。

　ガコン。

「――ッ！」

　あっさり弾はじきかえされた。しかも肩がめちゃくちゃ痛い。たかが倉庫のくせに頑丈である。溝がけっこう深いのかもしれない。もう一度つっこむ。ガコン。また弾きかえされる。さらにもう一度。でも、痛いだけでびくともしない。

「……すごい音だけど？」

　美み鈴すず会長が言った。

「なんともない」

　強がっておく。が、体当たり作戦は中止だ。こんなことをつづけていたら、からだがもたない。おれは倉庫の中を漁あさる。鉄パイプのようなものが必要だ。

　けれど、暗いせいもあって、なかなか手て頃ごろなものが見つからない。

　ようやく見つけたのは鉄製の大きな梯はし子ごだった。塗装がはげて、サビが浮いている。

「まあ、これでいいか」

　べつにそれにのぼろうというわけではない。窓を割っても怪我するだけだ。おれは梯子を扉と壁の隙間に押しこむ。できるだけ深いところまでぐりぐりと。

「なにを、しているの？」

　美鈴会長が不安そうに言った。

「てこの原理だよ」

　おれは、梯子を手前にひっぱった。

　ボルトカッターが少ない力で鋼鉄を切断することができるように、少ない力で、少ない力で、少ない……いや、全力マックスで扉が、というよりは壁のほうが、めきめきと軋きしんだ。もうちょっとだ。おれはその場で踏ん張る。ずりずりと足が滑る。

「くっそ！　ふぁいとーいっぱーつっ！」

　めきめき、めきめき。

　そして――。

　ばきんっ。

　と、音を立てて扉が壊れれば、カッコもついただろうが、壊れたのはサビた梯はし子ごのほうだった。ぐんにゃりと折れ曲がってしまった。

「うおっ」

　力の均衡が崩れて、おれは地面にすっ転ぶ。地面に梯子が落ちて大きな音を立てた。

「……くそ、ここが見せ場だったのに」

　一応、いくらか隙すき間まは広がったが、まだ人がとおれるまでの余裕はない。

　と。

「誰かいるの？」

　七なな瀬せの声がして、隙間からひょっこりと顔を覗のぞかせた。

「おい、七瀬！」

「は？　え？　江口くん？　なにしてんのよ？」

　七瀬はまぶたをぱちぱちさせた。

「そんなことは、今はどうでもいい。ナイスだ七瀬。ここを開けてくれ。閉じこめられてるんだよ。しかも、中で美み鈴すずさんが怪け我がをしてる」

「菫すみれ子こが怪我？」

　途端に七瀬の声が真剣なものになる。

「棚が倒れてきて足を挟んだんだ。すごく腫はれてる。南ナン京キン錠じようのカギを職員室で回収してきてくれ」

「南京錠にカギなんてかかってないわよ」

「は？」

「えっと、南京錠はぶらさがってるだけで、ロックはされてないのよ」

　状況を想像する。なるほど、中からはひっかかって開くことができないけれど、外からならばカギをつかわずとも簡単に扉を開けることができるということだ。

「なら、話は早い。開けてくれ」

「それが……」

「なんだよ？」

「今まさに開けようとしてるんだけど、扉がびくともしないのよ」

　ぞっとしない。

　それってまさか、おれが扉を壊そうとしたせいだったりする？

　おれのやることは、すべて裏目にでるな、おい。

「たぶん、溝から扉が浮いてるんだ。そっちから押しこめないか？」

「やってみる」

　七瀬はそう返事をすると隙間から姿を消した。

　つづいて、がっすん、がっすん、と音がする。

「うう……足がしびれる」

　どうやら蹴けっているらしい。

「大丈夫か、七なな瀬せ？」

「平気」

「気をつけろよ。おまえまで怪け我がしたとかなったら、最悪だぞ」

　がっすん。

　がっすん。

「それにしても、よく、ここがわかったな」

「言ったでしょ、きみのピンチのときは駆けつけるって」

「……おまえはカッコいいやつだよ」

「きみを倒すのはあたしの役目なのだから」

「なぜ、急にライバルキャラになる」

　しかし、なかなか扉は元の位置に戻ってくれない。古いくせに、それなりに丈夫なのが災いしている。

　と、そこへ。

「……あ、甘あまるりちゃん、なにしてるの？」

「南な雲ぐもちゃん！」「嬉うれし野のさん！」

　七瀬とおれは同時に声をあげた。

「……え、あれ、葉は山やま、くん？　どうして中から？」

「江口くん、中に閉じこめられちゃったのよ。しかも中から無理にこじ開けようとしたせいで、逆に開かなくなっちゃって」

「た、助けてくれ」

　おれが隙すき間まから声をあげると、にゅっと、由ゆ亜あが顔を覗のぞかせた。嬉野さんと一緒に、七瀬やおれをさがしていたようだ。

「無様ですね、葉山先輩」

「なんとでも言え。中に美み鈴すずさんもいるんだ」

「はあ？　ちょっと詳しく教えろです。場合によっては葉山先輩を見殺しにすることもやぶさかではありません」

「勘ぐるな！　美鈴さん、怪我してるんだ。早く手当てしないとダメなんだよ。いいから開けてくれよ」

「手伝ったら、由亜にどんなメリットが？」

　またその話か。

「いいよ、好きなお菓子買ってやるよ」

「ヴィレッジヴァンガードで、でっかいうまい棒買ってください」

「何本でも買ってやるよ」

「今の言葉、ケータイに録音しましたから」

　一瞬、後悔の念がよぎったが、べつにまあいいさ。

「じゃ、ちょっと離れててください」

　由ゆ亜あは言い置いて、姿を消した。

　おれは美み鈴すず会長がいるところまでさがる。

　少しすると、

「《キャラメルアンデッド》ー、ふぁいっ、おおっ！」

　七なな瀬せのかけ声とともに、

　がっすん。

　扉を蹴ける三つの足音がした。

　重たい鉄の扉が、ガッコン、と溝におさまる音も。

　こうして開かずの倉庫は開かれた。そんなに長い間、閉じこめられていたわけでもないのだけれど、太陽の光が懐かしい。

　七瀬、嬉うれし野のさん、由亜の三人が外で待っていてくれた。

「助かった」

　おれは美鈴会長のほうをふりかえって笑いかける。美鈴会長は憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべていた。

「早いとこ保健室にいこう」

　おれは美鈴会長の前で背中を向けてしゃがむ。

「なにそれ？　どういうつもり？」

「足、痛いだろ？　背負っていくよ」

　少しの間、美鈴会長の返事はなかった。やがてぽつりと言った。

「さっきの話、聞いてなかったの？」

「なにが？」

「わたしは――」

「大したことじゃない」

　美鈴会長が口を開こうとするので、おれはそれを遮った。

「大したことじゃないよ」

　七瀬は強いやつだ。ぶっちゃけむかつくほどだ。あいつはパンクだから。

　でも、残念ながらおれは凡人なんだ。カッコいいのに憧あこがれるけど、扉も破れない普通のやつでしかない。

　だから実は、美鈴会長の気持ちが、ちょっとわかる。誰かに嫉しつ妬としたり、そんな感情持ってないようなふりしてみたり。

「菫すみれ子こ、あんたなにしてたのよ？　なによ、その足？」

　その七なな瀬せが前にでてきて言った。

　太陽の下で見れば、美み鈴すず会長の足がどれほど腫はれているのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。内出血を起こして、紫色になっている。

「さっさと保健室、いってきなさいよ」

「甘あまるり……」

「あんたがどうこうって言うか、生徒会長がこのざまじゃ、みんな心配するでしょ」

「ほら、保健室いこうぜ？　足、痛いだろ？　美鈴会長は今、一人では歩けない。『不本意ながら』おれに手を借りる。そういうことで一つ」

　少し待つと美鈴会長がおれにからだを預けてきた。おれは美鈴会長をおぶって、歩きだす。ふむ、美鈴会長はあんまり胸がないな、とか思ったおれは、ほんとダメなやつだ。

「ちょっと待って、あたしもいく」

　七瀬がおれの袖そでを掴つかんだ。

「それと、菫子、あんた、ひどい顔してるわよ」

　七瀬はどこか怒ったような顔をしながらハンドタオルをとりだす。

　そのハンドタオルを美鈴会長に差しだした。

　美鈴会長がどんな顔をしているのか、彼女を背負っているおれからは見えない。少し戸惑うような気配を感じただけだ。

「あ、ありがと」

　美鈴会長は七瀬からタオルを受けとって、それで涙のあとを拭ふいたみたいだ。

　もちろん、おれからは見えなかったけど。



　　　　　◆◇◆◇◆



　美鈴会長のことは保健室の先生に任せることにした。これから病院にいって、きちんと検査してもらうらしい。

「じゃあ、おれら、みんなのとこ戻るから」

　おれがそう言うと、

「迷惑をかけたわ」

　美鈴会長はイスに腰かけて、いつもの平べったい声でかえした。

　七瀬はなにも言わなかった。



　美鈴会長が怪け我がをしたと伝えると、吉よし川かわさんがすごく心配していた。

「大丈夫なの？」

「一応、病院で診てもらうことになった。骨折じゃないといいんだけど」

　吉よし川かわさんだけじゃない。生徒会執行部のみんなも、文化祭実行委員の面々も、美み鈴すず会長のことをすごく心配していた。おれたちを閉じこめた二人組は自分たちのせいかもしれないと深く後悔しているようだった。おれにも深く頭をさげた。

「もしかしたら、葉は山やまくんに告白とかするのかなと思って……」

「女王……いや、会長、最近、葉山くんのことばっかだったから……」

「おれら、泣く泣く、女王、じゃなくて会長に踏んでもらうのは諦あきらめようと……」

　なんだ、と思った。

　美鈴会長って、けっこう好かれてるんじゃん。

　ぜんぜん空気じゃないじゃん。

　美鈴会長が不在となり、作業はいくらか遅れた。本当なら、美鈴会長がてきぱきと指示をだしてくれるところで、それがなくなったからだ。

　思えば、こういうところでも、美鈴会長はちゃんと「会長」だったということだ。ただのお飾りじゃない。

　美鈴会長はそういうこと、気づければいいのに。

　副会長さんも、美鈴会長のかわりにがんばっていたので、みんなで協力してなんとか終わらせることができた。やれやれだ。



　教室で着替えて、昇降口でスニーカーに履き替える。

　太陽は傾いて、空は金色に染まりはじめていた。

「ねえ、ちょっといい？」

　昇降口をでたところで声をかけられた。すぐ左横に七なな瀬せの姿があった。

　パーカーのポケットに手をつっこみ、棒のついたキャンディーをくわえている。

「ちょうどいい。おれも七瀬に話があったんだ」

　駐輪所で自転車を回収し、それから並んで駅に向かう道を歩いた。七瀬は自転車を手で押している。カラカラ、と自転車のチェーンが回転する音がよく聞こえる。

　お互い、無言だった。

　しばらくして、

「「あの」」

　七瀬とおれは同じタイミングで口を開いた。

「な、なによ？」「なんだよ？」

「そっちから」

「いや、七瀬からどうぞ」

　などと譲りあっていると、また言葉が尽きてしまった。

　うまくいかないものだ。

　あるいは、うまくいきすぎだ。

　また、無言で歩いていたけれど、ちょっとして七なな瀬せが口を開いた。

「さ、さっきは、菫すみれ子こと二人でなにしてたの？」

「倉庫に荷物をしまいにいってただけだよ。なにかの手違いで扉は閉められちゃうし、棚が倒れてきて、会長は足を怪け我がするしで、ほんと大変だった」

　そういうことにしてある。美み鈴すず会長も先生にそう説明したはずだ。

「ふーん」

　七瀬の返事はそっけない。見れば、どことなく不満顔をしていた。

「七瀬をだしぬくようなことを相談してたわけじゃないぞ？」

「べつに、そんなの疑ってないし」

「あ、そう」

　七瀬はむうっと唇をつきだして、それからおれを見あげた。

「じゃなくて。あ、あのね、その……」

　なにやら、七瀬はもじもじしていた。その場で立ちどまり、自転車のスタンドをかける。

「……昼休みは、ごめん」

　殊勝な声で七瀬は言った。

「きみが、あたしの味方してくれなくてって、怒鳴ったやつ、のことなんだけど」

「ああ」

「あ、あんなふうに言うつもりじゃなかったんだけど……」

　どういうわけか、美鈴会長が言ったことが頭に浮かんだ。

　――葉は山やまくんは、本当は甘あまるりに弱みを握られたままでいたいのかもしれない。

　自分ではよくわからない。

「まあ、気にするな。おまえが横暴なのはいつものことだ」

「む」

　七瀬はおれの肩にびしっとパンチをした。軽いやつだ。痛くはない。

「おれも、その、なんか悪かったよ」

「なにが？」

「なにがって……あー、なんと言うか……」

　頭をがしがしとかく。

「いいか、七瀬」

「なに？」

「おれは今から少し恥ずかしい話をする」

「存在そのものが恥ずかしいきみが、なにをいまさら」

「おれの心は、今、複雑骨折を起こしている。って、まあ、そうじゃなくてだな」

　頭の中で伝えたいことを整理する。

　けれど、もつれた糸みたいに、いっそうこんがらがるだけだった。

　もう一度、頭をがしがしとかく。

「おれはさ、やっぱり、七なな瀬せの味方をするべきだったんだ」

　あとから思えば、そうだった。

「七瀬が、なんで自分の味方してくれないんだって言ったとき、正直、おれ、動揺した」

　敵か味方か、という分け方に賛同しているわけじゃない。仲よくはないけど、敵ではない、っていう関係も、やっぱりあると思う。むしろ大部分がそういうものだ。

　でも、たぶん、そういうことでもなくて、おれは七瀬の味方であるべきだった。

「おれは……」

　あいつのことを思いだす。

　おれは、誰かにおれの味方になってほしかった。

　あいつに、おれの味方になってもらいたかった。

「なあ、七瀬。化学の授業で『触媒』ってやらなかったか？」

「なによ、急に？」

「おれ、一年のときに習ったんだけどさ」

　おれは頭の中で半年くらい前にやった化学の実験の内容を必死に思いだす。学校は違っても、やることはだいたい一緒だろう。

「試験管に過酸化水素水を入れて、その中に二酸化マンガンを投入する。と、どうなるか」

「酸素が発生する。でも、二酸化マンガンは変化しない」

「正解」

「なんの話？」

「七瀬はさ、二酸化マンガンみたいだと思うんだ」

「それは、ケンカを売ってるってこと？　いいわよ、買うわよ」

　しゅっ、しゅっ、と七瀬は鋭い右ストレートをくりだす。

「いや違うって」

　おれは、ぱしりと七瀬のパンチを受けとめた。七瀬のこぶしは、おれの手にすっぽりとおさまってしまう。

「えっと、過酸化水素水は、確か、ほっといても水と酸素にわかれるものだろ。ただ、本来はゆっくりと分離していく。でも、そこに二酸化マンガンをほうりこめば、ぶくぶくと勢いよく酸素を発生させる。化学反応を加速させるわけだ」

「触媒だもの」

「そう、それ」

「どれ？」

「化学反応が起こるときに、それ自体は変化しないけど、ほかの物質の化学変化を加速させる物質、それがおまえ。おまえって、触媒みたいだ」

「はあ？　すっごくわかりづらいんだけど、それって褒めてるの？　けなしてるの？」

「え、あれ？」

　おれ、いい話したんだけどな。おかしいな。

　つまり、おれが言いたいのは。

　おれが言いたいことは――。

　おれは七なな瀬せと会って。

　七瀬のことを知って。

　なにかが、加速度的に変わってきてる。

　そういうことだ。

　嬉うれし野のさんも、美み鈴すず会長も、そうだろう。由ゆ亜あだって。

　ただそれは、さすがに恥ずかしすぎて言えなかった。

　七瀬はおれの手からこぶしをひっこぬく。

「とりあえず、あたしとしては、なんか八つ当たりみたいにしちゃったから、ごめんって言いたかったの。それだけ」

「どうしたよ、変なものでも食べたのか？」

「失礼ね、江口くんのくせに」

「おまえなあ、その江口っての、そろそろやめてくれよ」

「なんでよ？」

「おれの名前じゃない」

「あれ、そうだっけ？」

「この野郎」

「せっかくしっくりきてたのに。じゃあ、なんて呼んでほしいわけ？　一応、希望は聞いておきましょう。採用するかはわからないけど」

　どんだけ上から目線なんだ。

「普通に呼べよ」

「普通って？」

「葉は山やまでもいいし、一いつ樹きでもいいし」

「へ、は、い？」

　七瀬はそこで足をとめた。なぜか急に顔が赤くなっている。

「な、なんだよ？」

　おれ、変なこと言ったか？

「…………きゅ、急に、下の名前で呼ぶとかは、えっと」

「そんなに深い意味で言ったわけでは……」

「じゃ、じゃあ、きみ、あたしのこと甘あまるりって呼べる？」

「え？」

「ほら、呼んでみなさいよ」

　言われてみればそのとおりだ。一いつ樹きと呼ばれることには抵抗はないものの、女子の名前を、しかも今まで名字で呼んでいたのを、いきなり下の名前で呼ぶというのは難易度が高い。つきあっているわけでもないのに。由ゆ亜あは小さいころから由亜って呼んでたし、抵抗はないのだけど……。

「ほら、ほら、ほら！」

　七なな瀬せはおれに顔を寄せてくる。

「う」

「ほら、どうしたのよ？　きみがあたしのこと甘るりって呼ぶなら、江口くんはやめる」

　そう言われると、なんか江口でもいい気がしてきてしまった。

「ぬう」

「ふん、きみはやはり江口くんのままのようね」

　父上さま、母上さま、あなた方の息子はヘタレです。申しわけない。これからは江口として生きます。でも、まあ、ためしにちょっと言ってみる。

「あ……甘るり」

　瞬間、七瀬の顔がふにゃふにゃになった。机の上に置きっぱなしにしてたチョコレートみたいだ。

「ほ、ほら、言えたぞ」

　若干、噛かんだけどな。

「今度はおまえの番だ。江口はとり消せ。一樹って呼べよ」

　七瀬は、顔を赤くしておれを睨にらむ。口の中でもごもごとなにかを呟つぶやいた。

「……ぃ……っ、き」

「ん？　なんだよ、聞こえないぞ？」

　七瀬はぐいとおれの胸ぐらを掴つかんだ。

　おれはまた、美み鈴すず会長が言った言葉を思いだした。

　――甘るりはあんたのこと気に入ってる。

「一樹！　いつきいつきいつきいつきいつきいつきいつきいつき！　これで満足？」

「い、いや、ちょっと今、かなり恥ずかしい」

　焚たきつけすぎた。わりと周囲から見られている。「あーあー今どきの高校生は」的な視線を感じる。

「べ、べつに。こんなの大したことじゃないし。バンドのメンバーとか、普通に下名前で呼ぶものだし、すぐ慣れるわ」

　七なな瀬せはぺいっとおれの胸ぐらをはなした。それから、勢いよく自転車にまたがる。

「やっぱ帰る」

　まだ顔が赤い。長い髪を風になびかせて、七瀬はいなくなった。

　とり残されたおれは、がしがしと頭をかく。

「……甘あまるり」

　もう一度呟つぶやいてみた。

　呼びにくい名前、と、おれは思った。



　　　　　◆◇◆◇◆



　さて。

　木曜日を飛ばして、本日、金曜日。

　相変わらず、おれたち軽音楽部は命じられるままにあちこちで手伝いをした。図書室の蔵書整理をし、園芸部に手を貸して野菜の収穫をおこなった。校内に仕掛けられた爆弾処理をしたり、立てこもった強盗犯と交渉をしたりもした。もちろん、最後の二つはうそだ。

　おれたちの都合とはなんの関係もないところで梅雨入りが発表された。

　昨日は雨だったけど、今日は晴れている。空気はじめっとしているけど、雨雲はない。今年は空梅雨みたいだ。

　で、今日は部長会が開かれている。

　部長である七瀬が代表として参加していた。

　園芸部の手伝いが終わり、嬉うれし野のさんと由ゆ亜あとおれの三人は、食堂前にある自販機のわきで、飲み物を飲みながら結果を待つことにした。思えば、おれはこの場所で七瀬と嬉野さんに拉ら致ちされたのだ。

　三人並んで段差に腰かける。

「……うまく、いくといいね」

　嬉野さんがパックのヨーグルトジュースを大事そうに両手で持ちながら言う。マスクの隙すき間まからストローをくわえた。

「由亜がこんだけ協力して、それでも廃部とかになったら、葉は山やま先輩をこう、ぎゅっとしてやります。ぎゅっと」

　由亜は「ぎゅっ」とコーラのペットボトルを絞るような仕草をした。それから、ちょっとの間ペットボトルを見つめ、おれに差しだす。

「これ、開けてみてください」

「ぜったいやだ。おまえ、それふっただろ？」

　爆弾みたいなものだ。

「言いがかりはよしてください、このビフィズス菌が！」

　おなかに優しいね。

「じゃ、自分で開けろよ」

　ぴうぴう、と由ゆ亜あは口笛を吹いた。

　そんなことをしていると、

「おーい」

　という声がした。上のほうからだ。おれたち三人は声のするほうを見あげた。

　窓から七なな瀬せが顔をだしている。ぶんぶんと手をふっていた。

「どうだった？」

　おれが訊たずねると、七瀬はにいっと笑い、両手の親指を立てた。

「……やったね、葉は山やまくん、あっ、あああ」

　嬉うれし野のさんが喜びのあまりパックを握りつぶしてしまった。中身が飛びでる。

「すぐそっちいく」

　そう言い残して、七瀬はいったん姿を消した。すぐに一階の廊下をとびおりてくる。嬉野さんが立ちあがってそれを迎えた。二人はぱふん、ぱふんと両手をあわせる。由亜はどうするのかな、と見ていると、両手を中途半端な位置にあげて持て余していた。

「おまえもまざってこいよ」

　そう言うと、由亜はおれを睨にらんだ。顔がほんのり赤い。

「由亜は孤独を愛するロック少女なんです。いちいち喜びをわかちあったり、ふあっ」

　七瀬と嬉野さんがこちらにも突撃してきて、由亜を無理やり立たせた。わっしょい、わっしょいと由亜を担ぎあげる。

「うわ、やめてください。スカートがー、スカートがー」

　確かにべろんべろんめくれていた。ドクロのプリントとかあるんだな。

「これで、ようやく本格的な活動ができるわっ！」

　七瀬が極上の笑みを浮かべて言う。おれは七瀬のその顔を見て、ほんの少し嫉しつ妬とを覚える。美み鈴すず会長とおれはどこかで似ているのだ。七瀬のためらいのなさを、おれたちは羨うらやましいと感じる。

　あんなふうに熱くなれるものがないから。

　あんなふうに熱くなれるものがほしいから。

　おれも腰をあげて尻しりをぱんぱんとはたいた。

　ふと、二階の渡り廊下をとおりすぎていく美鈴会長の横顔が見えた。七瀬たちはまだ由ゆ亜あをわっしょい、わっしょいと胴あげしている。

　三人を残して、おれは校舎に戻り、階段をあがった。

　廊下の先に、松葉づえをついている美み鈴すず会長の姿があった。

「美鈴さん」

　呼びかける。すると美鈴会長がゆっくりとふりかえった。おれに気づいて、眩まぶしそうに目を細める。おれはそばまで小走りで近づき、でも途中で走るのをやめて、競歩のように進んだ。以前、廊下を走って怒られたからだ。ぶつかって、押し倒してしまったし。

「足は大丈夫なのか？」

　美鈴会長は少しの間、おれを見つめていた。

「甘あまるりから、なにも聞いてないの？」

「いいや」

「そう……。ただの捻ねん挫ざ。しばらくは安静にしないといけないけれど」

　もしかしたら、七なな瀬せは美鈴会長のことが心配で怪け我がの具合を確かめたのかもしれない。二人はおれが思っているほどには、仲が悪いわけではないのかもしれない。

　そうだったらいいな。

「そっか。まあ、折れてなくてよかった」

「軽音楽部の活動は承認されたわ」

「みたいだね」

　美鈴会長は窓の外に視線をやる。それを追いかけると、食堂前でまだはしゃいでいる軽音楽部の三人がいた。

「もしかして、助け船をだしてくれたりしたの？」

　おれは訊たずねてみる。

「まさか。自分たちに害がないのなら、基本的には他の部活には無関心なのよ、みんな」

　まあ、そういうものなのかもしれないとおれは思った。

「それと、ここ何日かの生徒会奉仕活動に感謝している向きもあったわ。確かに、あなたたちはきちんと働いていたしね」

　それは、そもそも美鈴会長が提案したことで、なら、やっぱり美鈴会長は軽音楽部を助けてくれたんじゃないか、とおれは思ったけど、まあ言わないでおく。七瀬を羨み、邪魔したい気持ちと、七瀬に憧あこがれ、助けたい気持ちは、たぶん、どっちも同じ分量、美鈴会長の中にあるものなんじゃないだろうか。

「そうだ、葉は山やまくん」

　美鈴会長は言った。

「なに？」

　おれは訊たずねる。

「握手をしてほしいの」

　美み鈴すず会長が右手をさしだした。白くて華きや奢しやな手だ。なんか照れくさいなと思ったけど、おれはその手を握った。柔らかくて温かい。

「ありがとう」

　美鈴会長が柔らかく微笑ほほえむ。

　少しぎこちなくて。

　でも、かわいらしい笑み。

　その不意打ちに、おれは思わず見み惚とれてしまう。

「ねえ、葉は山やまくん」

「え、あ、なに？」

「わたしの秘密を教えてあげる」

　美鈴会長がおれに耳打ちする。

　それは。

　美鈴会長がどうして《氷の女王》となったのか、という由来。

　表情があまりない理由。

　幼いころ、美鈴会長は歯の矯正器具をつけていた。

　それを見られるのが恥ずかしかった。

　よくバカにされたから。

　男子にからかわれて泣いていたとき助けてくれたのが――。

　美鈴会長はそっとおれから離れる。

　と、同時に。

　カチャリと音がした。

　……カチャリ？

　おれはゆっくりと自分の右手を見おろす。

　美鈴会長の右手とおれの右手が手錠で結ばれていた。

　すうっと血の気がひいていく。

「こ、これはいったい……」

　そっと美鈴会長が胸のポケットからカギをとりだした。

「な、それって……」

「これは手錠のカギです」

　中学英語の直訳みたいな言い方をする。これはペンです。これは本です。これは手錠のカギです。

「って、なんだよそれ！」

　美鈴会長は廊下の窓を大きく開けはなつ。

「今日はいい天気ね。思わず手が滑りそう」

「は？」

　美み鈴すず会長が左手を大きくふりかぶった。

「ストップ！　ストップ！　ストープッ！」

　そして――。

　美鈴会長はおれの制止の声をまるっと無視して、手錠のカギを窓の外へほうった。

　きらきらと輝く手錠のカギ。

　その放物線。

　まったくの無駄だと理解しながらも、おれは手を伸ばす。

　当然届かない。

　しかも、美鈴会長と手首で結ばれているから、満足に動くこともできない。

　美鈴会長はそっとおれに寄り添うようにした。

　おれの声を聞きつけて、七なな瀬せがこちらを見あげる。

　七瀬はまだ笑顔で。

　いや、笑ってる場合じゃないんだ、とおれは伝えたいわけで。

　うにゃあ、と猫の鳴き声なんか聞こえたりして――。
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「えらい目に遭った」

　足どりも重く帰宅する。あのままカギが見つからなかったら、と思うと生きた心地がしない。真ま綾あやはまだ帰っていないみたいだ。家の明かりは消えたまま。

　スニーカーを脱ぎ、洗面所で顔を洗う。

　キッチンにいって、冷蔵庫から牛乳をとりだし、コップに注そそいでごくごくと飲む。

「もう、なんもやる気しない」

　かばんを置きに自分の部屋にいく。狭いが、文句が言える立場じゃないし、甘んじて受け入れている。

　と。

　おれのふとんがこんもりと膨らんでいた。

「なんだよ、姉さん、帰ってたのか。てか、自分のふとんで寝てくれよ」

　酔っ払ってるのか？　にしては、まだ早い時間だけど。

「起きろ、バカ」

　おれはふとんをはぐ。

　そして――固まった。

　おれのふとんで、メイド服（！）を着た女の子（!!）が丸まって眠っていた。

「……は？」



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、「『レス・ポール』は人の名前、楽器は『レスポール』だ！」と一巻を読んだ友人に叱られた二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。すいませんでした（土下座）。

　あと、「『なう』も、もう死語かもしれませんね」と、まんが家の宮みや田たワルツ先生にもダメ出しされました。時代の流れは早いですね。そんな近況報告。

　さて、『あまとう！』の二巻です。内容は試験によく出ます。本当に出ます。

　今回、葉は山やまくんは、七なな瀬せさんを手錠でつないで一緒にお風呂に入ったり、嬉うれし野のさんを縛って脱がしてみたり（!?）、ちびっこ鳳ほう仙せん花かさんを水責めにしたりします。なんてことだ！

　あと、前回はちょろっとしか出てこなかった生徒会長の美み鈴すずさんが、色々とやらかしてくれました。なんか変な子……ん、いや、最初から変な子しかいないか。

　とまあ、賑やかな二巻。楽しんでいただけたら嬉しいです。

　最後に恒例の謝辞です。担当さま、▽さんかく先生、本書の出版に携わったみなさまに感謝いたします。また、現在の学校事情などをそっと教えてくれた高辻正明先生にも感謝です。

　もちろん、読者さまには大感謝！

　ではでは。

二階堂紘嗣
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　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）
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　　他著作に『D-breaker』。映画とロックが好き。



　イラスト

　▽（さんかく）

　　さんかくと読む。新進気鋭のイラストレーター。



    

  
    
      あまとう！２
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